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プロローグ　～実験室と三人の男たち～









　その部屋は、地下にあった。

　レンガ積みの壁、四方一か所ずつに燭台があり、蝋燭に火が灯されている。灯りはアンジェリカの不安な心を写し取ったかのように心許なく揺らめいていた。

　部屋の中央には木製のテーブルと椅子が一脚だけ置いてあった。テーブルの上には小さな長方形の箱のような装置が置かれている。アンジェリカの手のひらより少し大きいくらいのそれは、音楽の授業のときに見たことのあるメトロノームのようなものだった。

「さあ、そこに腰かけて、上半身の服を脱ぎなさい」

　静かな声に命令される。

　ごくりと唾液を呑み込み、促されるまま椅子に腰かけた。

　部屋にはアンジェリカの他に三人の男たちがいる。

　この人が私を買ったルーカス・ザクマン……。

　アンジェリカは自分の右隣に立った男を盗み見た。

　ブラウンの髪を持つルーカスは丸い縁なしの眼鏡をかけ、口ひげを蓄えていた。年は四十を過ぎているはずだが、甘い顔立ちのせいか若く見える。しかし羽ペンで帳面に何かを書きつけている横顔からは何の感情も読み取れなかった。

　アンジェリカは視線を前に戻した。

　目の前の壁に寄りかかってアンジェリカをじっと見つめているのは、ルーカスの長男、テオだった。アンジェリカよりいくつか年上で二十歳くらいのはずだ。黒髪を短く切り、背の高い彼は、組んだ腕や薄いシャツを通して逞しい体つきであることが窺い知れる。

　どうして、そんなに見つめるの……？

　アンジェリカが恐怖と戸惑いに瞳を伏せると、ルーカスが目の前の装置を手に取り、ねじを巻いた。するとコチコチと振り子が揺れだす。しかし針は二股に分かれており、先端には丸い突起がこちらに向かって付いていた。

　これは、何？

　私、一体、何をされるの……？

　押し寄せる不安にアンジェリカは震える両手を胸の前で握り締める。

「ねえ、早く脱いでよ。実験できないでしょ？」

　金髪の少年が左側からアンジェリカの顔を覗き込んだ。無邪気な澄んだ声だが、有無を言わせぬ圧力が含まれている。

　テオの弟であるルディはアンジェリカより年下で十代半ばほどの少年だ。

　まるで絵本の中から飛び出してきた王子様のような、繊細で整った顔立ちをしていた。

「なんなら、僕が脱がせてやろうか？」

　楽しくてたまらないといった声音でルディが言葉を継ぐ。自分に向けられる加虐的な碧い瞳は、いけないことを企む小悪魔のもののように見えた。

　どうして、こんなことに……！

　コチコチと鳴り続ける振り子の音だけが部屋に響く。

　アンジェリカは俯いて唇を噛み締めた。

　ああ、お父様……！

　心の中で叫んで、目尻に滲んでくる涙を抑えるように、ギュッと目蓋を閉じた。






崩れ去る幸せ　実験のはじまり









　アンジェリカは豊かな商家に生まれた。

　母親はアンジェリカを産んだ時に亡くなってしまったのだが、優しい乳母や使用人たちに囲まれ、何不自由なく幼少期を過ごした。

　他の国々との貿易により一代で財を成した父親は、アンジェリカの学びたいという希望を受け入れ、高等女学校への進学を許してくれた。

　女学校の友人たちとの学校生活は輝くような日々だった。

　商家の一人娘として経済や経営について学ぶことも楽しかったが、年頃の女の子がするように、友人たちとの他愛ないおしゃべりに花を咲かせ、いつか出会う男性との恋に想いを馳せる時間が何よりも愛しかったのだ。

　それでも寂しいときや辛いことがあったときにはアンジェリカは鏡を見て、自分の中に亡き母を探し、元気や勇気をもらった。

　アンジェリカは北の国の出身だった母親の容姿を受け継いでいた。肌の色は透き通るように白く、肩より少し長いプラチナブロンドの髪はまっすぐで艶めいていた。

　小さな顔には長い睫毛に飾られた美しいブルーグレイの瞳と通った鼻筋が載っている。何も付けていないのに紅く染まった唇は、肌の肌理の細やかさを際立たせていた。同級生よりは小柄な方だったが、華奢な体つきの手足は細く長く、友人たちはそんなアンジェリカを、住んでいる町の名から『グリュンタールの妖精』と呼んだ。

　しかし見かけの儚さとは違い、立派な経営者である父親や家業を間近に見て育ったせいか、アンジェリカは聡明でいて、確固たる信念と優しさを合わせ持つ女性へと成長したのだ。

　けれども、そんな幸せな毎日が崩れ去るのはあっという間だった。

　その日、女学校から帰ってきたアンジェリカが目にしたのは、自宅である屋敷から荷物を運び出す、見知らぬ男たちの姿だった。

「これは一体どういうこと？　あなたたちは何をしているの!?」

　アンジェリカが声を上げるが、誰ひとりとしてその問いに答える者はいない。大勢の男たちは黙々と家財道具を持って行ってしまう。

「やめて！　それはお母様の鏡台……！」

「アンジェリカ！」

　そこに屋敷の奥から父親のクリストフが走ってやってきた。

「お父様！　一体どうしたの？　何が起こっているの？」

　クリストフの蒼白な顔色から何か恐ろしい事態に陥っていることだけはわかった。

　狼狽し、矢継ぎ早に質問をするアンジェリカの手に小さなカバンを持たせると、クリストフは落ち着いた声を出す。

「いいかい、アンジェリカ。よく聞きなさい。身の回りのものはこれに詰めておいた。これを持ってあの人と母さんの遠い親戚筋に当たるクロンバール家に行くんだ」

　そう言って、振り返った。そこにはクリストフの友人であるダニエル・バーゼントが立っていた。アンジェリカも子供のころからこれまでに何度か会ったことはある。クリストフより少し若いが同じ商人で、派手な金糸の刺繍が施された上着を羽織っていた。

　バーゼントは青白い顔の特徴的な細い眉を顰め、慈しむ眼差しでアンジェリカを見た。

「ええ、わたくしが命に代えてもアンジェリカ様をご親戚の元までお連れします。さあ、こちらへ」

　バーゼントの伸ばされた腕にクリストフはアンジェリカを押しやった。

「おまえだけは何があっても守ってみせる。心配するな」

「お父様！　まったくわからないわ！　何があったの？」

　屋敷の奥に戻ろうとしたクリストフに追い縋るアンジェリカを、バーゼントは腰に手を回し、抱き止める。

「いや、離して！　お父様、行かないで！」

　アンジェリカの叫びにクリストフが僅かに立ち止まり、振り向いた。

「信じられるのは、もうバーゼントだけなのだ」

　クリストフはアンジェリカの目を見て微笑んだ。

「バーゼントやクロンバール家のみんなの言うことをよく聞いて、立派な女性になるのだよ」

　その笑みは子供のころからいつもアンジェリカに向けられた温かいものだった。けれどもアンジェリカの胸に安心は一向に訪れない。それどころか背筋に悪寒を感じ、より強さを増していく。

「待って！　そんな、お父様はこれからどうなさるの!?」

　クリストフは何も答えず、背を向けるとまた屋敷の奥へと歩き始める。

「お父様っ！　また、会えますわよね？　お父様！」

「お父上のことなら大丈夫です。さあ、アンジェリカ様、行きましょう」

　バーゼントが腰を引き寄せる。そして促されるまま、アンジェリカは外に待機していた馬車に乗り込んだ。

　アンジェリカは馬車に揺られながら膝の上で拳を握り締めた。

　きっと、事態が収拾したらお父様も後からやってくるのだわ。

　アンジェリカはそう考え、自分を落ち着かせようとする。

　馬車の窓から見える馴染みのある街並みはあっという間に後方に流れ去っていき、知らない風景が見え始める。

　アンジェリカは俯いたままバーゼントに訊ねた。

「バーゼント様、お母様の親戚ってどちらの街にいらっしゃるの？」

「……さあ、どこでしょうねぇ？」

　先ほどまでとは打って変わった間延びした剣呑な声に、アンジェリカは驚いて隣の男の顔を見た。

　バーゼントは舐めるような視線でこちらを見下ろしている。

「どういう、こと……？」

　再び背筋を這いのぼってくる不安にアンジェリカの声が震える。

　バーゼントはパイプを取り出すと、マッチで火を点け、優雅に煙を吐き出した。

「あなたのお父上は商売をするには優しすぎたのです」

　そして、口元を歪ませた笑みを見せた。

「え……」

「彼は他国との貿易の許可証、そして屋敷と土地のすべてを騙し取られたのです」

　美味そうに何度も煙をふかしながら、バーゼントが可笑しそうに肩を揺らす。その表情はまるで狡猾な蛇のようだった。

「そして、その騙した張本人にも気づけず、大事な娘を預けてしまう愚かな男なのですよ」

「……！」

『信じられるのはもうバーゼントだけなのだ』

　クリストフの声が蘇る。アンジェリカはバーゼントに吐き気がするほどの怒りを覚えた。

「父はあなたを信じて、私を……っ！」

　すぐにこの場から立ち去りたい。しかし走り続ける馬車から飛び降りることなどできやしなかった。

「わ、私をどこに連れていく気なの!?」

「すぐにわかりますよ」

　御者が馬に鞭を打つ音が聞こえた。

「あなたにできることは、馬鹿な父親を持ったことを後悔しながら生きていくことだけですね」

「……っ！」

　アンジェリカは涙を滲ませて、バーゼントを睨み付けた。だが、バーゼントはそれを軽く笑っていなすだけだった。

　しばらくして馬の速度が緩んでいき、蹄の音が鳴り止んだ。外から扉が開けられる。するとアンジェリカの鼻に潮の香りが届いた。

　目の前に広がったのは何艘もの大きな船が横付けられている港だった。

　突然、バーゼントがアンジェリカの耳元に顔を寄せ、囁く。

「これから奴隷商人にあなたを売るのです」

「……ひっ」

　その言葉に、声にならない小さな叫びを上げてしまう。アンジェリカの挙動にバーゼントが満足そうに顔を歪ませた。

　私はどうなるの？

　この港からどこへ連れて行かれるの？

　もしかしたらもう、お父様には会えないの？

　込み上げてくる涙で世界が歪んでいく。

　そんなの、いや！

　お父様に会いたい！

　扉から外に降り立った瞬間、アンジェリカは走り出していた。

　しかし踝まであるスカートを履いたアンジェリカの足にすぐに御者が追いつき、乱暴に腕を掴まれる。

「離してっ」

　頬に涙の筋を作りながらアンジェリカが抵抗する。

　きっとこれが最後なのだ。逃げ出すには最後のチャンスなのだ。海を渡ってしまえばもう戻ってくることはできない。アンジェリカは直感的にそう思った。

「とんだじゃじゃ馬ですね。お父上もこれくらいの気概があれば、こうはならなかったのかもしれませんがね」

　御者の手からバーゼントに押し付けられたアンジェリカの腰に、再び腕が回る。

「いや！　やめて！」

　すると、アンジェリカたちの元に長い髭を生やしたひとりの男が近づいてきた。

「随分と遅かったじゃないか」

　頬に深い皺を刻んだ年配の奴隷商人は、髭を撫でながら上から下までアンジェリカをねっとりと眺め回す。

「売りたいというのはこの女か？　かなりの上物だが、本当に処女なんだろうな？」

「ああ、もちろん」

　バーゼントが答えたとき、船が汽笛を鳴らした。出港が間近に迫っているようだ。奴隷商人は忌々しそうに港を振り返りながら、懐から小さな革袋を取り出した。

「これじゃあ、確かめる時間がない。確認できない分、少し差し引かせてもらうよ」

　革袋を受け取ったバーゼントが中身を一枚取り出した。金貨だった。

「ふんっ、結構。さて、交渉成立です」

　バーゼントの晴れ晴れとした声に、奴隷商人がアンジェリカの両手首をまとめ上げ、麻縄を巻き付けた。

「痛いっ」

　アンジェリカが顔を顰める。荒い繊維がアンジェリカの柔らかな皮膚を締め付けた。

「あなたはすでに奴隷なのですよ？　もう大切に育てられた豪商のお嬢様ではありません」

　バーゼントは言いながら、アンジェリカの顎を指で掬い上げた。目の前に近づいてきた顔に唇を噛み締めながら睨み返す。

「絶対に許さないわ。あなたがお父様と私にしたこと！」

「さて、その強気もいつまで続くやら。どんな方に買われるか楽しみですねぇ」

　バーゼントは高笑いしながら、背を向け馬車に乗り込んでいく。

「さあ、行くぞ」

　奴隷商人がアンジェリカの両手の先の麻縄を躊躇うことなく引っ張った。

　その行為に、自分の置かれた立場というものを痛切に味わう。

「……っ」

　アンジェリカは帆船に連れ込まれながら、これまで感じたことのなかった屈辱と憎しみという感情が自分の中に芽生えたことを知った。





＊






「そ、その家具職人のお手伝いをすればよいのですか？」

　アンジェリカの問いに、小柄な奴隷商人は手綱を持ったまま振り返り、黄色い歯を剥いて笑った。

「そうだな、手伝いだな」

　その笑みの意味がわからず、アンジェリカは首を傾げる。

　船が新たな港に着き、見知らぬ土地で馬車に揺られながら、アンジェリカは自分を買う予定の人物について話を聞かされていた。この馬車はバーゼントのものとは違い、幌は付いておらず、アンジェリカが座らされているのはただの荷台で揺れが酷い。

「父親に男の兄弟が二人。その三人で店を切り盛りしている。だが、家具職人と言っても最近はもう家具は作ってないって話だ」

　埃の舞う田舎道をガタガタと大きな音を鳴らしながら荷馬車は進んでいく。さきほどから何度も荷台に腰を打ち付けていた。

「だったら、なぜ奴隷が必要なんですか？」

　アンジェリカは問いながら左右や前後を見て、必死に道順を覚えておこうとしていた。いつか逃げ出す隙ができれば、この道を戻って父親に会いに行こう。そんな思いだけが今のアンジェリカを支えていた。

　けれども太陽は落ちるように西に傾いていき、アンジェリカが来た道も、これから向かう道もあっという間に暗闇に呑み込まれていく。

「家具じゃないものを作っているのだよ。だから、おまえさんみたいな女が必要なんだと」

「家具じゃ、ないもの……？」

　不安げに呟いてアンジェリカは首を傾げた。その様子に男は下卑た笑みを浮かべる。

「しっかり、働いてくれよ」





＊






　家具屋のザクマン家に着いたのは結局夜中だった。

　一日で百八十度変わってしまった状況、父親の安否の心配、バーゼントの裏切り、奴隷としての身の上、初めての船旅……アンジェリカの疲労は頂点に達していて、その日はあてがわれた屋根裏部屋で気を失うように眠ってしまった。

　翌朝目を覚ますと、部屋の入り口にパンとスープが置かれていた。

　アンジェリカはボソボソのパンとほとんど何も入っていないスープを口にし、涙を零す。

　お父様はちゃんと食事なさっているのかしら……。

　簡素なベッドがあるだけのこの部屋は、物置として使われていたらしくて埃っぽく、屋根に沿って斜めに天窓があった。昨日までの自分の部屋との違いにアンジェリカは胸が締め付けられる。お気に入りのカーテンに猫足の机、天蓋付きのベッド。その面影は微塵もない。

　私、これからここで何をすればいいの……？

　食事を終え、所在なげにベッドに腰かけていたアンジェリカの元にルーカスがやってきたのは、それからすぐだった。そして、地下の一室へと連れて行かれたのだ。





＊






「早く脱ぎなさい」

　再び、ルーカスの冷淡な声に告げられた。アンジェリカはブラウスの一番上のボタンに震える指先をかける。

「あなたは私たちに金で買われたのです」

　アンジェリカは昨晩、ルーカスが奴隷商人に金を払うところを見た。

「あなたにどのような事情があったかは知りませんが、私たちはあなたを自由にする権利があります」

　アンジェリカはルーカスの言葉に大きく息を吸って、僅かに頷いた。

　曲がりなりにも子供のころから商売というものを見て育ってきたのだ。

　この人たちはきちんと対価を払っている。

　私はその対価に見合う労働を果たさなくてはならない。

　アンジェリカは自身を納得させるように心の中で呟いた。

　ボタンをひとつ、ひとつと外していった。その度にアンジェリカの中で何かが失われていく気がした。袖から腕を抜くと、するりと絹のブラウスが床に落ちる。心臓が痛いほどに鼓動を刻み付けた。

「その薄いのも脱いでね」

　ルディが肩紐で吊られたスリップを指差す。

　アンジェリカはおずおずと肩に触れた。

　緊張と屈辱とに涙が滲んでくる。思わず洟を啜り上げた。

　もちろん、男性の前で裸になることなど初めてだった。しかも三人もの目の前で。

「ねえ、早く」

　ルディが今にも手を伸ばしてきそうで、アンジェリカは意を決して自身で肩紐をずり下ろした。すべりの良いスリップが、座った腰の辺りにするりと落ちる。

　途端にアンジェリカの形のいい乳房が露わになった。蝋燭の灯りに照らされた丸みの先端は、肌の白さとほとんど変わらない薄いピンク色に僅かに染められているだけだ。誰にも触れられたことのないその頂は、人の侵入を拒む雪山のようにツンと上を向いている。

「……っ」

　アンジェリカは恥ずかしさのあまり、真っ赤になりながら、自分の手のひらで両胸を抱え込んだ。その手のひらからは柔らかな膨らみが零れ出ている。

「胸を差し出して、ここに当ててください」

　しかしルーカスは抑揚のない声でそう言って、揺れるメトロノームのような装置を指差した。

「え……？　そんな……」

　ここに胸を差し出したら、アンジェリカの胸の頂は……。

「いや……っ」

　アンジェリカは椅子の上でうずくまり、戸惑いの声を出した。

「私は依頼されたからには最高の出来のものを作りたいのです」

　ルーカスが装置を手に取り、ねじを巻き直しながら言葉を続けた。

「これはとある貴族の女性に依頼され、作ったものです。左右に揺れる突起に乳首をあてがい、刺激するためのもの。しかし、家にはこうして男性しかおらず、試すことができなくて困っていたのです。私はこれが本当に悦んでもらえる代物なのか確かめたいのです。そして少しの不備でもあれば作り直したい」

　ルーカスは装置を再びテーブルに置くと、眼鏡の奥の茶色の瞳でアンジェリカを見据えた。

「これまでは試すことができずにそのまま納品していた。けれども私は要求された以上のものを作り出したい。そのための被験者として、あなたを買ったのです」

　ルーカスの表情は真剣そのもので、何の迷いもなかった。

　この人は……、自分の作るものに責任を持ちたい、ただそれだけなのね……。

　アンジェリカもその目を見つめ返した。

　屋敷から荷物が運び出されていく光景が思い出される。父親の去っていく後ろ姿とバーゼントの高笑いも……。

　でも、このザクマン家の人々には何の関係もないのだ。

　アンジェリカはそろりと胸から手を離した。

　これが、奴隷としての今の私の仕事なのですもの……。

　奥歯を噛み締めながら、込み上げてくる感情に蓋をする。

　コチコチと揺れる突起の前に柔らかな乳房が突き出された。

「高さは……ちょうど良いようですね」

　ルーカスが帳面にペンを走らせる。

　アンジェリカは息を詰めて身体を前に出した。途端に左右に揺れる突起がアンジェリカの乳首を擦った。

「んっ……！」

　電流が走ったかのような鋭い刺激に、すぐに身体をのけ反らせてしまう。

　何、この感覚……！

　初めての官能に自分の身体が何を感じたのかさえ、わからなかった。

「ええー、ダメだよ、ずっと当ててなきゃ」

　ルディが不満げな声を上げる。

「腕を後ろで組んで！　そしてもっと胸を突き出して！」

　命令通りにアンジェリカは後ろ手に腕を組んだ。乳房が張り出される。

　テオは相変わらず腕を組んだまま、その様子をただじっと見つめている。

　心臓の音がメトロノームの音よりも響いているのではないかとアンジェリカは錯覚する。

　もう一度、突起の前に胸を差し出した。胸の先端だけを丸い突起が左右に擦った。

「あ……っ、」

　また逃げ出そうとする身体をルディが背中から押さえた。

「もうっ、しょうがないなあ」

　布の切れ端でアンジェリカの両手首を縛る。そしてその先を椅子の背に括り付けた。

「えっ！　いやっ」

　布自体は柔らかなものだったが、奴隷商人に麻縄で縛られた跡と重なり、擦れて痛みを感じる。

　再び突起が乳首を左右に擦り始めた。

「や……、ダメ……、あ、んんっ」

　知らず知らず、はしたない喘ぎが漏れてしまう。

「これでいいかな？」

　ルディはアンジェリカから離れると、テーブルに載せた腕に顎を据えて、満足そうに揺れる胸元だけを凝視し始めた。

「どのような感触ですか？　感度は？　気持ちいいですか？」

　ルーカスが落ち着いたままの声で質問を浴びせてくる。

「あ……っ、あんっ、あ」

　しかし、アンジェリカは喘ぐだけで何ひとつ答えることができない。

　繰り返される刺激に、アンジェリカの胸の突端はピンク色の固い粒となっていた。そこを突起が規則正しく何度も何度も嬲っていく。その様子を三人の男たちに観察されている。

「あああっ、いや……んんっ」

　逃げ出すこともできずに刺激を与え続けられ、恐ろしいまでの強い快感が波のように襲ってくる。そして胸先から伝わる刺激がなぜか足の間へと伝わっていく。

　何、これ……！　じんじんする……っ。

　アンジェリカは股間に何かが染み出してくる感覚を味わう。

　私の身体、どうなっちゃうの……!?

「あんっ、うぅ」

　口の端から呑み込み切れなかった唾液が喘ぎとともに零れ落ちる。けれども縛られた腕を外すことができず、顎を伝っていく。

「なんだか乳首が可哀想だからさあ、これ、塗ってあげようよ」

　突然立ち上がったルディが部屋の隅の戸棚から小瓶を持ってきた。

　緑色の遮光瓶を傾け、中身を自分の指先に少し零すと、メトロノームをアンジェリカの胸元から離した。

　な、なに……？

　束の間の快感からの解放に息を切らせながら、虚ろな瞳を向ける。

　するとルディは躊躇なく指先をアンジェリカの胸元に近づける。そして固くなった粒に液体を塗り込んだ。

「あああっ」

　ぬるりとした感覚とともに強烈な悦楽が乳首から伝わってくる。温かい指先が粒を執拗に弄ぶように、いじった。

「香油だよ」

　ルディはそう教えながらも好奇心に満ちた瞳でアンジェリカの乳首に見入っていた。

「花の香りがするでしょ？」

　指で突端を乳房の中に押し込め、その中でくるくると円を描く。

「ああん、い……っ」

　馨かぐわしい香りがするものの、それに注意を向ける余裕は最早なかった。

「塗ったなら、装置を戻しなさい」

　ルーカスの静かな命令が下るとルディは渋々指先を離し、左右に揺れ続ける装置をまたアンジェリカの胸元に戻した。

「あん、ああああっ」

　すべりの良くなった突起はこれまで以上の快感をアンジェリカの乳首にもたらした。

「や……っ」

　あまりの快感に全身がガクガクと震えだす。

「もう……、や……ああ」

　恥ずかしさと官能で滲んだ涙が目尻に溜まったときだった。

「そろそろ、いいかな」

　組んでいた腕を解いて壁から身体を起き上がらせ、声を出したのはテオだった。

　やっと、終わりなの……？

　テオは装置をテーブルの奥に乱暴に押しやる。アンジェリカは肩で息を吐きながら視線を上げた。

「やれやれ、もっと丁重に扱ってくれよ」

　ルーカスがすかさず装置を手の内に収めた。

　テオは足元に置いていた自身の革のバッグから何かを取り出すとアンジェリカの元に近寄ってきた。

　テオの手の中には、指くらいの細いものから手首ほどに太いものまでの木でできた棒のようなものが数本あった。どれも先端は笠が張り出している。

　テオの声は終わりの合図ではなかった。

　第二幕の始まりのベルだったのだ。

　何なの、あれは……？

　よく見るとテオの手の中のそれらには精巧な細工が施されていた。太い幹に東洋の龍が浮き彫りにされている。その緻密さはまるで芸術品のようだった。

「俺はこの張り形の専門でね」

　そう言ったテオの瞳はこれまでとは違い、生気が漲り、爛々と輝いていた。

「！」

　アンジェリカの背筋に冷たい汗が流れ落ちる。

　テオはアンジェリカの背に手をやると、椅子から紐を外した。しかし腕は縛ったままで身体をテーブルに押し付けた。

「や……っ、何するの！」

　思わず抗議の声を上げてしまう。しかし力強い腕にうつ伏せに押さえ付けられ、起き上がることはできない。裸の胸がテーブルに押し潰されている。

「今度は俺の番だ」

　テオの手がアンジェリカのスカートを捲り上げた。

「いや……っ、やめてっ」

　真っ白なふくらはぎ、太もも、そして臀部までが露わにされる。これ以上ない羞恥にアンジェリカは身体を捩って抵抗する。

　何？　何をされるの!?

　これまでとは違い、楽しげなテオの様子にアンジェリカは恐ろしさしか感じない。

　自分を使って今度は何を確かめたいのだろうか。

　するとテオは躊躇なく下着をずり下ろした。

「……っ！」

　あまりの事態にアンジェリカは驚きで声が詰まった。振り返り、テオが何をしようとしているのか見ることは恐ろしくてできない。

　しかもそんな場所を男性に見られるなど……。

　テオの大きな手のひらが尻の肉を掴み、広げる。しっかりと合わさっていた割れ目に新鮮な空気が触れた。

「かなり濡れてるな」

　満足そうな声が後方から聞こえてきた。

「や……っ！」

「わあ、僕にも見せて！」

　ルディもアンジェリカの背後に駆け寄る。

「本人の感想はあまり聞けなかったが、これだけ濡れていればまあ合格点だろう。だが、もう少し角度には再考の余地があるな」

　ルーカスはぶつぶつと独り言のように言いながらまた帳面に何か書き込んだ。

　もう、いや……っ！

　恥部を三人の男たちに観察されるという凌辱に啜り泣きそうになったときだった。

「じゃあ、手始めにこの細い奴からいくか」

　テオの声とともにアンジェリカの足の間に何か違和感がした。

「え……」

　その細い棒はアンジェリカの蜜にたっぷりと濡れた割れ目をゆっくりと上下した。

「ん……やっ！」

　意思に反してビクリと身体が震える。

　そして何度か花弁の表面を往復した後、躊躇いなく中へと侵入してくる。アンジェリカはその棒をつぷりと呑み込んでしまった。

「や……あんっ」

　初めて異物を受け入れるアンジェリカだったが、装置による胸への刺激ですっかりと濡れてしまっていたので、痛みを感じることはなかった。それどころか、また違う快感が生まれ、腰の奥へと落ちていく。

「ああっ」

　蜜壺を棒で掻き回され、くちゅりくちゅりと淫猥な音が部屋に響いた。

　アンジェリカの口から漏れるのは抵抗の声から喘ぎへと変わっていく。

「僕もやりたい！」

　ルディがねだるような声を出している。

「だめだ。さて次はこれだ」

　ちゅぷりと棒が引き抜かれたかと思うと、今度はアンジェリカの肉壁を押し広げる太さのものが差し込まれてくる。

「あああ……っ」

　何、これ……！

　微かな痛みとともに感じるのは初めて内を満たされていく快感。

　テオはそれをゆっくりと出し入れし始める。

「ああ、あんっ、ああっ」

　内壁を擦られ、あられもない声が零れる。思わず尻を突き出してしまう。張り出した突起が内側の良いところを刺激し、快感のあまり眩暈がした。

「ああ、や……もう、だめ……っ」

　懇願の声を出すが、テオの手は止まらない。それどころか速さを増した。

　テオは器用に張り形を左右に揺らしたり緩急をつけて奥を突いてきたりした。卑猥な水音に耳を塞ぎたくなるがそれもできない。

「よく食い締めてるな。俺の手にまで愛液が滴ってきた」

　アンジェリカの濡れそぼった恥部をじっくりと観察しながら、テオが冷静な声で呟いている。

「だがもう少し、削りをいれるか」

「あああっ……んんっ」

　挿入する角度を緻密に変え、アンジェリカを喘がせる。

「だめ、もうだめっ、なんか、なんかくる……っ」

　初めての感覚と強烈な快感とに戸惑い、叫び、涙が溢れた。

　いや、何、これ、私どうなるの……っ！

　アンジェリカの滑らかな尻が血色を帯び、全身に汗が滲んだ。

「父さん、この子もうイきそうだよ」

　ルディがルーカスに心配げな声をかけている。

「ああ、イかせてやりなさい」

　ルーカスの返事にテオは一度張り形を引き抜き、そしてまたすぐさま奥深くまで突き刺した。

「ああああっ！」

　張り形を高速で出し入れされ、擦られる。三人の男たちに観察されているという状況ももう頭の隅に押しやられ、快感だけに身体も思考も支配される。

「や、や、や……、もう、だめええっ」

　ビクビクと背筋をしならせ、アンジェリカは初めて絶頂に達してしまった。






素顔のルーカス









　目が覚めると辺りは真っ暗だった。

　アンジェリカはいつの間にか、屋根裏部屋のベッドの上にいた。天窓から星たちがこちらを覗いている。

　どれくらい眠っていたのだろう。ふと自分の身体を見ると、ブラウスのボタンは一番上まできちんと留められていた。誰かが拭いてくれたのだろうか、あれだけ濡らし、汗をかいたのに肢体はすっきりと清潔だった。しかし胸の頂は弄られ続けたせいでチリリとした痛みを持ち、腰の奥も重かった。

　アンジェリカはベッドの上に起き上がると、膝を抱えて項垂れた。プラチナブロンドの髪が肩からさらりと落ちる。ブルーグレイの瞳は暗闇しか映していなかった。

　もう、お嫁にいくどころか、恋さえ、できないわ……。

　アンジェリカは我慢できずに嗚咽を漏らし始めた。

　やっぱり私は甘かったんだわ。

　奴隷として売られた時点で決意すべきだったのだ。

　……家具じゃないものって、ああいうもののことだったんだわ……。

　あんな行為が世の中にあったなんて。

　たくさん勉強してきたつもりだった。でも結局、アンジェリカはただの世間知らずのお嬢さんだったのだ。

　地下で自分に施された『実験』の記憶が蘇りそうになり、アンジェリカは顔を覆った。

　はしたなく身悶えてしまった浅ましい自分も嫌でたまらなかった。

　与えられた快楽に溺れそうになったのだ。

　しかもあんな醜態を晒したのに、他の三人の男たちはまったくと言っていいほど冷静だった。その事実がさらにアンジェリカの屈辱と羞恥を募らせる。

　アンジェリカは女としてではなく、人としてでもなく、ただの実験台だとしかみられていなかったのだ。

　そうよ、私はお金で買われた奴隷なのだもの……。

　これからの自身の行く末を思うと、涙が止まらない。

　また、あの三人にあんなことをされるの？

　私、どうなっちゃうの……？

　透き通った肌の上を涙の雫が滑り落ちていく。泣き濡れた顔で天窓を見上げた。

　お父様はどうなさっているのかしら。

　乳母や使用人たちは……？　お友達は？

　いつか、またみんなに会えるの？

　けれど、星たちは何の返事もしてくれない。

　ひとしきり泣いて、手の甲で涙を拭った。

　アンジェリカはよろよろとベッドから起き上がった。酷く喉が渇いていた。

　扉を出てそろりと階段を下りる。歩くたび、ブラウスの生地が胸の頂を擦り、またあの忌まわしい『実験』の記憶が蘇りそうになる。

　アンジェリカはグスリと鼻を鳴らすと、壁に手をつきながら、歩を進めた。

　二階にはテオとルディの部屋があるという。昨晩、屋根裏部屋に連れて行かれる間にルーカスから聞いた話を思い返しながら、さらに階段を下り、一階に下り立つ。目の前に食卓の置かれたダイニングがあった。クロスなど掛けられていない木のテーブルには周囲に椅子が四脚ある。壁にも何も飾られてはいない。そんな殺風景なダイニングの右手の扉の先には作業場があり、ルーカスがそこで寝泊りをしているはずだった。

　アンジェリカは隣の台所へ行って戸棚からコップを借りると、柄杓で水瓶から水を掬った。そしてコップに注ぎ、一気に飲み干す。

　たくさん喘いだせいか、喉が痛かった。

　台所の上部に、はめ殺しの小さな窓がついている。ガラスを割ったとしても通り抜けることは不可能だろう。裏口はなく、外に出るにはルーカスの寝ている作業場の扉を通るしかない。

　アンジェリカはコップを握り締めたまま、途方に暮れ、また涙が溢れてきた。

「何を、しているんだ」

　探るような声がした。

　ビクリと身体を揺らし、振り返った。手に燭台を持ったルーカスが不審げにこちらを見ている。

「す、すみません！　喉が渇いたので、水を……」

　声が震えた。

　アンジェリカは奴隷の身なのだ。主のものを勝手に飲み食いして良いわけがない。

　自身の立場というものをわきまえていなかったアンジェリカは、ルーカスの次の言動に怯える。

　ルーカスは何も答えず、傍までやって来ると、燭台を調理台の上に置き、アンジェリカの手からコップを奪い取った。

「……っ」

　そして柄杓で水を掬うと、そのコップに注ぎ、またアンジェリカの手に戻した。

　アンジェリカが驚いてルーカスの顔を仰ぎ見ると、眼鏡の奥の瞳が細められた。

「たくさん飲みなさい」

「！」

　ルーカスの言葉に、アンジェリカは震えながらも再び水を飲み干した。

「あ、ありがとうございました」

　小さな声で礼を言うと、ルーカスが息を吐いた。

「その……、よく、耐えてくれたね」

　ルーカスの声音はこれまで聞いたものとは違い、随分と穏やかで優しげだった。

「え……」

　当惑しながら顔を上げる。

「あなたのおかげで、より良い品を納品できそうだ」

　思いがけない言葉にアンジェリカは一瞬、耳を疑った。

　私、役に立ったの……？

「なんと伝えればよいのか……」

　強張った表情を変えないアンジェリカに、ルーカスは困ったように右手で頭を掻いた。

「私は女性にどう接したらよいのか、もうわからないのだよ」

　そう言って自嘲の笑みを滲ませる。目尻が下がったルーカスの顔立ちは、甘さに拍車が掛かった。茶色の瞳は柔らかな光をたたえている。

　地下での鋭い眼光を放っていた瞳とはまったく違うことにアンジェリカは驚いた。

　あの時は仕事だったから……？

　普段のルーカス様はこんな方なの……？

　ルーカスは仕事のことになると、感情などどこかへとやってしまうほどの職人気質なのかもしれない。

　戸惑い、瞳を揺らすアンジェリカをよそに、ルーカスも戸棚からコップを取り出し、柄杓で水を汲んで飲んだ。

「身体は大丈夫かい？」

「……え、ええ。いえ、はい……」

　慌てて丁寧な言葉で返事をし直す。

「私たちの仕事にはどうしてもあなたの協力が必要なんだ。でもあなたには無理をさせることになるだろう」

「…………」

　やっぱり……。

　これからもあの『実験』は繰り返されるんだわ……。

　途端に暗い雲がアンジェリカの心を覆った。

「……だから、大丈夫か見せてみなさい」

「え……？」

　考えに耽っていたので思わず聞き返していた。

「ブラウスを脱いでごらん。傷が付いていないか見ておこう」

　中指で眼鏡のブリッジを押し上げたルーカスの瞳は真剣そのもので、邪な考えなど何も無いようだった。本当にアンジェリカの身体を心配している様子だ。

　気遣ってくださってるんだわ。

　それに、私は奴隷なのだもの……。

　主の命令には従わなくては……。

「は、はい」

　アンジェリカは再び、ブラウスのボタンに手をかけた。それでもやはり男性の目の前に裸を晒すことに、アンジェリカの心臓は痛いくらいに脈打ち、指先は緊張で冷たくなった。おずおずと前を開け、スリップをたくし上げる。

　薄闇の中にふたつの柔らかな乳房が現れた。

「っ」

　アンジェリカは思わず息を詰めた。

　ルーカスが燭台を手に持ち、張りのある円錐形の膨らみに顔を寄せてくる。その様子をアンジェリカはスリップを手に持ち、固まったまま見守った。

「少し、赤くなっているな……」

　蝋燭の灯りが揺れ、ルーカスの視線が左右の突端を見つめているのが感じられた。

「……っ」

　それだけで、触れられてもいないのに、先は固くしこってしまう。

　自身の身体の変化に、アンジェリカは恥ずかしさのあまり顔を背けた。

「じゃあ、そこに腰かけて」

　ルーカスが後方の食卓を指差した。

「テオが弄ったところも見ておこう」

「は、はい……」

　アンジェリカはキュッと唇を噛み締めると、腰を浮かせて、食卓に乗り上げた。

「足を上げて」

　ひとつ、ひとつ命令される。アンジェリカはもう抵抗することなく、こくりと頷くとルーカスに言われるままに動いていく。

「ここに置いて」

　アンジェリカは足を大きく上げ、左右に広げると、テーブルの上に置いた。

「スカートを捲りあげて」

　言われたとおりにすると、Ｍ字に割り開かれたアンジェリカの白くて細い脚が露わになった。

　その時気づいたが、下着は穿いていなかった。

　ルーカスは腰を屈めると燭台で中央を照らす。スカートに揺らめく灯りが映っている。

　ただ、ケガがないかどうか見てくださっているだけなのに……。

　心臓が鼓動を速める。アンジェリカの薄紅色の可憐な花弁がヒクついた。じん、と熱を持つ。

　覚えたばかりの官能が腰の奥で生まれだし、狼狽えてしまう。

　ルーカスは決して触れることはなかった。しかしその視線は触れるよりも濃密にアンジェリカの秘部を暴いていく。

「まだ、濡れているようだね」

　その言葉に、アンジェリカは思わず吐息を呑み込んだ。

「…………っ」

　今、濡れたのだ。ルーカスに見つめられて。

　触られてもいないのに、どうして見られただけで、濡れてしまうの？

　私の身体、おかしくなってるの……？

　涙が滲んでくる。

　だが、地下の実験室で感じたような不安からではなかった。

「実験の時も思ったが、綺麗な色をしているね」

「……んっ」

　恥ずかしくて思わず、小さな声が漏れる。

　頬に熱が集まるのがわかった。

　これ以上、濡れないで……。

　アンジェリカの願いもむなしく、露が滴り、尻の方に流れていく感触がした。

「痛くはないかい？」

「……はい」

　零れ出る吐息のような声で返事をしてしまう。

　じっくりと観察したあと、ルーカスは顔を上げて、アンジェリカのスカートを下ろしてくれた。

　そして「少し待ってなさい」と言い残して作業場へと行き、すぐに戻ってくると、アンジェリカに何かを手渡した。

「もし痛みを感じたら、これを塗っておきなさい。よく効くんだ」

　手のひらに視線を落とすと、それは白い貝殻に入った塗り薬だった。

「……ありがとう、ございます」

　アンジェリカが小さく頭を下げると、ルーカスは頷いて「おやすみ」と囁き、また作業場に戻っていった。

　ひとりになると、アンジェリカは安堵の息を深く吐いた。そして貝殻をそっと握り締めてみた。





＊






　翌朝、日の出前からアンジェリカは台所で朝食の用意をしていた。

　屋敷での毎日の食事は料理長をはじめとする使用人たちが作っていた。しかし好奇心の旺盛なアンジェリカは気に入ったメニューがあると料理長に作り方を教わることがあった。

　それが、こんなところで役立つなんて……。

　けれども知らない家の台所を使うのは難しかった。慣れない手つきでかまどに火を点け、湯を沸かす。

　微かに痛みを持っていた胸の先に、ルーカスにもらった塗り薬を塗り込むと、朝にはすっかりとよくなっていた。

　ここで、私にできることをやろう。

　ルーカスの気遣いはアンジェリカの心を少しだけ、前向きにした。

　お父様もきっと頑張っているはずだもの。

　天井からぶら下がった籠に食材が入っていて、アンジェリカはそこから卵を取り出す。

　アンジェリカが母の遠戚の家に到着していないことがわかれば、クリストフがバーゼントの裏切りを知るのも時間の問題だろう。

　それにお父様は、私なんかよりずっとお辛いはず……。

　信じていた友人に裏切られ、何もかもを失った父親を思うと、胸が締め付けられる。

　私がくじけちゃだめだわ。

　生きてさえいれば……いつかきっと。

　ここでどんな扱いを受けようとも、生きていればまた故郷に戻り、父に会えるという希望は残っている。

　アンジェリカができた料理を食卓に並べていると、扉が開いて三人の男たちがダイニングに入ってきた。

「お、おはようございます」

　アンジェリカが勢いよく頭を下げた。

「これは……、あなたが作ってくれたのかい？」

　眼鏡のブリッジを押し上げながら、ルーカスが食卓に並んだ朝食を見つめている。

「はい！　勝手に、お台所を使わせていただきました」

「わあ！　オムレツだ！」

　ルディが驚いたように叫んで、目の前の皿に見入っている。

「お口に合うかは、わかりませんが」

　アンジェリカが声をかけると、ルディは我に返ったように瞳を上げ、ふいとそっぽを向いた。

　やっぱり余計なことをしてしまったのかしら……。

　胸に不安が押し寄せてくる。

「うちは男所帯で家事には苦労していたんだ」

　ルーカスの声に顔を向ける。

「次の新しい淫具ができるまで、あなたには家事をやってもらえたら助かる」

「は、はい」

　よかった……。

　ルーカスの言葉にアンジェリカは内心ホッと息を吐いた。

　それに、ルーカスの話を逆に解せば、次の淫具ができるまであの実験はないということだ。

「材料で足りないものはなかったかな？　必要なものがあればルディが買い物に行くから言いなさい」

「はい！　あ、私が買い物も行きましょうか？」

「はあ？」

　アンジェリカの申し出にルディが途端に呆れた声を出した。

「奴隷の君に、お金を持たせて外に出すはずがないだろ？　逃げてくれと言わんばかりじゃないか。ちょっとは考えろよ」

　碧い瞳がアンジェリカを蔑む。アンジェリカは焦ってルディに向き直る。

「私、そんなつもりは……っ」

「なに？　金で買われた分際のくせに言い訳すんの？」

　ルディの天使のような顔が歪められた。

「昨日だって、あんあん喘ぐだけでちっとも父さんの質問には答えないで。君を気持ちよくするためにやってあげたんじゃないんだからね？　この役立たず！」

「！」

　ルディの暴言ともいえる心無い言葉が、アンジェリカの胸に突き刺さる。

「も、申し訳ありません」

　昨晩の情景が鮮明に蘇り、再び羞恥が込み上げてくる。

『あなたのおかげで、より良い品を納品できそうだ』

　ルーカスの言葉に、少しでも自分が役に立てたと思っていたことが、恥ずかしかった。じわりと涙の浮かんだアンジェリカは唇を噛んで耳まで真っ赤に染まった顔を俯ける。

「ルディ、もうやめなさい。では、いただくとしようか」

　ルーカスがそう言った時には、テオは椅子に座って、すでに料理を食べ始めていた。

　黙々とフォークを口に運ぶ顔は無表情で、何を考えているのかはさっぱりわからない。美味しいのか不味いのかさえ伝わってこなかった。

　アンジェリカはダイニングの隅でギュッと両手を握り締めた。

「あなたの分はどうした？」

「え？」

　ルーカスの気遣う声にアンジェリカは驚いたように顔を上げた。

　食卓の上には三人分の食事を並べていた。

　奴隷の自分が一緒に食事をするなど考えてもいなかった。アンジェリカの屋敷でも使用人たちは別室で食事を摂っていた。それに昨日からの出来事のせいで、アンジェリカ自身、あまり食欲もなかった。

「いえ、私がご一緒するわけには……」

　その答えに、ルーカスはアンジェリカの瞳を見つめ返した。

「次からはあなたもここで一緒に食事を摂りなさい」

「え……？　いいんですか？」

　戸惑いに瞳を揺らすと、フォークでオムレツを弄っていたルディが苛立たしげに顔を上げた。

「なんで奴隷なんかと、一緒にご飯食べなきゃいけないんだよ！」

「！」

　強く睨み付けられ、アンジェリカの身体がビクリと委縮する。

　ガタッと椅子を引く音が聞こえた。

　テオが突然席を立つと、無言のまま作業場へ向かって歩いて行く。皿の上には何も残っていなかった。

「ルディ、いい加減にしなさい」

　ルーカスが声を低くすると、ルディは顔を顰めてオムレツをフォークでぐちゃぐちゃに掻き回した。そして音を立ててフォークを投げ出すと、走ってダイニングを出て行った。

　ルディ様……。

　他人からこんなにも蔑みの眼差しと敵意を向けられたことは初めてだった。アンジェリカは自分の奴隷としての立場を痛いほど感じた。

「わかったね？」

　ルーカスが念を押すように言って、アンジェリカを優しく見つめる。

「はい……、ありがとうございます」

　アンジェリカは返事をしながらもルディが去ったほうを見て、小さく肩を落とした。






秘密の部屋、そしてお仕置き









　アンジェリカは台所とダイニングの掃除をしてしまうと、箒とバケツ、雑巾を持って二階へと上がった。作業場はルーカスとテオが仕事をしているので、終わってから木屑を掃いてほしいとルーカスに頼まれていた。

　二階の廊下の両脇には左右一つずつ部屋があり、突き当りには窓があった。アンジェリカは歩いて窓に近づき、外を覗き込んだ。

　家を囲む木々の先は野原で、近所に他の家は見当たらなかった。晴れた空の下、山の稜線がくっきりと浮かび上がっている。

　港は遠いのかしら……。

　馬車で長い時間揺られ続けた。覚えておこうと思った道順も、薄暗かったせいもあり、結局もう定かではない。

　アンジェリカは溜息を吐くと、雑巾で窓を拭き上げた。

　そして窓に向かって左手の部屋の扉に手をかけた。

　こちらの部屋から掃除をしよう……。

　テオの部屋か、ルディの部屋かはわからないが、アンジェリカはすべての部屋を掃除するつもりだった。

　念のためノックをする。返事はない。ノブを回し、手前に引く。

「……？」

　扉を開けたアンジェリカの目の前に広がった光景は、予想外のものだった。

　女性の、部屋……？

　壁紙もカーテンも温かみのあるオレンジ色に統一されていた。中央にあるベッドはレースに縁どられた天蓋付きで、ベッドヘッドにはふかふかのクッションが並べられている。

　アンジェリカは部屋の中に入って、周囲を眺めた。

　右手の窓の前には一人掛けの布張りのソファが置いてあった。傍のテーブルには読みかけの本がページを開いたままで置かれている。本棚には他にもたくさんの本が並べられていた。

　室内には香水の香りが微かに漂い、使い込まれたオーク材の鏡台の上には櫛や髪飾りが並べられている。

　テオの部屋でもルディの部屋でもなさそうだった。

　でもこの家には男性しかいないって、ルーカス様は仰っていたわ……。

　それに何よりアンジェリカが驚いたのは、この部屋が今すぐにでも、主が戻ってきそうな雰囲気を醸していたことだった。

「そこで何してんの？」

　酷く冷やかな声がした。

　アンジェリカは我に返って振り返る。

　部屋の入り口に、ルディが立っていた。これ以上ないほどの憎しみを込めた眼差しでアンジェリカを見つめている。

「掃除をしようと……」

　言いかけたアンジェリカにルディは無言でつかつかと歩み寄ってくると、突然腕を掴んだ。

「痛いっ」

　爪を立てて握られ、そのまま部屋の外に引きずり出された。そして乱暴に手を離され、アンジェリカは窓に背をぶつけた。バケツの中の水が跳ねかえる。

「っ」

「何、また下手な言い訳してるの？」

　瞳を眇めたルディが追い詰めるように迫ってくる。背丈はアンジェリカとほとんど同じだったが、あまりの迫力に後ずさってしまう。しかし、背中に窓が当たるだけで、ルディから距離をとることはできなかった。

「言い訳って……？」

「奴隷の考えることなんてひとつしかないじゃない。この部屋で、何か金目のものを盗んでたんでしょ？」

　アンジェリカは蒼白になって目を瞠った。

「そんなことっ、違います、本当に、ただ掃除をしようと……！」

「ははははっ、誰が奴隷の君の言うことなんか信じると思う？」

　ルディは目の前で渇いた笑い声を上げる。

「ほんとです！　何も盗んでなんかいません！」

「だったら、証拠を見せてよ」

　人差し指をアンジェリカの鼻の前に突き出し、ルディは天使のような顔で悪魔の言葉を吐いた。

「服脱いで裸になって、何も盗ってないっていう証拠を僕に見せてよ」

「！」

　アンジェリカはルディの要求に息を呑んだ。

「そんな……」

「できないの？　やっぱりその服の下に盗んだものを隠し持ってるんだね」

　ルディは瞳に残忍な光を湛え、愉快そうに笑った。

「子供を売り飛ばしてしまうような親の元で育ったんだものね。盗みくらい朝飯前だよねぇ」

　アンジェリカは悔しさに涙が滲みかけた。

　お父様はそんな方じゃない！

　そう反論したかったが、ぐっと口を噤んだ。言ってしまえば火に油を注ぐのは目に見えていた。

　アンジェリカにとって父親を侮辱されることは耐えられなかった。

　それに……、ルディ様は私を貶めて、ただ楽しみたいだけなのだわ。

　アンジェリカはギュッと箒を握り締めると、顔を上げた。

「それで、ルディ様のお気が済むのでしたら……、裸になります」

「ふーん。じゃあ、どうぞ？」

　ルディは鼻白んだ声を上げ、腕を組むと、一歩下がった。

　アンジェリカは箒とバケツを床に置いた。そしてブラウスのボタンを外し始める。

　屈辱に指先が震えた。けれども負けたくはなかった。

　ブラウスを脱ぎ、スカートに手をかける。ウエストのホックを取り、床に落とす。

　アンジェリカは潔くスリップも脱いだ。窓から入ってくる陽の光が背中に当たっている。アンジェリカの細く白い裸身が明るい廊下に浮かび上がった。薄いピンク色の胸の頂が不安に小さく揺れた。

「全部だからね」

　ルディが顎をしゃくってすぐさまアンジェリカに命令する。

「……っ」

　ショーツに手をかけた。アンジェリカの指先がさすがに躊躇いを見せる。しかし、ぐっと唇を噛むと、一気に引き下ろした。

　薄い茂みがルディの眼前に晒された。足を抜いてショーツを床に置く。

「こ、これで何も盗っていないことを信じてもらえましたか？」

　一糸纏わぬ姿になったアンジェリカは身体の脇に腕を垂らし、必死に羞恥に耐えながら僅かに震える声を出す。ルディは上から下までアンジェリカの身体をゆっくりと眺めた。

「まだ信じられない」

　けれどルディはわざとらしく溜息を吐いてそう答えた。

「ど、どうしてです！　こうして全部脱いだではないですか！」

　視線を上げ、思わず抗議の声を上げる。

「だって、女は他にも隠す場所があるじゃないか。そこも見せて」

　ルディは指の先で自身の金色の髪を弄りながら、当然のように告げた。

「隠す、場所……？」

　アンジェリカが当惑すると、ルディがイライラとした表情になる。

「君が昨日、兄さんの張り形を咥え込んだ場所だよ。小さな宝石くらいなら隠すことができるでしょう？」

「！」

　アンジェリカは大きく目を見開いた。

「言い当てられて、驚いてるの？」

「ち、ちが……っ」

「だったら、ちゃんと見せてよ。ほら、後ろ向いて、窓枠に手をついて」

　ルディがアンジェリカの華奢な肩を掴んで無理やり後ろを向かせる。

「きゃっ！」

　押されて窓に手をついたアンジェリカの背中をルディの手のひらが押さえ付けた。

「脚広げなよ」

「……！」

　アンジェリカは言われたとおり脚を広げ、なるべく尻を上に向ける。この体勢だと突き出た臀部の丸みにアンジェリカの腰の細さが強調された。

「これで……、見えますか……？」

　ルディはアンジェリカから手を離し後ろに下がって腰を屈めると、アンジェリカの秘部を覗き込んだ。

「……っ」

　アンジェリカは小刻みに震える両手で縋るように窓枠にしがみついた。一瞬でも手を離すと、膝から崩れ落ちると思った。嗚咽が込み上げそうになる。

　泣いちゃ、ダメ……！

　アンジェリカは自分に言い聞かせながら、ルディの視線に耐えた。

「うーん、よく見えないな。ねえ、奥まで見えるように自分の手で広げてみせてよ」

　背後からのんびりとした声が聞こえた。

「お尻を左右に広げて、何も咥え込んでないってちゃんと証明してよ」

　そう言った後、ルディは堪え切れずにククッと笑い、肩を揺らす。

「……っ、わ、わかりました」

　アンジェリカが苦渋に満ちた声で返事をし、窓枠から手を離そうとしたときだった。

「何してるんだっ！」

　鋭い声が廊下に響き渡った。アンジェリカは振り返る。

　ルーカス様！

　その姿を見たアンジェリカは腰が抜けたように、そのままずるずると床に座り込んでしまった。

　ふたりの元に走り寄ってきたルーカスは作業の途中だったのかエプロンをつけ、二の腕には黒い布カバーを嵌めていた。床に落ちている服をすぐに拾い上げるとアンジェリカの隣に膝をつき、裸の身体を覆ってくれる。

「この子に一体、何をしたんだ！」

「盗みを働いてないか裸にして調べてたんだよ」

　ルディは平然と答える。

「私、何も盗んでなんかいません！」

　アンジェリカが床の上から声を振り絞った。

「おい、どうした、騒がしいな」

　階段を上がってきたテオも顔を出す。

「ルディがこの子を裸にして……」

「だって……！」

　ルーカスが困惑した表情でテオに説明しようとすると、ルディが呻くような声を発した。

「だって、この女、この部屋に入ったんだよ!?」

　部屋の扉を指差しながら悲痛な声で叫んだルディは、なぜか今にも泣きそうに顔を歪めていた。

　ルディ様……？

　その打ちひしがれた表情にアンジェリカは息を呑んだ。ルディのこんな顔を初めて見たのだ。

「わかったから、もういいだろ」

　テオはルディの肩を強引に引いた。

「やめてよ」

　ルディがよろけながら、テオの身体を押しやる。

「……今度入ったら、許さないから」

　そして唇を戦慄かせて呟いた。

　テオは再びルディの肩を掴むと、引っ張るようにして廊下を戻り始める。しかしふいに立ち止まり、僅かに振り返った。

「おまえも、余計なことはするな」

　アンジェリカの目を見据えて、テオが低い声を出した。冷たい視線にアンジェリカの身体が再び強張る。

　テオとルディが階段を下りていくと、ルーカスが深い溜息を吐いた。

「すまない、私がこの部屋には入らないよう最初に言っておくべきだったのだ」

　ルーカスはアンジェリカの身体を支えるようにして立ち上がらせる。

「その……、ルディ様は大丈夫でしょうか」

　ルーカスの顔を振り仰いでアンジェリカが訊ねた。

　アンジェリカはこれまで、あんなにも哀しい顔を見たことがなかった。アンジェリカの心にルディの碧い瞳が棘のように引っかかっている。

「あなたは……、こんなことをされたのに、まだルディの心配をするのか」

　ルーカスは驚いてアンジェリカの顔を見つめると、沈痛な面持ちになり、ルディたちが去って行った廊下の先に視線を移した。

「あの子が……、ルディがああなってしまったのは、私のせいなのだ」

　その言葉はアンジェリカに伝えるというよりは、ルーカスの独り言のように聞こえた。

「ルーカス様の、せい……？」

「だから、あの子を恨まないでやってほしい。さあ、ここの掃除はもういいから、あなたは夕飯の支度まで自分の部屋で休んでおきなさい」

　ルーカスはもうそれ以上は何も伝える気はないように感じられた。

「……ありがとうございました」

　アンジェリカが小さく頭を下げると、ルーカスもまた廊下の先へと歩いていく。

　一体、この部屋はどなたの部屋なの？

　そして、ルディ様、ルーカス様、テオ様……、この家族は一体、何を抱えてらっしゃるの？

　アンジェリカは閉ざされた部屋の扉を見つめて、胸の前でブラウスを握り締めた。






実験ふたたび









「新しいものができたので、地下に来てほしい」

　ルーカスに告げられたアンジェリカが実験室に降り立ったのは、それから数日が経った午後だった。

　窓のない部屋は蝋燭の灯りだけに頼るしかなく、時間も季節の感覚さえもなくなる。緊張した足取りで中央の椅子に座ると、ルーカスとテオとルディがアンジェリカを取り囲むように並んだ。

「今日はこれを試してもらいたい」

　ルーカスの手にあったのは、先端が少し丸く削られているだけのただの細い木の棒だった。スプーンくらいの長さだろうか。テオが作っている張り形とも違う。

「じゃあ、ここに置くね」

　ルーカスにかけたルディの声に顔を上げると、目の前のテーブル上に楕円形の鏡が置かれた。銀色の蔦の飾りに囲まれたその鏡はアンジェリカの上半身をくっきりと映しだす。

　テオはまた向かいの壁に寄りかかって、真っ直ぐにこちらを見ていた。

「服を脱いで」

　そう命令するルーカスの瞳は鋭く、すでに職人の顔つきに変わっていた。

　アンジェリカが素直に上半身の服を脱ぎ捨てると、ルーカスは棒をアンジェリカに手渡す。

　私が持つの……？

　不思議に思いながらも、手の内で眺めると、それはアンジェリカの指の太さと同じくらいだった。

「これは単純に自分で自分の身体を慰めるために使う道具なんだ。その棒で自分の乳首を弄ってごらん」

「え？」

　鏡の中には上を向いた小さな乳頭がふたつ並んで映っている。

「自分で……？」

　そんな、恥ずかしい……！

　途端に羞恥に頬を染めたアンジェリカだったが、隣にルディの冷たい表情が映り込み、息を呑む。

「……っ！」

　アンジェリカは何度か深呼吸すると、意を決して、その棒の丸い先端を自分で乳首にあてがった。

「ん！」

「当てるだけじゃダメだ。動かして？」

「……こう、ですか？」

　アンジェリカが上下に揺らすと、すぐさま鋭い刺激が生み出される。

「あ……っ」

　私、自分で自分の乳首を……！

　鏡の中には、アンジェリカが自身の手でピンクの粒を小刻みに上下する様子が映っていた。

　自分の動きを一部始終見せつけられることは、堪らなく官能を煽られる。

「もっと早くしてみて？　どう？　先端の丸みは痛くないかな、大丈夫かな」

　ルーカスが窺うようにアンジェリカの顔を見下ろした。

「ん……っ、大丈夫、気持ち、いいです……」

　アンジェリカは今度こそきちんとルーカスの役に立とうと決心していた。

「早く動かすと、もっと、気持ち……いい……です」

　きちんと言葉にすると、鏡に映ったルディが感心したように僅かに目を開いた。

「僕もやる！」

　しかしそう言って、ルーカスの手にあった他の棒を奪うように取ると、アンジェリカの隣に腰を落とした。そして何の躊躇いもなく、乳頭に押し当て、乳房の中に押し込んだ。

「ああっ」

　そして棒をひねる。

　乳首が潰れ、乳房の中に埋まる。

「……強いの、気持ち、……いいです」

　アンジェリカが鏡の中のルディの瞳を見つめて伝える。

「ふーん。ちゃんと言うなんて偉いじゃん」

　そう言って、ぷいと顔を背けた。

「言葉にしてくれると、私も助かる」

　ルーカスもペンを走らせながら頷いた。

「じゃあさ、こうしよっか」

　ルディは立ち上がって戸棚から紐を持ってくる。そして、アンジェリカの胸の周りに巻きだした。

「えっ」

　上下に胸を挟み込まれると、乳房が歪な形で突き出される。

　その倒錯的な自身の姿を見ただけで、アンジェリカは急激に体温が上がるのを感じた。

「痛くはないかい？」

　ルーカスが心配げな声をかけてくれる。

「はい……」

「じゃあ、また棒で擦って」

　アンジェリカは突き出た乳房の先の突端を棒で嬲った。

　あああ、何、これ、すごい！

　先ほどまでより、より鋭敏な快感が先端から生み出される。

「こっちが、……んっ、こうして胸を突き出されているほうが、さらに……気持ちいいですっ」

「わかった。だったら、こうして使う方法も進言しよう」

　ルーカスが満足げに頷いた。

　ルディも再び棒を手に持って、何度も先端を突いてくる。

「あんっ」

「すごい弾力！」

　目を瞠り、面白がっているのが伝わってくる。

「それ貸して？」

　アンジェリカから棒を受け取ると、二本の棒でずんずん両乳首を突き刺してきた。

「あああ！」

　ただでさえ突き出ていた乳首がより大きく、固くなり、卑猥に突出する。

「どう？」

「両方、されるの、気持ちいい……っ」

　喘いで途切れ途切れにやっと答える。喉の稜線を晒し、自ら胸を突き出す。

「ああ……んんんっ」

　流れる唾液がだらしなく顎を伝う様も鏡に映り込む。乳首は赤く熟れ、乳輪もぷっくりと膨らんでいた。

　ルディは先端をコロコロと転がしたり、円を描くように嬲ったり、執拗に何度も擦ったりしてくる。

「君って、相当淫乱なんじゃない？」

　刺激に身体が勝手に揺れると、ルディが意地悪そうに微笑んだ。

「そろそろいいんじゃないか」

　ルーカスがテオに顔を向けた。

「ああ」

　頷いたテオがカバンの中から張り形を取り出す。

「じゃあ、ここに背を預けて？」

　ルーカスの声にアンジェリカが椅子に背中を凭れかけると、途端に背が後方に倒れた。

「きゃっ」

　思わず上がった脚をテオがそのままテーブルの上に載せる。

　椅子にこんな仕掛けがあったなんて！

　スカートが捲れ、下半身が露わになった。

　テオは燭台を持ってテーブルの下に潜り込むと、アンジェリカの恥部の前に座り込んだ。

　そして、とうに濡れてしまっているショーツを容赦なく剥ぎ取る。

「や……っ」

　アンジェリカのぐっしょりと濡れた股の間から淫蕩な匂いが漂った。

「あっ」

　テオが太い指先で割れ目の露を拭って、こちらに見せつける。

「この前よりも濡れてるな」

　そう言って指を広げるとその間に糸が引いた。

「……っ」

　あれが私の中から出たの……？　あんなに……？

「自分で弄るのが官能を刺激するのかな」

　ルーカスが冷静な声で呟く。

　アンジェリカは羞恥で思わず、股を閉めてしまう。

　しかし、テオの手が再び太腿を割り開いた。

「始めるぞ」

　テオが張り形の先端で蜜にまみれた割れ目をなぞり上げた。

「あん……っ」

　何度も何度も蜜口を上下する、焦らすような動きにアンジェリカの腰が震える。

　胸はまだルディに弄られ続けていた。

　官能の波は留まることを知らず、押しては引いてを繰り返す。アンジェリカの中は高みに導く熱を欲して、うずうずしてきた。

　けれどもテオはまだ張り形でもどかしくも濡れた花弁を弄んでいる。

「……い、入れてください」

　肩で息をしながら、淫らな願いを口にしてしまった。

「テオ様、もう、お願いします……っ」

　アンジェリカの懇願に、テオは「ああ」と一言言って頷いた。そして指で入り口を確かめるように弄り、一気に中へと押し込んでくる。

「んんっ」

　笠の部分が呑み込まれると、あとはすんなりと内に収まってしまった。

「あああっ」

　ヒクついた内壁が待ち望んだ圧迫感で満たされた。途端にアンジェリカの潤んだ肉壁が張り形を締め付ける。

「すごい、押し戻されるな」

　テオは様々な角度で出し入れを繰り返し、自身の張り形の出来を探ろうとする。

「ああっ！」

　その時、テオの指がアンジェリカの秘芽に当たった。

　高い声が出る。

「そ、そこ、なんか気持ちいいです……！」

「ここか？」

　テオは張り形をアンジェリカの中に埋めてしまうと、自身の指先でアンジェリカの固く膨らんだ陰核を包皮の上からなぞりあげた。

「や……！　あああ」

　そこから一気に快感が溢れ出す。

　アンジェリカは張り形を咥え込んだまま、陰核への刺激に身悶えた。全身に汗が滲む。

　テオは指で上下に素早く擦ったり、円を描いたりして弄ってくる。その度に自身の中から漏れ出る淫らな水音が、耳朶を淫猥に舐めていくようだった。

　左の乳首をルディが棒で嬲っていた。

「ちょっと確かめさせてもらうよ？」

　すると、ルーカスが指を伸ばしてきて、アンジェリカの右の乳首を摘んだ。

　固さと大きさを確かめるように何度も角度を変えて摘み、ひねり上げる。

「ああああああっ」

　その瞬間、脳の奥が焼き切れるかと思うほどの快感が押し寄せてきた。固く瞑った目尻から涙が滲み出す。

「あん、だめっ、イく、イく……っ！」

　三人の男たちに四か所を同時に攻められ、アンジェリカはビクンと背筋をのけ反らせると、また、意識を手放していた。
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　アンジェリカが意識を取り戻すと、そこはまだ地下の実験室だった。

　部屋にテオとルディの姿はなく、後片付けをしているルーカスの後ろ姿が見えた。

「ル、ルーカス様、すみません、私も手伝います」

　アンジェリカは慌てて起き上がると、床に落ちていたブラウスを羽織りながら声をかけた。

「ああ、目覚めたんだね。もう片付けは終わったよ。では、水浴びにでも行こうか」

　水浴び……？

　戸惑いながらルーカスに続いて階段を上がり、作業場へとやってきた。作業場は広い板張りで、向かいには外へ出る引き戸がある。ルーカスは作業場を通り抜け、その引き戸を開いた。

「でも……、外に出ていいんですか？」

　窺うようにその顔を仰ぎ見たアンジェリカに、ルーカスは眼鏡の奥の瞳を優しく細めた。

「頑張ったご褒美だよ。ずっと家にいても息が詰まるだろう？」

　家の裏手に案内されると、そこには作物が植えられた畑があり、傍に小川が流れていた。周りは見渡す限りの野原で、遠くの山に太陽が沈みかけている。

「ここで水浴びするといい。子供のころはよく、テオとルディがこの浅瀬で遊んだものだ」

　ルーカスが小川を見て懐かしそうに微笑んだ。

「テオ様とルディ様が……」

　今のテオとルディからは、ふたりが水遊びをしてはしゃいでいる姿など想像できない。

　昔は仲の良い兄弟だったのかしら……。

「じゃあ、私はそこの畑で野菜を採ってくるから。ゆっくり身体を流しなさい」

　ルーカスは畑のほうに歩いて行く。

「ありがとうございます……」

　アンジェリカは離れていくその清廉ともいえるルーカスの背中を見ていると、どうしても疑問が湧いてきた。

「ルーカス様！」

　思わず呼び止めていた。

「どうした？」

　ルーカスが振り返って首を傾げた。

「どうして……、」

　躊躇いながらも、アンジェリカは思い切って口を開く。

「どうして、ルーカス様みたいな方が、あのような……淫具を作ってらっしゃるのですか？」

　その問いにルーカスは一瞬驚き、そして、哀しげな笑顔を作った。

「自分自身への、罰、かな」

　それだけを言うとルーカスはまた背を向け、畑へと歩き出す。

　……罰……？

　思いがけない返答にアンジェリカは言葉を詰まらせ、ただその背中を見送った。

　そして小川の岸まで歩くと、足先を伸ばして流れに差し入れる。少し冷たかったが、汗ばんだあとの身体にはちょうどいい。

　服を脱いで、小川の中に入った。

　清らかな水に浸かっていると、弄られ、快感に喘いだ自身の身体が少しは清浄になっていく気がして慰められる。久しぶりに見上げた空はとても広く感じられた。

『自分自身への、罰、かな』

　ルーカスの言葉の意味がわからないまま、アンジェリカは水の中から、暮れていく空を眺めていた。






ルディと大切な絵本









　数日後。

　夕刻近くになって、ルーカスとテオは商品を納品しに行くと告げて、街へと出かけて行った。きっと、アンジェリカで試した淫具が完成したのだろう。

　アンジェリカは箒を携えて作業場の扉を開いた。出かけている間に掃除をしておくようルーカスに言いつけられていたのだ。

　作業場の中央には使い込まれた広い台があり、作りかけの匙や削りかけの木の椀などが載っていた。左側の壁には様々な道具が並んだ戸棚が置いてある。木くずの匂いが充満していた。

　ルディ様……？

　右手の窓の下に目を向けると、ルディが壁に背を凭れかけて足を投げ出し、ポツンとひとりで床に座っているのが見えた。手に本を持っているようだが、その瞳は書面には向かっておらず、ぼんやりと宙を見つめている。

　どうなさったのかしら……。

　気にはなったものの、掃除をしなくてはならないので中へと入る。ルディはアンジェリカには気にも留めない様子で小さく溜息を吐くと、本を胸に抱え直した。その時、本の装丁が見え、アンジェリカは思わず声を出していた。

「その絵本、私も好きです」

「え？」

　途端にルディが怪訝な声を上げ、アンジェリカの心臓が引き攣りそうになった。

「す、すみません、表紙が見えたもので……」

「ウソを吐くなよ」

　ルディが碧い眼で下から睨み上げる。

「いえ、ウソではありません。子供のころ、父が買ってきてくれたんです。お気に入りで何度も読み返しました」

　アンジェリカの返答に、ルディが驚いたように身動ぎをした。

「君、字が読めるの……？」

「は、はい。その絵本は小さな男の子がどんぐりの木を探すお話でしたよね？　そして持って帰ってきたどんぐりを粉にして……」

　アンジェリカの言葉を遮るように、突然ルディが立ち上がった。そしてアンジェリカの腕を掴むと、そのまま引っ張って歩いていく。

「ルディ様!?」

　困惑するアンジェリカを連れて、階段を上り、廊下を歩いていく。そしてルディが扉を開いたのは、今度入ったら許さないと告げられた、あの部屋だった。

「い、いいんですか？」

　ルディはアンジェリカの問いには答えず、部屋の中に入ると掴んでいた手をやっと離す。そして本棚から数冊の本を抜き出してきた。

「こ、これは？　これも読んだことある？」

　ルディは興奮した面持ちでアンジェリカに本の表紙を見せた。

「ええ、ございます。子供のころに」

「じゃあ、これは？」

「はい。あ、こっちのものは読んだことはないのですが、これでしたら……」

　絵本の他に、ルディの年頃の子が読むには難しそうな小説もあった。アンジェリカがルディの手の中の本を探って答えると、碧い瞳が見開く。

「すごい……！　この家じゃ、本を読むのは、……今では僕だけなんだ。父さんも兄さんも読まないから」

　そう言ったルディの表情がふいに翳る。

「ルディ様……？」

「ねぇ、この絵本、僕に読んで聞かせてよ」

　腕に抱えた本をテーブルに置くと、作業場で手にしていた絵本をアンジェリカに差し出した。

「いいでしょ？」

　アンジェリカを見つめる瞳と甘えた声は子供のように無邪気だった。

　アンジェリカが思わず頷くと、ソファに座るよう促される。そして腰かけたアンジェリカの膝の上にルディが載ってきた。

「ルディ様!?」

「こうして、読んでほしいんだ」

　戸惑うアンジェリカの膝の上で小さく蹲る。

「わ、わかりました……」

　アンジェリカはルディを抱き締めるようにして絵本を掲げた。

　パラリと表紙をめくる。

　ルディの金色の髪が頬に触れた。

　アンジェリカはゆっくりと声に出して絵本を読み始めた。腕の中のルディは温かく、柔らかな陽射しの匂いがした。

　読み進めていくとルディは次第に身動きひとつしなくなり、どんどん物語に引き込まれていっているのがわかった。

　読み聞かせながら、アンジェリカの胸にも郷愁が訪れる。

　そう、これはお父様が買ってきてくださった絵本だったわ……。

　絵本は、小さな男の子がどんぐりの木を探して、森を探検する、という話だった。いろんな動物たちと出会い、別れ、困難を乗り越え、男の子はとうとうどんぐりの木を見つけ出す。その実を母親の元に持ち帰ってパンケーキを焼いてもらった、という小さな冒険譚なのだが、読むたびに新鮮な驚きを感じる、大好きな絵本だった。

「……どんぐりの木は、見つからなかった」

「え……？」

　最後まで読み終えると、ルディが突然、独り言のように呟いた。

「ううん。見つかる前に、母さんは死んじゃったんだ……」

　アンジェリカにはルディが本当に小さな子供になってしまったかのように感じられた。

「この部屋はお母様のお部屋なのですね」

「うん。母さんは流行り病で死んだんだ。その頃、この家はすごく貧乏で医者に診てもらうお金どころか、薬を買うお金もなかったんだ」

　ルディが辛そうに眉根を寄せた。

「父さんは名工って呼ばれるくらいの立派な家具職人だったんだけど、貴族に倹約令が出て、父さんが手掛ける値の張る家具を買う人はほとんどいなくなってた。でも、家具以外を作ることは、どうしても父さんのプライドが許さなかったんだ。だからどんどんお金がなくなっちゃって……」

　ルディの声が萎んでいく。

「母さんが亡くなって、父さんは我に返ったかのように自分を責めた。自分のプライドのせいで母さんを死なせてしまったって。そして何かをふっ切るみたいに母さんの荷物を全部屋根裏部屋にしまい込んで、一切家具を作らなくなったんだ。しかも依頼されれば、家具以外なら何でも作るようになった。それこそ、何でも……」

　そこまで言って、顔を上げると背後のアンジェリカを見た。

「だから、淫具も作ってるんだ」

「！」

　アンジェリカが赤面すると、くすりと笑みを零す。卑猥な言葉を発しても、ルディの笑顔は何にも穢されることのない無垢な天使のようだった。

「でも僕はどうしても母さんのことが忘れられなくて。いや、忘れたくなんてなかった！　だから僕がこの部屋を元に戻したんだ。でも父さんはこの部屋を見ても何も言ってくれなかった……」

　母親が亡くなったころ、ルディはまだ母親が恋しい年頃だったのかもしれない。大人の都合で母親の思い出を奪われたルディが不安定になった様子が目に浮かぶようだった。母親を感じさせるこの部屋だけが、ルディの精神的なよすがとなっているのかもしれない、とアンジェリカは思った。

　そんな大切な部屋に私は無断で入ってしまったのね……。

　ルディの怒りにアンジェリカはやっと納得がいく。

「兄さんだって元々無口で何考えてんだかわからない人だったけどさ、母さんが死んでから余計に喋らなくなっちゃった。のめり込みやすい性格だからか、淫具の開発に夢中になっちゃって……。僕とはちっとも遊んでくれないし」

　ルディは不満そうに唇を尖らせる。

　お母様が亡くなられたことで、この家族は少しずつ、歯車を狂わせてしまったのね……。

　アンジェリカはこの家のことが少しだけ、わかった気がした。

『自分自身への、罰、かな』

　妻を死なせてしまったという自責の念が、あの真面目そうなルーカスに淫具なるものを作らせているのだろう。テオの淫具への情熱もこれで少しは理解できる。

　それに何よりルディがいろんな表情を見せてくれて、いろんな話をしてくれたことがアンジェリカはとても嬉しかった。

「今日も馬車に酔っちゃうから、僕だけ置いてかれたんだ。僕、学校へも行ってないから友達もいないし。誰も僕のこと構ってくれない……」

　ルディは腕を伸ばしてアンジェリカの首に抱き着いてきた。

「ル、ルディ様……？」

「僕の髪の色と目の色は母さんと同じなんだ。父さんと兄さんは暗い色だろ？」

　胸元からアンジェリカの顔を見上げ、秘密を告白するように囁いた。

「え、ええ」

　ルディの伸ばされた指先がアンジェリカの髪を撫でる。

「でも君の髪の色と目の色、僕と似てる……。君が作ってくれるオムレツも、母さんのとそっくりなんだ」

　アンジェリカはルディの瞳に縋るような色を見た。アンジェリカの中に母親を見ているのかもしれない。

「……私も、髪と目の色が母親と同じなんです。私の母も私を産んだ時に亡くなりました」

　アンジェリカがそう伝えると、驚いた表情をしたルディが吐息を感じるほどに顔を寄せてきた。綺麗な二重目蓋の下に、揺れる碧い眼が覗いている。つんと澄ました鼻筋と薔薇色の頬がまるで絵画に描かれた天使のように愛らしい。

　お母様が亡くなられて、ルーカス様とテオ様はお仕事に夢中になって……。おひとりで寂しかったんだわ。

　アンジェリカも目の前のルディの髪を撫でた。光に溶けてしまいそうな美しい黄金色の髪はとても柔らかい。

「だから私には母の記憶はありません。それでも恋しい気持ちはずっと胸の中にあります。ルディ様は思い出がある分、きっと、私よりも余計にお辛いのだと思います……」

「君は、優しい子なんだね」

　アンジェリカの言葉に、ルディは吐息を吐きながら、瞳を細めた。

「……ねえ、お願いがあるんだ」

　そして、苦しげに囁いた。

「君のおっぱい、しゃぶらせて」

「……！」

　母親にそうしたいように、髪と目の色が似ているアンジェリカに甘えたいのだろうか。

　アンジェリカは作業場で見た、あどけなさの残るルディの顔に浮かんだ、心許ない表情を思い出す。

　ルディ様はおひとりで絵本を読んで、寂しさを紛らわせてらっしゃったんだわ。

「私ので……よければ」

　アンジェリカはおずおずと頷いていた。ルディのために何かできればという想いが湧いてくる。

「ありがとう！」

　するとルディは花が咲き零れるような、アンジェリカでさえ一瞬見入ってしまうような笑みを見せた。

　しかし、その指先は性急で、もどかしそうにアンジェリカのブラウスのボタンをふつりふつりと外していく。ルディの指が布地越しに身体に触れるだけで、言いようのない痺れるような感覚が押し寄せてきた。

　ルディはアンジェリカの前身頃を開くと、スリップの左の肩紐だけを落とした。ふるりと片方の乳房が飛び出す。

「……っ」

「わあ」

　ルディは感嘆の声を上げると、乳房の重みを確かめるように手のひらで下から掬い上げた。

「やっぱり母さんのみたいに柔らかくて美味しそうだ」

　白い膨らみが窓から入る光に照らされ、浮かび上がる。

「……お母様になさりたいように、なさってください」

　アンジェリカが優しく言うと、ルディは泣きそうに眉を顰めた。

「うんっ」

　そして大きく頷くと、乳房を口元に向け、おもむろに薄桃色の乳頭を口に含んだ。長い睫毛が頬に翳りを作っている。ルディは一心不乱にアンジェリカの乳首をしゃぶり続けた。

「ん……」

　勝手に、甘い声が鼻から漏れた。鋭敏な刺激が胸の先端から腰の奥へと伝わっていく。

　お母様の代わりなのに、感じちゃダメ……。

　そう自分に言い聞かせても、ルディの舌先がぬるぬると乳首を転がし始めると、快楽に腰が震えた。

「……っ」

　声が出ないよう歯を食い縛って必死に我慢する。

「固くなった」

　その声に俯くと、ルディは形のいいふっくらとした唇を離して、乳首を見つめていた。

「そんな、見ないでください……っ」

　アンジェリカは恥ずかしさに顔を背ける。

「君も見てごらんよ。すごく可愛らしいよ？」

　微笑んだルディは舌を出し、先を尖らせた。その赤い舌は滑ったいやらしい生き物のようにアンジェリカの乳首の周りをゆっくりと這った。

「ん……」

「乳輪も綺麗なピンク色だし、乳首は吸うにはちょうどいい固さと大きさだし」

　ルディは粒になった頂に、また赤ちゃんのように吸い付くと、唾液の音を立てながらしゃぶり続けた。

「……っん」

　手のひらで膨らみを揉みしだきながら、ちゅうっと音を立てて粒を強く吸われる。

「ぁん……っ」

　心地よい刺激にアンジェリカは思わず、ルディの髪に指を埋うずめる。引き結んでいた口元はいつの間にか、薄く開いてしまっていた。そこから熱い吐息が漏れだす。

　ちらり、と視線だけでアンジェリカの表情を見たルディが頬を緩ませた。

　いや……！　感じているのを気づかれたくない……。

　しかし意地悪な舌先は乳首を押し潰したり、れろれろと何度も何度も嬲ったりしてくる。

「ああっ」

　我慢していたはずなのに、一段高い声が出てしまったのは、ルディの左手がアンジェリカの右の乳首も弄り始めたからだった。スリップの布地の上から小さな突起をきゅっと摘み上げられる。

「あ……やっ」

　両方同時に弄られると、快感の量が二乗されたかのようだった。

　もう、溢れ出る声を堪えることができない。

　股の間、すごく、じんじんしてる……。

　終わりのない快楽に、頭の中がぼうっと霞んでしまう。

　おかしく、なりそう……。

　呼吸が乱れ、肩が上下する。

「美味しい……」

　ルディが乳首を前歯で甘噛みし、咥えたまま、陶酔した声を出す。乳首に絡んだ唾液が膨らみから腹へと伝い落ちていく感覚すらも官能を刺激した。

「これでミルクが出れば完璧なのに……」

　言いながら、きつく吸われた。

「あ……ん、うっ、出ません、から……っ」

　息も絶え絶えにアンジェリカが答える。その時、遠くから教会の鐘の鳴る音が聞こえてきた。するとルディは名残惜しそうに乳首から唇を離す。

「僕、夕飯の買い物に行かないと……」

　呟くように言って、アンジェリカの耳元に顔を寄せる。

「また、しゃぶらせてくれる？」

　ルディが密やかに問う。有無を言わせない不思議な魔力のある声に、アンジェリカはごくりと唾液を呑み下した。

「は、はい……」

　返事をしてぼんやりとした眼差しのまま、その場に立ち上がったルディを見上げた。

「ねえ、君のこと、アンって呼んでいい？　アンジェリカって名前、長いんだもの」

「……はい、それはもちろん」

「よかった」

　ルディは嬉しそうに微笑むと、床から本を取り上げ、胸に抱える。

「じゃあ、行ってくるね、アン！」

　そう告げて、ルディはアンジェリカを置いて扉から出ていった。

『アン！』

　ルディのそう呼ぶ声がアンジェリカの耳に心地よく響いた。

　私、お役に立てたのかしら……。

　ルディの表情は明るくなっていた。

　お母様の代わりにはなれなくても、ルディ様のためにも頑張らないと……。

　しかし、ルディが去ってしまっても、アンジェリカは自分の中に灯ってしまった官能の火にあぶられ続けていた。服ははだけたままだ。この熱を持ったままでは何も手に付かない気がする。

　作業場のお掃除をしなくちゃいけないのに……。

　アンジェリカはスカートのウエストを緩め、濡れた下着の中に手を差し入れた。指がぬるりと滑る。アンジェリカの股間は露で濡れそぼっていた。

　お母様の代わりだったのに、私、こんなに感じてしまった……。

　割れ目をなぞるだけで指先はたっぷりと蜜に絡んでしまう。

　背徳感に苛まれながらも、アンジェリカの指先はぬめりを付けたまま、固さをもった秘芽に触れていた。先ほどからここが痛いくらいに熱をもっていることがわかっていた。

「ん……」

　どうしても、止められなかった。

　私、いつの間にこんなにいやらしい身体になったの……？　あの実験のせい……？　それとも……？

「あ……」

　ルディが施した胸の頂への刺激がまだじんわりと続いている気がする。そこを自分の指で摘んでみた。

「ああっ」

　下着の中のアンジェリカの指先が上下に速さを増した。

「んんっ……」

　早く……お掃除しなくちゃ……でも、だめ……！

　アンジェリカの指は止まらない。

　くちゅくちゅと淫猥な水音が静かな部屋に響く。

　ここ、気持ちいい……っ！

「あ……あ、ああっ」

　高みが近づき、小刻みに高い声で喘ぎを漏らしながら、しならせた身体をソファの背に寄りかからせた。

　あ、だめ、もう、イく……！

『実験』のときに得られた快感の果てが近づいてくる。

「んんんっ……！」

　ギュッと両腿を閉め、全身を痙攣させる。新たな蜜が溢れて指を濡らす。快感のあまり、頭の中が真っ白になった。荒い息を吐きながら目を閉じると、目尻から涙が零れ出た。アンジェリカは初めて、自分自身を慰めた。
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　翌日の午後、アンジェリカはルディのためにパンケーキを作った。

　ルディに今日のおやつはパンケーキだと告げると、一瞬大きく目を見開き、そして恥じらうように俯いて、小さな声で「ありがとう」と答えた。

　アンジェリカもその様子に「どんぐりの粉は入ってませんが」と言って微笑んだ。

　ルディはアンジェリカが調理している最中も、手元を覗き込んだり、後ろをついてまわったりと、ずっと嬉しそうだった。アンジェリカも料理をするのがこんなにも楽しく感じられたのは、ここに来て初めてだった。

　アンジェリカが焼き上がったパンケーキの載った皿を食卓に置いていると、テオが作業場から出てきて、台所で水を飲み始める。

「ねえねえ、兄さんも一緒に食べない？　アンがパンケーキ焼いてくれたんだよ？」

　ルディのかけた声にテオが僅かにこちらを振り返った。そして怪訝に眉を顰める。

「アン……？　誰だ、それは」

「アンジェリカのことだよ！　僕、アンって呼ぶことに決めたんだ！」

　ルディの弾んだ返事に、テオは胡乱な視線をアンジェリカに向けた。

「おまえ、そんな名前だったのか」

「！」

　ぶっきらぼうに放たれたテオの言葉に、アンジェリカは先ほどまでの楽しかった気分が一掃されるのを感じた。

　自分の奴隷としての立場をまざまざと思い出し、自分でも驚くほどに胸が痛む。

「はい……」

　消え入りそうな声で返事をすると、テオは「俺は要らない」と一言言い捨て、また作業場に戻っていく。

　奴隷の名前なんて憶える必要はないもの……。

　テオの冷たい眼差しがアンジェリカの心を抉った。

「じゃあ、ふたりで食べよ？」

　ルディは相変わらず機嫌よく無邪気な声を上げると、目の前のパンケーキだけを見ている。

「……はい。ミルク、注いできますね」

　ふたつのコップにミルクを注いで食卓に戻ってくると、ルディがアンジェリカの顔を覗き込んで訊ねた。

「どうしたの？　なんか、元気ない？」

「その……」

　アンジェリカは椅子に腰かけながら、声を落とした。

「テオ様は私がこの家にいることがお気に召さないのでしょうか……」

　テオは一向に心を開こうとせず、その態度にはアンジェリカに対する嫌悪すら感じる。

「そんなことないと思うけど」

　パンケーキを頬張りながら、ルディが答える。

「アンが来てから家事もしなくてよくなったし、張り形の実験もできて、すごく喜んでるはずだよ？」

「そう、ですか……」

　奴隷として、実験台として役に立てているならば、それでいいはずなのに……。

　アンジェリカはルディの言葉を聞いてもなぜか心が晴れなかった。

　私、何を考えているの？　自分の立場をわきまえないと……。

「ねえねえ、アン、知ってる？」

　フォークに刺したパンケーキを持ったまま、ルディが碧い瞳をくるりとアンジェリカに向けた。

「何をですか？」

　アンジェリカがその瞳を見返すと、ルディは内緒話をするかのように口元に手を当てた。

「アンが初めて実験をして気を失ったとき、屋根裏部屋まで運んだのは兄さんなんだよ？」

「え……？」

「気づいてないかもしれないけど、兄さんはお湯を沸かして、アンの身体を綺麗に拭いてやったんだ。僕も手伝うって言ったのに、来るなって怒られちゃって……」

　ルディはその時のことを思い出したのか、つまらなそうに頬を膨らませる。

「テオ様、が……？」

　にわかには信じられなかった。

　あの取っつきにくい、いつも無表情のテオが自分の世話をしてくれたなんて。

　でもアンジェリカは覚えている。初回の実験のあと、身体は清潔になっていた。

　てっきりルーカスがやってくれたのだと思っていた。

　疎まれているわけではない。

　そのことがわかっただけでもアンジェリカの心は軽くなった。

「それに、アンがこの家に来た日、部屋にパンとスープが置いてあっただろ？　それも兄さんが用意したんだ。いつも食事当番は嫌々やるのにさ。その日は当番でもないのに、突然台所に立って……」

　そこでルディは顔を顰めると声を潜めた。

「でも……、僕もあのスープ飲んだんだけど、ものすごく不味かったよね？」

　アンジェリカとルディは顔を見合わせた。そしてふたりして噴き出した。

「ははははっ」

　ルディの楽しげな笑い声がダイニングにこだまする。

　本当のルディ様はこんな顔で笑う方だったのね……。

　ルディの笑顔はアンジェリカの胸に温かな気持ちを運んできた。
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　翌日、アンジェリカは台所の窓を拭いていた。

　食卓の椅子を動かし、その上に立つ。しかし腕を上げてもなかなか最上部までは届かない。

　あの端っこが汚れているのに……。

　アンジェリカが腕を伸ばしたまま、爪先立った時だった。

「きゃっ」

　バランスが崩れ、身体がぐらりと揺れた。

　……落ちるっ！

　浮遊感にギュッと目蓋を閉じて、痛めつけられる衝撃を覚悟した。だが、いつまで経ってもアンジェリカの身体に痛みは訪れない。

「……？」

　恐る恐る目蓋を開けると、そこには思いがけずテオの顔があった。

「！」

　驚きすぎて心臓が飛び出すかと思った。テオが抱き留めてくれたおかげで落ちなくて済んだのだ。

「す、すみませんっ！」

　アンジェリカは慌てて身動ぎしたが、テオの逞しい腕はアンジェリカを抱き締めたままだった。テオの体温が全身に伝わってくる。トクトクトクトクと心臓が痛いほど早鐘を打った。

　ど、どうなさったのかしら……？

「あ、あの……、テオ様……？」

　アンジェリカが腕の中から窺うような声を絞り出すと、ようやくテオはアンジェリカの身体をゆっくりと床に降ろしてくれた。アンジェリカは背筋を伸ばして隣に立ったが、その目線はテオの肩にも届かない。

「貸してみろ」

　頭上から咎めるような低い声が降ってきた。

　アンジェリカは意味がわからず、顔を上げて小首を傾げる。

「……っ」

　ふいにアンジェリカの頬に熱が集まった。

　改めて間近に見上げたテオの顔は、驚くほどに整っていた。凛々しい眉の下にある切れ長の黒い瞳、そして通った鼻筋が、精悍な顔立ちを際立たせている。

　こんなに近くでテオ様のお顔を拝見したことなんて、これまでなかったわ……。

　すると突然、テオがアンジェリカの手から雑巾を取り上げた。

「え……？」

　そして軽く腕を上げ、窓の上部を拭き上げてしまう。

「これでいいだろ」

　アンジェリカの手に雑巾を返す。

「無理をするな」

　テオはそう言い残すとアンジェリカにさっさと背を向け、歩き出してしまう。

　突然の出来事にアンジェリカは束の間呆然としてしまい、言葉が出なかった。

「テオ様！」

　我に返って呼び止める。

「なんだ？」

　怪訝な声とともにテオが振り返った。

「ありがとう、ございました！」

　アンジェリカが笑みを零して大きな声で礼を言うと、テオは一瞬黒い瞳を見開いた。しかし何も答えず、またすぐに背を向け作業場に戻っていく。

　その耳の端が少し赤くなっているように見えたのだが、アンジェリカは自分の気のせいだと思った。






交錯する想い　変化する気持ち









「すまないが、これをちょっと持ってくれるかな？」

　アンジェリカが夕飯の支度をしていると、ルーカスが声をかけてきた。

　ルーカスは手に持っていた両手鍋をアンジェリカに差し出す。

「外れた取っ手の修理を頼まれたのだが、私が作った新たな取っ手が女性の手でも使いやすいのか、確かめておきたくてね」

「はい」

　アンジェリカは笑顔で頷くと、鍋を受け取った。それはまるで自分のために作られたかのようにすっと手に馴染んだ。

「すごい！　とても持ちやすいですわ」

　アンジェリカが興奮した面持ちで鍋を返しながら感想を言うと、ルーカスは眼鏡の奥の目尻を下げて微笑んだ。

「それはよかった」

「ルーカス様は本当に器用でいらっしゃるのですね」

「ははは、それはもちろん。私は職人だからね」

　ルーカスが首筋を掻いた。

「あ、申し訳ありません！」

　画家に絵がうまいと言ってしまったのと同じだろうか。

　アンジェリカは慌てて頭を下げた。

「いやいや、褒められれば私は素直に嬉しいよ。何か壊れたものがあれば、あなたも私に言いなさい」

「はい！　でもルーカス様が何かを作るだけでなく、修理もされているとは知りませんでした」

「ああ、そうだね、私は依頼されれば何でもするのだよ」

　そう言ったルーカスの顔が痛みを感じたかのように僅かに歪められる。

　アンジェリカはルディが話していたことを思い出した。

　奥様が亡くなられてから、ルーカス様はどんな依頼もお受けするようになったのだと……。

　しかしルーカスはすぐに表情を戻すと、ダイニングへと顔を向ける。

「ルディはどこへ行ったかな？　ちゃんと夕飯の買い物は済ませたかな？」

「はい、買い物から帰って来られて、今はお母様のお部屋で本を読んでらっしゃいます」

　アンジェリカがそう答えると、ルーカスは途端に目を瞠った。

「そ、それは……、ルディが、教えたのかい？　その……、あそこが母親の部屋だと……」

「はい」

　アンジェリカは視線を落として躊躇いがちに続ける。

「ルディ様はとても寂しがっておいででした。今では本を読むのは自分だけになってしまったのだと……。奥様はたくさん本を読む方だったのですか？」

「あ、ああ。妻は各地から本を取り寄せてはいつも窓辺で読んでいたよ。子供のころのルディは妻に絵本を読んでもらうことが大好きでね。いつももう一冊だけ、もう一冊だけって、ねだってね……」

　ルーカスの眼鏡の奥の瞳が遠くを見るように細められた。

　きっと、アンジェリカがしてやったように、ルディはあのソファで母親に抱かれ、絵本を読み聞かせてもらっていたのだろう。

「私にも読んだ本のお話を楽しげになさいます。きっとルディ様はルーカス様とも本のお話をなさりたいんだと思いますよ」

　アンジェリカが気遣うように伝える。

「いや、ルディは私に、何も求めてはいないよ」

　けれどルーカスは溜息を吐きながら眼鏡を押し上げた。

「あなたもあの部屋を見ただろう。まるで今でも母親が生きているかのようだ。……あの部屋は私への当てつけなのだよ」

「え……？」

「私の犯した罪を忘れるな、というルディからの戒めなのだよ」

「そんな、ルディ様はそんなこと……！」

　ルーカスは首を横に振ってアンジェリカの言葉を遮る。

「それに私のせいでテオにも、淫具作りやたやすい手仕事しか与えてやれていない。彼の技量ならとても優秀な職人になれるというのに……。私は罪深い父親だ……、いや、父親とさえ呼べないな……」

　自嘲の笑みを作ったルーカスはアンジェリカに背を向けると、作業場へと戻っていく。

「ルーカス様……」

　ただ、お母様のことを忘れてほしくないというルディ様のお気持ちが、ルーカス様を縛りつけているの……？

　アンジェリカはそれ以上かける言葉が見つからず、ルーカスの寂しげな背中を見送ることしかできなかった。
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　空は青く、吹き抜ける風が肌に気持ちいい。降り注ぐ午後の暖かい陽射しに、思わず目を細めた。

　アンジェリカはルーカスに頼まれて、家の裏の畑で野菜を収穫していた。

　ニンジンなどの根菜類、蔓を伸ばした豆類、瑞々しい葉物野菜。

　小さな畑に、ルーカスが手塩にかけて育てた野菜たちが並んでいる。

　ルーカス様は野菜作りも器用にやってしまわれるのね。

　たちまち、アンジェリカの手元の籠は採れたての野菜でいっぱいになった。

　アンジェリカは収穫の手を休めると、晴れ渡った空を見上げた。

「お父様は今何をなさっているのかしら。せめて、お手紙でも出せたら……。私が無事でいることだけでもお伝えしたいわ……」

　この想いを託せたらと、アンジェリカは流れていく雲を縋るような目で見続ける。しかしアンジェリカの憂いを帯びた声は吹いてくる風に掻き消されるばかりだった。

　ふう、と深い溜息を吐いて視線を落とす。すると、小川のほとりの茂みに小さな赤い果実が鈴なりに実っているのが見えた。

　近づいてみると、自生している木苺だった。

「まあ、なんて可愛らしい！　これをジャムにしてパンケーキと一緒に出して差し上げたら……」

　アンジェリカはルディの喜ぶ顔を思い浮かべて頬を緩める。しかし次の瞬間、そんなことを考えた自分自身に狼狽えたように視線を揺らした。

　今、アンジェリカは外にひとりきりだ。

　以前のアンジェリカなら、ここから逃げ出す絶好の機会だと思ったはずだ。

　港までの道はもう覚えていない。手持ちの金もない。それでも、アンジェリカは這ってでも屋敷のある街を目指しただろう。

「お父様……、私……」

　戸惑いを押し隠すように籠を握る手にキュッと力を込める。

　自分を責め続け、己を苛むように淫具を作り続けているルーカス。

　何も言わず、父親につき従うことで、自分を抑え込んでいるテオ。

　家族への想いが届かず孤独に過ごしてきたルディ。

　三人のこのような姿を知ってしまってから、アンジェリカの気持ちに変化が生じていた。

　実験はもう二度とやりたくはなかった。

「だけど……私、ザクマン家から逃げ出すことなんて、したくないわ……。いえ、それどころか……私……」

　アンジェリカはもう一度、流れる雲に向かって揺れる想いを吐き出していた。
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　アンジェリカは明日の朝食の仕込みを終えると、エプロンを脱いだ。

　さて、私もそろそろ寝ようかしら。

　胸元に綺麗な花の刺繍が施されているこのエプロンは、ルディが母親のものを貸してくれたのだ。アンジェリカは大切に使っている。

「アン……」

　その声に驚いて振り返ると、目元を擦りながらルディが階段を下りてきたところだった。

「どうなさったんですか？　ルディ様」

　こんな時間までルディが起きていることはめったにない。

「……目が覚めてから、眠れないんだ」

　アンジェリカの問いにルディは不安げな眼差しで答えた。

　そしてアンジェリカの傍に近寄ってくると、ブラウスの袖をキュッと握り締める。

「アン、一緒に……寝てくれない？」

　小首を傾げて、アンジェリカの瞳と似た色の瞳が下から覗き込んでくる。

「僕が眠るまででいいから……、お願い」

　縋るような声にアンジェリカの胸が締め付けられた。

　こんなことは初めてだった。

　一体、どうなさったのかしら……。

「ええ、もちろんです」

　アンジェリカは心配な気持ちを押し隠して、安心させるようにルディに微笑みかけた。
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　ルディの後をついて階段を上り、廊下の右側の部屋に入った。

　薄暗い部屋の最奥には、月明かりが差し込む窓があった。その手前に、壁の左右それぞれに付けられる形でベッドがふたつ置かれている。左手のベッドの布団は盛り上がっていて、テオがすでに眠っているのだとわかった。

「こっち」

　ルディが密やかな声で言って、アンジェリカの手を引いた。右のベッドの布団を捲って中に招き入れられる。ルディが潜り込んだ隣に、アンジェリカも横になった。

「怖い夢でも見たのですか？」

　肩まで布団を引き上げてやりながら囁くと、目の前のルディがこくりと頷いた。

「……今思い返すと、母さんが死んだ日と、同じ色の夕焼けだった……。僕は小川のほとりで、ひとりきりで遊んでたんだ。でも教会の鐘の音が聞こえて、家に戻った。子供の頃から、鐘が鳴ったら帰ってくるよう言われてたから……。でも家には誰もいなくて……。僕、全部の部屋を捜し回ったんだ。屋根裏から母さんの部屋、この部屋、台所……、でも誰もいなくて」

　言いながら、怯えたようにアンジェリカの腕にしがみついてくる。

「何度も何度も呼んだ。『父さん、母さん、兄さん』って……！　でも誰も何も応えてくれなくて。……そこで、初めて気づいたんだ。この家に、いや、この世界には、僕だけしかいないってことに……っ」

　ルディの肩は小刻みに震えていた。

　母親を亡くした喪失感が、まだこんなにも、ルディの心を捕らえていることにアンジェリカの胸が切なく痛んだ。

　ルディ様の心はまだまだ癒えていないのだわ。

　いえ、お母様を亡くされた傷など、早々癒えるものではないわ。それに、これまで孤独に過ごしてこられたのですもの……。

「ルディ様」

　アンジェリカは震える肩を抑えるように、優しくさすってやる。

「お辛い時は私が一緒に眠りますから。いつでも仰ってくださいね」

　アンジェリカの言葉を聞いて、ルディはやっと安堵した面持ちになった。

「ありがと、アン……。アンが来てから本のお話もできるし、僕、楽しいんだ」

　ルディはどこか遠くを見るように部屋の天井を見上げた。

「僕、いつか旅に出て、たくさんのものを見て回って、そして自分で本を書くのが夢なんだ」

　そう言ったルディの碧い瞳は、すでに様々な景色が映っているかのように煌めいていた。

　見たこともない植物が茂る南の島、感じたこともないくらいに寒い北の国、初めて触れる動物や異なる言葉を話す人々……。

　背中に翼が生えて、今にも飛び出していってしまいそうなくらいの無邪気な笑みをルディが見せる。

　これから経験するであろう喜びや興奮が、アンジェリカの心にも伝わってくるようだった。

「アンは僕が書いた本、読んでくれる？」

　ルディは隣のアンジェリカに顔を向けると、そっと囁いた。

「もちろんです！　ぜひ読ませてください」

　額にかかる金色の髪を撫でてやりながら答えると、ルディがアンジェリカの手のひらに猫のようにすり寄ってきた。

「絶対だよ？」

「はい」

　きっとルディ様なら素晴らしい本を書かれるに違いないわ。

　その時のことを思って幸せな気持ちになると、アンジェリカとルディは額を寄せ合い、クスクスと微笑み合った。しかし、ルディはふと真剣な眼差しになる。

「僕……、父さんにも本当に好きなことをして欲しいんだ」

「え……？」

「父さんは……、本当は今でも、家具を作りたいに決まってる」

「ルディ様……」

　ルディがルーカスを想う気持ちに胸が詰まった。

『ルディは私に、何も求めてはいないよ』

　そう言っていたルーカスには、ルディの想いは届かないのだろうか。

「お父様のことが、大好きなのですね」

　アンジェリカが訊ねる。

「うん、母さんと同じくらい、父さんのことも大好きだよ。あと、兄さんのこともね」

　付け加えるようにそう言ってクスリと微笑んだルディは、愛に満ちた本当の天使のようだった。

　いつかこのお気持ちがルーカス様とテオ様に伝わればいいのに……。

　アンジェリカは幸せと切なさの入り混じった気持ちで、ルディの布団をかけ直す。

「さあ、夜も更けてきました。私が傍に居ますから、安心して眠ってくださいね」

「ねぇ、アン」

　しかし、ルディは窺うようにアンジェリカの顔を覗き込んできた。

「どうされました？」

「僕……、アンのことも好きだよ」

　消え入るような声でそう言うと、恥ずかしげにアンジェリカの首筋に顔を埋めてくる。

「……っ」

　アンジェリカの言葉が詰まった。

　奴隷として買った私のことを、ご家族と同列に扱ってくださるなんて……。

　胸がいっぱいになった。喉の奥と目頭に熱いものが込み上げてくる。

　アンジェリカは大切な大切な宝物のようにルディの頭を優しく抱き寄せた。胸に湧き起る愛おしさのままに腕に力を籠める。するとルディの全身から力が抜けていくのがわかった。そしてそのまま、落ちるようにルディは眠りについた。

　ルディの寝息が聞こえてきてしばらくすると、アンジェリカはそっとベッドから抜け出した。掛け布団を整えてから、部屋をあとにしようと扉に手を掛ける。

「これは……」

　しかしアンジェリカの目は、入り口横の文机上に置かれたスケッチブックに惹きつけられた。

　開かれたままのそこに描かれていたのは、たくさんの植物や動物だった。あらゆる角度から描かれた小鳥や栗鼠は、今にも紙面を飛び出してきそうなくらいに、生き生きとしている。

　すごい……。きっと、テオ様が描かれたものだわ……。

　スケッチブックの横には手のひらくらいのサイズの木板も置かれている。

　よく見ると、優雅に泳ぐ魚と流れるような水草のレリーフだった。これもまた、水の流れる音が聞こえてきそうなくらいの繊細な作りで、溜息が出るほどの美しさだった。あの無骨そうなテオの指先から生み出されたとは、にわかには信じがたい。

　だけど、張り形に施された龍の浮き彫りも、とても見事なものだったわ……。

　実験の最中に見たテオの張り形がアンジェリカの脳裏を過った。

『彼の技量ならとても優秀な職人になれるというのに……』

　ルーカスの言葉もまた思い出される。

　本当はこういったお仕事をテオ様はなさりたいのかしら……。

　アンジェリカは部屋の中に向き直って、ふたつのベッドを見つめた。

　ルーカス様もテオ様もルディ様も……。

　お互いのことを想い合っているのに、どうして……、すれ違ってしまったままなの……。

　アンジェリカはキュッと唇を噛み締めると、そっと扉を開けて兄弟の部屋をあとにした。






テオとふたりだけの実験









　それから数日が経過した夜のことだった。

　アンジェリカは晩御飯の後片付けや朝食の下準備を済ませたあと、屋根裏部屋に戻った。

　お湯を張った桶にタオルを浸して固く絞ると、床に腰を下ろして身体を拭いた。上半身を拭き上げたあと、スカートと下着も脱ぎ去り、今度は脚を拭き始める。

　突然、扉がノックされる音が聞こえた。

　アンジェリカの屋根裏部屋に誰かが訪ねてくることはあまりない。

「はい！」

　アンジェリカは驚いて返事をしつつ、とりあえずブラウスを胸元に引き寄せた。

　何か用事ができたルーカスだろうか、はたまた、寂しくなったルディだろうか。

「ちょっと、いいか」

　しかし、その声の主はテオだった。

「え……！」

　途端に心臓が煩く鳴り始める。

　テオ様……？　一体何の用かしら……。

　まったく想像がつかず、あたふたとスカートを引き寄せる。

　早く服を身につけなきゃ。

　そう思ったのも束の間、鍵など付いていない扉が外に開かれる。

「！」

　驚いたのはアンジェリカだけではなかった。アンジェリカの裸同然の姿を見たテオもまた、息を呑み、即座に顔を背ける。これまで全裸どころか、あられもない姿態を見られているはずなのに、身体を拭いている姿だけでこんなにも恥ずかしいとはアンジェリカは思わなかった。

「すまん」

「い、いえ、大丈夫です！　身体を拭いていただけなので……」

　アンジェリカの返答にテオは視線を落としたまま、話し始める。

「新しい張り形ができたんだ。それでどうしても試してみたくて……」

　低い声で訥々と告げられた用件に、なぜかアンジェリカの胸に落胆と痛みが芽生えた。

　そうよね、実験以外で私に用なんかないはずだもの。

　私、何を期待していたの？

「わかりました。地下に行きますか？」

　実験ならばもう服を着る必要などない。アンジェリカはブラウスで前を隠すだけで立ち上がり、気丈な声を出した。

「いや、俺だけだから、おまえがいいならこの部屋でもいい」

　テオの手には幹の部分から小枝が伸びたような張り形が握られていた。初めて見る形だった。

「私は、どうすれば……」

　アンジェリカの問いに、テオは顎でベッドを指した。

「そこで足を開いて」

　アンジェリカはベッドに腰かけると胸元のブラウスを握り締めながら、ゆっくりと太腿を開いた。

　テオがアンジェリカの目の前に腰を落とす。

　天窓の明かりしかない狭い部屋の中で、テオとふたりきりの実験が始まった。

「中に入れると、この枝の部分がおまえの良いところに当たると思う」

　テオは手の中の張り形を指差してそう説明した。

　かあっと頬が熱くなる。この前の実験で、陰核で敏感に快楽を貪ったことを知られたのだ。

　テオはそんなアンジェリカを気にも留めず、手のひらで太腿を押さえると、いきなり張り形を中央に差し込もうとする。

「ま、待ってください、テオ様！　そのままでは……その……、まだ濡れていないので、入らないと思います……」

　おずおずとアンジェリカが進言すると、テオは驚いたように顔を上げた。

「そうだった……」

　そして落ち込んだ声を出す。

「いつも親父やルディが実験してから俺がやるんで忘れていた。えっと……」

　困ったようにテオが瞳を揺らした。

「じゃあ、これが入るくらい、濡らしてくれるか？」

「え……っ」

　私が自分で……？　テオ様の目の前で……？

　アンジェリカは恥ずかしさのあまり俯いて唇を噛んだ。

「……すまん、困らせるつもりはなかった」

　テオは少ししおらしい声を出すと、アンジェリカの頬に手を伸ばし、顔を上げさせる。

「おまえの肌は真っ白だな」

　アンジェリカの透き通るような頬にテオの日に焼けた大きな手のひらが添えられた。テオは指を滑らせると、親指の腹でアンジェリカの唇をなぞった。その感触と野性味のある黒い瞳にじっと見つめられるだけで、身体の芯が疼くようだった。

「……っ」

　太い指先が唇を割って中に入ってくる。歯列をなぞったあと、中に進み、舌を撫で回す。

「あ……」

　テオを見上げて開いた口元から声が落ちた。

　親指は口腔の奥まで犯し始める。唾液が口端から伝い落ちた。瞳が潤み、腰の奥に熱が灯る。

「んっ」

　テオは唐突に指を引き抜くと、アンジェリカの瞳を覗き込んだ。目の前の黒い瞳にアンジェリカの戸惑う顔が映っている。今度は何をされるのかと不安が過る。

「抱き締めてみても、いいか？」

「え……」

　しかし、テオの要求はアンジェリカが予想もしていないものだった。アンジェリカは思わずこくりと頷く。すると、テオは腕を伸ばしてアンジェリカの身体を自分の胸の中にすっぽりとしまい込んだ。

　薄いリネンのシャツを通して、筋肉質な腕と厚い胸板を頬に感じる。それだけでまた、アンジェリカの体温が上がった。

「この前も思ったんだが、おまえの身体は随分と細いな」

　この前……？

　内心呟きながら、思考を巡らす。

　窓を拭こうとして椅子から落ちそうになった時のことだろうか。

　テオ様は私を抱き留めてくれた時、そんなことを思ってらっしゃったのね……。

　そう考えると、アンジェリカの胸は僅かに弾んだ。アンジェリカの身体に触れても、テオは何も感じていないと思っていたからだ。

「テオ様はすごく、逞しいんですね……」

　アンジェリカの声にテオの抱き締める腕に力が入る。キュッと強く胸の中に閉じ込められた。

　こうしていると、ドキドキするのに、同時に安心もする……。

「おまえには、感謝している」

「え？」

　思いがけない言葉にアンジェリカは身動ぎしてテオの顔を仰ぎ見た。

　テオはその視線から顔を逸らし、そっぽを向いたまま言葉を続ける。

「こうして実験に協力してくれることもだが、あの気難しいルディと仲良くしてくれて」

「ルディ様が、気難しい……？」

　アンジェリカにはそうは思えなかった。甘えん坊だがとても優しい子だと思う。

「ああ。あいつは親戚にも懐いたことがないんだ」

　テオは溜息を吐いた。

「あいつは変に大人びたところと幼すぎるところがあって、年頃の友人もいない。けれどおまえのことだけは慕っている」

　テオは顔を戻し、アンジェリカの瞳を見据えた。

「あんなに笑っているルディの顔を俺は初めて見た。おまえのおかげだ。ありがとう」

　アンジェリカの心臓がトクンと大きく鳴った。テオの慈しむような眼差しから、ルディのことをとても大切にしている気持ちが伝わってくる。

　ああ、テオ様は表現が不器用なだけで、とても優しいお兄様なんだわ。

「それに奴隷として売られてきたのに、おまえは心がまっすぐで、すごく、健気だと思う」

「……！」

　テオの思いがけない言葉にアンジェリカは声を詰まらせた。

　テオ様がこんなにも私のことを見てくださっていたなんて……。

　アンジェリカの胸に喜びが込み上げてくる。

「……テオ様も、すごくお優しい方だと思います」

「俺が？」

　テオが怪訝そうに聞き返す。

「ええ、そうやってルディ様の心配をなさっているところとか、窓拭きを手伝ってくださったりするところとか」

　テオの瞳が動揺したように左右に揺らいだ。

「私を屋根裏部屋まで運んでくださったり、」

「もうそれ以上言うな」

　テオが恥ずかしそうに眦を紅く染めるので、アンジェリカは楽しくなって言葉を続ける。

「スープを作ってくださったのも、テオ様だとか……、んんっ」

　突然、アンジェリカの言葉を塞ぐようにテオの唇が重なった。アンジェリカは驚きに目を瞠る。

「……んっ」

　今まで『実験』と称して散々淫具で弄られた身体なのに、キスをするのは初めてだった。

　テオの舌先がアンジェリカの舌を捕えた。

「あ……っ」

　思いがけないほど優しく、甘く、熱い舌先が絡められる。

「んん……っ」

　蕩けるような刺激が脳の奥まで伝わっていく。お互いの混じり合った唾液をこくりと呑み込むと、テオが自分の中に溶けていく感覚がして胸の中が熱くなった。

「はあ……」

　銀糸を引きながら、荒い息を吐いてテオの唇がやっと離れた。

「俺、おかしい……」

　初めて戸惑いの表情を見せたテオは自分の股間に視線を落とした。そこは力強く帆を張っていた。

「！」

「おまえと実験をして、こんなことになったことはないのに、どうして」

　今まで、テオ様が反応を見せてくれたことはなかったわ。

　私を実験台としてではなく、女性として見てくれているの……？

　アンジェリカは胸の奥から喜びが湧いてくるのを止められなかった。

「触ってもいいですか？」

　アンジェリカが囁くように問う。

「あ、ああ」

　テオの返事に恐る恐るズボンの前を寛げると、それはすぐにアンジェリカの前に飛び出してきた。

「！」

　これまで見たどの張り形よりも太く、大きかった。硬く張り詰め、赤黒く充血している。

　そっと指先で触れた。

「……っ」

　テオが息を詰めたのがわかった。

　手のひらの中に包み込むと、浮き出た血管からドクドクと脈動を感じる。

　熱い……！

「ん……っ」

　小さく呻いて、アンジェリカの肩にテオが頭を凭れかけた。

　感じてくださっているの……？

　テオが張り形でアンジェリカの中を擦っていたように、アンジェリカも包み込んだ手を上下に動かしてみる。すると、手中の茎はより硬さと太さを増し、その先からは透明な蜜が溢れ出した。

　綺麗……。

「……んっ」

　テオが小さく身体を揺らす。自らが与える刺激に、敏感に反応を示してくれるテオの茎が、たまらなく愛しく思えた。

　アンジェリカは思わず身体を折って、テオの股間に顔を寄せた。屹立に頬を摺り寄せる。

「！」

　テオが驚いて身体を起こすのがわかった。しかしアンジェリカはどうしてもテオの蜜を味わってみたくなった。唇で艶やかな先端にそっと触れる。そして舌先を伸ばし、蜜を舐めとった。これまで知らなかった雄の匂い、味が口中に広がる。

　これがテオ様の……。

　胸の奥に込み上げてくるこの感情が何なのかはわからない。でもアンジェリカはテオにさらなる快楽を与えたくなった。

　もっと、感じてほしい……。

　大きく唇を開いて、くびれた先を熱い口中に含んでみる。

「やめろっ」

　次の瞬間、ビクリと身体を揺らしたテオが鋭い声を上げた。

「きゃっ」

　テオの大きな手がアンジェリカの肩を押しやる。

　何が起こったのかわからなかった。

　急いで体勢を戻す。

　しかしアンジェリカの目にはテオが急いでズボンを引き上げ、部屋を出て行く後ろ姿が映っただけだった。

「テオ様……？」

　アンジェリカはベッドの上で途方に暮れたように、閉じられた扉をただただ見つめ続ける。

　ベッドのシーツの上には白い液体が滴っていた。

　これは、何……？

　私、テオ様を怒らせてしまったの……？

　テオの急な態度の変化とその原因がわからず、アンジェリカの胸は悲しさでいっぱいになる。

　奴隷の私なんかの口に含まれるのがお嫌だったのかもしれない……。

　喉の奥が痛くなり、視界が滲み出す。

　抱き締め合っていろんなお話ができたのに……。

　堪えきれず、涙がつっと頬を伝った。

　アンジェリカには先ほどの幸せな時間が、もうずっと過去のもののように思えた。
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　翌朝、アンジェリカが朝食の用意を終えても、テオが食卓に姿を見せることはなかった。

「テオは朝早くからどこかへ出かけたようだね」

　ルーカスがパンを食べながら、辺りを見回した。

「朝ごはんも食べないでどこ行ったんだろ？」

　ルディも不思議そうだ。

　私のせいだわ……。

　アンジェリカは自分のしてしまったことに後悔し、また涙が滲みそうになった。しかしそれを我慢してふたりの食事の世話を終えると、家の裏の小川に洗濯をしに行った。

　外は晴れ渡っていた。小川の流れる音は軽やかで小鳥の囀る声も長閑だった。

　けれどもアンジェリカの心は暗く重く、水底に沈んでいくようだった。

　洗濯、しないと……。

　気を取り直して、洗濯籠からシャツを取り出す。それはテオのものだった。

　昨日着てらっしゃったシャツだわ……。

　このシャツを着た腕に抱き締められたというのに。

　途端に、胸がキュウっと軋み、視界が歪んでくる。

　どうしてこんなにも、心が辛いのかがアンジェリカにはわからない。

　もし怒らせてしまったのがルーカス様やルディ様だったら、私はこんなにも落ち込むのかしら……。

　テオの無骨な優しさを思い出すと喉の奥が詰まった。アンジェリカはシャツを胸に抱き締める。テオの匂いがして、少しだけ気分が和らぐ。

「アンジェリカ」

　ふいに名前を呼ばれ、驚いて立ち上がり、振り返った。

「テオ様……！」

　少し離れた場所にテオが立っていた。こちらを窺うような表情は不安げだ。アンジェリカはシャツを籠に置くと、思わず駆け寄った。

「これを」

　すると、テオは背後に回していた手をアンジェリカの前に差し出した。

　そこには小さな花束があった。

　可憐な白い雛菊や黄色いミモザ、ルビー色の赤すぐりの実、ミントの葉などが無造作に束ねられている。その素朴な可愛らしさは買ってきたものではなく、野原で摘んできたものだとわかった。

「私に……？」

　思いがけないプレゼントにアンジェリカは目を瞬かせた。

「ああ」

　テオは顔を背けて素っ気ない声で返事をすると、花束をアンジェリカの胸に押し付ける。

「嬉しい……っ」

　アンジェリカはそれを受け取ると、ぽろぽろと涙を零していた。花束で顔を覆う。

「お、おい、どうしたんだ！」

　頭上で狼狽えた声がした。

「……だって、テオ様に……っ、嫌われたかと……」

　アンジェリカは嗚咽に肩を震わせながら答える。

「俺に嫌われたら、そんなに悲しいのか？」

　柔らかくなった声音が静かに下りてきた。

「もちろん……っ」

　アンジェリカは洟を啜り上げながら大きく頷く。

「……俺も、おまえに嫌われたかと思った」

「え……私、に……？」

　アンジェリカは花束から顔を上げ、当惑した声を出す。テオは気まずそうに眉を顰める。

「あんなとこ見せてしまったから、呆れられたかと思った」

「そんなことあるわけないです！　私はテオ様のどんなお姿でも見ていたい」

　テオが驚きの表情でアンジェリカの泣き濡れた顔を見下ろす。そして指先で優しく肩に触れた。

「俺が押したとこ、痛くないか？」

　アンジェリカはふるふると首を横に振った。

「すまなかった。もう絶対に、おまえをひとり置いていったりはしない」

　真剣な眼差しのまま、テオの整った顔が近づいてくる。テオは涙を掬うように、アンジェリカの眦にそっと唇を触れさせた。

「！」

　アンジェリカの心臓が跳ね上がる。

「また、抱き締めても、いいか？」

　顔を上げたテオは少し恥ずかしげにそう言うと、黒い瞳を眩しそうに細める。

　初めて見た表情だった。

「はい……」

　アンジェリカが頬を染めて頷くと、テオの腕がゆっくりと背後に回された。

　アンジェリカの身体がテオの胸の中にしまわれる。

「……っ」

　その温かな感触に、アンジェリカの目尻から再び涙が零れ落ちた。

　なんなのかしら、この気持ちは……？

　胸の奥が焦がれるようだった。テオに抱き締めてもらうことが、嬉しくて嬉しくて堪らない。

　テオの広い背中に腕を回して、アンジェリカもギュッと抱き締め返した。先ほどまでシャツを抱き締めることしかできなかったのに、本物のテオが腕の中にいる。幸せな気持ちが胸を占めた。

　そういえば……。

　アンジェリカは思い出して微笑んだ。

　テオが名前で呼んでくれたのは、初めてだった。
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　作業場には広い窓から暖かな午後の陽射しが差し込んでいた。

　その窓の下ではルディが本を読んでいる。部屋の中にはルーカスが鉋をかける音とテオが木槌でノミを打つ音が心地よく響いていた。

　アンジェリカは箒で床の木屑を掃き集めている。爽やかな木の香りがアンジェリカの身体を包んでいた。

　こうして作業場に三人が揃うことは今までにないことだった。

　アンジェリカはルーカスとテオ、ルディの姿をそれぞれそっと覗き見て、頬を緩ませた。

　その時、遠くから馬のひづめの音が近づいてきた。そしてその音が、ザクマン家の前で止まる。

「……？」

　不思議に思ってアンジェリカが顔を上げたときだった。引き戸がノックされる。アンジェリカは箒を置くと、急いで戸を開いた。

「はい、どちら様でしょうか……？」

　目の前に立っていたのは、かなり上等な身なりをした初老の男性だった。紺の上着には金色の釦が付いている。

「こちらがルーカス・ザクマンの家かな？」

　羽の付いた帽子を脱ぎながら男が訊ねた。

「は、はい」

　アンジェリカは戸惑いつつも返事をする。すると、傍にやって来たルーカスがアンジェリカの肩に手を載せると、「代わるよ」と小さく囁いてくれた。

「ルーカスは私ですが、何の御用でしょうか」

　男はルーカスの顔を一瞥すると、懐から丸められた羊皮紙を取り出した。

「私は皇太子さまの使いのものだ。ルーカス・ザクマンに皇太子さま直々のご依頼を伝えにやってきた」

「皇太子さまからの、ご依頼……？」

　ルーカスが不思議そうに眼鏡の奥の瞳を眇めた。

「ここに書かれていることはまだ内密の事柄なので絶対に口外しないで欲しいのだが」

　そう前置きをして、使者の男はルーカスに見えるよう羊皮紙を広げる。

「来年、隣国の姫君が皇太子さまの元へ嫁いでくることとなった。そこで姫君のために新しい宮殿を建てることになったのだが、これは、その宮殿内すべての家具をルーカス・ザクマン、おまえに製作を依頼したいという旨の書状だ」

「……！」

　アンジェリカを始め、その場にいたみんなが息を詰めるのがわかった。

　皇太子妃さまの宮殿の家具を、すべて、ルーカス様が……！

　途方もない栄誉な仕事だった。

　こんなお仕事がくるなんて、やはりルーカス様の腕は素晴らしいものだったのだわ。

　アンジェリカの心に改めてルーカスへの尊敬の念が芽生える。

「ここにも書いてあるが、人員は必要なだけ用意しよう。おまえが使いたい材料は国内外を問わず、仕入れることが……」

「申し訳ないのですが、私はもう家具は作らないのです」

　しかしルーカスは、使者の提案を検討することもなく、いきなり断りの文言を述べた。

「ル、ルーカス様っ!?」

　驚いたアンジェリカに、ルーカスは僅かに顔を伏せると、溜息混じりに呟いた。

「……私が家具を作ることは、もう許されないのだよ……」

「！」

　強い諦観が含まれたその小さな声音は、アンジェリカの胸に鋭い痛みを走らせた。

「まあ、そう返事を急がずともよい」

　苦笑しながら、使者の男が言葉を挟んだ。

「おまえがもう家具を作っていないことは聞き及んでいたが、こうしてやってきたのは、先日訪れた伯爵家で、おまえの作った家具を一目で気に入られた皇太子さまたってのご希望だからだ」

　使者は羊皮紙を元のように丸めると、ルーカスの胸もとに押し付ける。

「この名誉ある仕事を遂行したのちは、王家御用達の職人としてこの先仕事に困ることはないであろう。明日、私はこの先の村に用があるので、また寄らせてもらう。その時までにこの書状を読んでよく考えておきたまえ」

　使者の男は帽子をかぶり直すと、身を翻し、出て行った。馬のひづめの音が遠ざかっていく。けれども全員が何の言葉も発さず、その場で固まったままだった。

「……親父の好きにすればいい」

　しばらくして、テオの低い声が聞こえた。

　アンジェリカが顔を向けると、テオは持っていた道具を作業台に置き、ダイニングへと続く扉から作業場を出て行った。

　テオ様……。

　アンジェリカは不安げにルーカスの顔を仰ぎ見る。

「私は……、野菜に水を遣ってくるよ」

　ルーカスもそれだけを言うと、引き戸を開けて外へと出て行ってしまう。

　王家からの仕事の依頼さえも断ってしまうほど、ルーカス様は亡くなられた奥様のことを、そして傷つけてしまったルディ様のことを、今でも気に病んでらっしゃるのだわ……。

「アン……」

　袖が引っ張られる感覚がして俯くと、ルディの震える指先が縋りついていた。

「ルディ様……」

　ルディは今にも泣きそうな顔つきでアンジェリカの袖を握ったまま、キュッと下唇を噛んだ。

『僕……、父さんにも本当に好きなことをして欲しいんだ』

　添い寝をした時のルディの言葉が思い出される。

　ルディ様はルーカス様に家具のお仕事をして欲しいのに……。きっと、テオ様も……。だけどルーカス様のお気持ちを察して、何も言えないのだわ。

　ルーカス、テオ、ルディそれぞれの気持ちを想いながら、アンジェリカはルディの冷たい指先を自身の両手でそっと包み込んだ。





＊






　その夜、アンジェリカは屋根裏部屋のベッドに座り、天窓を見上げていた。

　夜空には雲が多く、星たちの姿は見えない。

　明日にはまた、皇太子の使者がやってくる。しかしこのままではルーカスが依頼を受けることなどないだろうと、アンジェリカは思った。

　ルーカス様にとって、ザクマン家にとって、またとない機会なのに……。

　やっと三人の想いが近づき始めたと思った矢先だった。

　また、ルーカス様、テオ様、ルディ様の心が、離れていってしまう……。

　アンジェリカはやるせない気持ちに、ブラウスの胸元をギュッと握り締めた。

　ルディ様はルーカス様を責めてなどいらっしゃらないのに……。

　アンジェリカを見上げたルディの哀しげに潤んだ瞳を思い出す。

『……私が家具を作ることは、もう許されないのだよ……』

　そして亡くなった妻やルディのことを想い、皇太子の依頼さえ断ろうとするルーカスの心境にも胸が苦しくなった。

　アンジェリカはベッドから立ち上がると、そわそわと部屋の中を歩き回ってしまう。

「どうしたらよいのかしら……」

　思わず声に出して呟く。

　ルーカス様にルディ様のお気持ちを伝えられたら……。

　しかし以前にも、ルディのことを伝えようとしたアンジェリカの言葉をルーカスに遮られたことが思い出された。

「それに……、奴隷の私は、ご家族のこと、ましてやルーカス様のお仕事に対して何かを進言できる立場にはないわ……」

　そうわかってはいても、自分にできることはないかと考えあぐねてしまう。何度目かの溜息を吐いたときだった。

　荷物が積まれた部屋の隅で小さな物音が聞こえた。

「きゃっ」

　アンジェリカが途端に身を固くし、驚いた視線を向けると、『カタン』と何かが滑り落ちる音と同時に小さな影が走り去っていくのが見えた。

「ね、ねずみ……かしら？」

　物置として使われていたこの屋根裏部屋には、アンジェリカのベッドの他に、道具などを詰めた木箱や日頃使われない雑多な品々が片隅に置かれていた。

　自身の身体を抱き締めるようにして音がした場所に恐る恐る近寄ってみる。するとそこには、一冊の赤い表紙の本が落ちていた。

　さっきの物音はこれが落ちてきた音なの……？

　もしまだ読んでいない本ならば、ルディが喜ぶかもしれない。

　アンジェリカはその赤い本を拾い上げた。そして中をパラパラと捲ってみる。

「……？」

　しかし、ページに書かれていたのは、手書きの文字だった。

「これは、一体……？」

　アンジェリカは燭台に火を灯した。その下で改めてページを捲る。

　文面を読み進めてみると、アンジェリカは驚きに目を瞠った。

『七月二十一日。今日は目を離してしまった隙に、テオとルディが服のまま川に入って遊んでしまった。ふたりしてびしょ濡れになってしまって……。ルーカスが叱ってくれたのだけれど、まったく聞いていない様子だった。本当に困った子供たち。でも仲の良いテオとルディは私の大切な宝物……』

　表紙に戻ってよく見てみると、『サンドラ』と署名がしてあった。

　それは、テオとルディの亡くなった母親、そしてルーカスの妻であったサンドラが書いた日記だった。

　そういえば、奥様が亡くなられたあと、ルーカス様はこの屋根裏部屋に荷物をすべてしまい込んでしまったとルディ様が仰っていたわ。そのあと、ルディ様が元に戻した際に、忘れられたものなのかも……。

　アンジェリカは再び、日記帳に視線を落とす。

　ルーカス、テオ、ルディの何気ない日々が書き綴られているだけなのだが、その眼差しは慈愛に満ちていた。

　私のお母様も、もし生きていらしたら、こんなふうに私のことを想ってくださったのかしら……。

　アンジェリカは切なさに胸が締め付けられた。自身の母親に想いを重ね、ついついページを捲る。

　しかし、次第にその文面の筆跡は弱々しいものになっていった。サンドラの病状が進んだのだろう。

　そして、アンジェリカの指先が最後のページに辿り着いた。

「……っ」

　それを読み終えたアンジェリカは、日記帳を胸に抱き締めた。

　天窓の外では強い風が吹いているのか、夜空を覆っていた雲は流れ去っていた。アンジェリカは現れた小さな星々を、決意を持って見上げた。
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　翌日の午前中、予告どおり、使者は再びやってきた。

　昨日と同じ、品のある格好をした初老の男は、帽子を脱ぐとルーカスの顔を見つめた。

「では、返事を聞かせてもらおうか」

　テオは腕を組んで、何の表情も読み取れない顔つきでじっとルーカスの背中を見つめている。その陰に隠れるように、ルディが不安げな瞳を揺らしながら俯いていた。

　ルーカス様はどう返事をなされるのかしら……。

　一晩を経て、ルーカスの考えが変わっていることを願っていた。

　アンジェリカは後ろ手にあの赤い日記帳を握り締めると、一縷の望みをかけて、ルーカスを見守る。

　ルーカスは眼鏡の奥の瞳を僅かに伏せ、小さく息を吐くと、口を開いた。

「昨日も申し上げましたとおり、私はもう……」

　やはり断る気なのだ。

「ま、待ってくださいっ、ルーカス様！」

　アンジェリカは勇気を振り絞って、ルーカスの言葉を遮るように大きな声を上げた。緊張で心臓が痛いくらいに脈打っていた。

　ルーカスが眉を顰めて、アンジェリカを振り返る。テオとルディも驚いたように身動ぎをした。

「ど、奴隷の私がルーカス様のお仕事に口を挟むのはおこがましいことだとわかっております。ですが、お返事をなさる前に、これを読んでいただきたいのです！」

　アンジェリカは日記の最後のページを開いて、ルーカスに向かって差し出した。

「これは……？」

　ルーカスが眼鏡のブリッジを中指で押し上げながら、不思議そうな顔をしてそれを受け取る。

「亡くなられた奥様の日記です」

　アンジェリカが答えると、背後にいたテオとルディが息を呑むのがわかった。

「どうして、こんなものが……」

　ルーカスは途端に痛みを感じたように顔を歪め、日記帳をアンジェリカの手に押し戻そうとする。

「昨日、屋根裏部屋で見つけたのです。それで、どうしてもルーカス様に読んでいただきたくて」

　アンジェリカはそれを受け取らず、大きく頭を下げた。

「お願いしますっ！」

　アンジェリカを見下ろしたルーカスは、深い溜息を吐いた。そして、諦めた顔つきになると、眇めた目で手元の文面をなぞり始めた。

「…………」

　静かな時間が流れた。

　アンジェリカは固唾を飲んでルーカスの様子を見守る。すると、ルーカスの顔から次第に強張りが解けていった。

　日記の最後のページには、サンドラからルーカスへのメッセージが書かれていた。

『愛するルーカス。

　早くに両親に先立たれ孤独に過ごしていた私に、あなたはテオとルディという宝物をくれましたね。大切なふたりの子供たちと一緒に、家具を作っているあなたの姿を見ているだけで、私はいつでもとても幸せでした。

　しかし私たちは社会の変革で苦しい時期を迎えてしまいました。

　それでもあなたの作りだす家具は以前と変わらない温かさを持っていました。それがどんなにか私を支えてくれていたか、あなたはご存じないかもしれませんね。

　使う人をこんなにも幸せな気持ちにしてくれる家具は他にはないのですもの。

　どうかこれからもあなたの家具を通して、たくさんの人々に幸せを届けてください。あなたにはその力があるのですから。

　私はもうすぐ傍にはいられなくなりますが、ずっとずっとあなたと子供たちを見守り続けています。

　愛をこめて。サンドラ』

　サンドラは、お金がないことを恨んだりしてはいなかった。ましてや、ルーカスに家具作りをやめて欲しいなど微塵も考えてはいなかったのだ。

　奥様は最期まで幸せだったのだわ。

　アンジェリカは日記の文面を思い出しながら、思い切って口を開いた。

「奥様は、ルーカス様に家具を作り続けて欲しいのです。それに……、ルディ様も……」

「父さん……」

　ルディが不安げな表情でルーカスに近づく。

「ぼ、僕……、父さんには、好きなことをやって欲しい」

　弱々しい声ではあったが、ルディの口からその想いが堰を切ったかのように零れ出す。

「家具を作ってた父さんは本当に楽しそうだった。……生き生きとしてた！　だからまた、家具を作る嬉しそうな父さんが、僕、見たいんだ……！」

　ルディ様……。

　懸命に想いを伝えようとするルディの姿に、アンジェリカの胸の内が震える。

「…………」

　無言だったルーカスの手元で、パタリ、と日記帳が閉じられた。そして眼鏡を外す。同時に、その瞳から大きな涙の粒がポタリと表紙に落ちた。

「父さん……!?」

　心許なく震えるルディの肩をルーカスが片腕で抱き寄せる。

「！」

　ビクリと身体を揺らし、ルディがルーカスを見上げた。

「親父」

　沈痛な面持ちのテオもふたりの傍に近寄った。

「すまなかった……」

　ルーカスが絞り出すような声で言った。

「ずっと、責められているとばかり思っていた。私はサンドラのことも、テオ、ルディおまえたちのことも、信じていなかったのだな……」

「父さん……っ！」

　ルディが堪えきれないように嗚咽を漏らした。

　テオがルーカスの手から日記帳を受け取ると、ルーカスはルディの身体を両腕で抱き締めた。

　テオは日記を開き、文面を読むと、ふっと目元を緩ませる。そしてアンジェリカに視線を向けた。

「ありがとう、アンジェリカ」

　その優しい声音に、アンジェリカは首を横に振りながらも、我慢していた涙が溢れてきた。

　昨日の晩、私がこの日記帳を手にしたのも、ルーカス様を想う奥様の計らいなのかもしれない……。

　テオは日記帳を手の内に握り締めると、ルーカスに向き直った。

「俺は、どんなものでも真摯に作り続ければ、職人の道に通じていると親父の背中から教わった。だから俺は何を作るにしても真面目に取り組んできた。そんな親父の教えは正しかったと思う。だが……、」

　テオの瞳がまっすぐにルーカスを見据えた。

「自分の腕をふるうせっかくのチャンスを自らふいにするのは、真の職人とは言えないと思う」

　テオの言葉に、ルーカスは驚いたように瞳を見開いた。しかし、すぐにふっと柔らかな笑みを浮かべると、テオに向かって力強く頷いてみせた。

　アンジェリカは頬に伝う涙をそっと手の甲で拭った。そして温かな気持ちでルーカスとテオ、ルディを見つめる。

　縋りつくように泣いているルディの背中をさすりながら、ルーカスは改めて使者の前に立った。

「皇太子さまにお伝えください」

　ルーカスの瞳には何の迷いもなかった。

「ご指名いただき光栄に存じます。姫君のために存分に力を発揮させていただきます、と」
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　皇太子の使者が帰ると、アンジェリカは昼食の準備に取り掛かった。

　いつもより時間をかけてすべての支度を終えると、屋根裏部屋の木箱の中から広いテーブルクロスを持ち出してくる。赤と白の格子柄のクロスは、サンドラが生きていた頃には食卓で使われていたものなのだろう。

　料理を詰めた籠を右手に、クロスを左手に持つと、アンジェリカは作業場に顔を出した。

「皆さん、今日はお天気もいいので、外でお昼にしませんか？」

　そう声をかけると、窓の下で本を読んでいたルディがすぐさま立ち上がって喜色を浮かべた。

「外で？　もしかしてピクニック？」

「ええ、そうです」

　アンジェリカも笑顔で頷くと、ルディが飛び跳ねた。

「やった！　僕、外でご飯食べるの大好き！」

　ふっと腕が軽くなったので顔を上げると、持っていた籠をテオが掴んでいた。

「俺が持つ」

　一言そう言うと、テオは引き戸へと歩き出す。

「ありがとうございます、テオ様」

　その背中に微笑みかける。

「アンジェリカ」

　ルーカスが腕カバーを外しながら近づいてきた。

「私も持つよ」

　アンジェリカの手からテーブルクロスを受け取った。

「ありがとうございます」

「アン、早く行こう！」

　持つものがなくなったアンジェリカの腕にルディが絡みついてきて、ねだるような声を出す。ルーカスが作業場の戸を開くと、零れるような陽の光がアンジェリカのブルーグレイの瞳に飛び込んできた。
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　ルーカスとルディがテーブルクロスの両端を持ち、小川の傍の大樹の下に広げてくれた。テオがその上に籠から出した料理を並べ、みんなが腰を下ろす。

「パンケーキだ！」

　ルディが嬉しそうに長い睫毛を瞬かせた。

　ルディの大好きなふわふわのパンケーキには、アンジェリカお手製の甘酸っぱい木苺のジャムが掛けられている。

　中央の皿にはルーカスが育てたローズマリーで風味付けしたチキンのグリルとオリーブのピクルス。くり抜かれたカボチャには、その実で作られた黄色いスープが満たされていた。隣の皿に盛られたシナモン味の焼きリンゴの赤とぶどうの瑠璃色が彩りを添えている。ティーポットには甘い紅茶がたっぷりと入っていた。

「さあ、どうぞ」

　アンジェリカはグラスに香りの高いリンゴ酒を注ぎ、それぞれに手渡す。

「みんな、」

　グラスを持ったルーカスが少しだけ強張った眼差しで全員の顔を見渡した。

「私はまた、家具を作る。これからとても忙しくなると思うが、どうか協力してほしい」

　ルーカスの言葉に、ルディがワクワクとした顔をテオに向けた。ふたりは一度視線を合わせたあと、ルーカスに向き直る。

「ああ」

　テオが深く頷く。

「もちろん！」

　ルディも明るい声で返事をした。

　するとルーカスは込み上げてくるものを抑えるように、一瞬声を詰まらせたが、すぐにいつもの穏やかな表情に戻った。そして、ひとりひとりの瞳をしっかりと見つめる。

「テオ、ルディ、そしてアンジェリカ。みんなのお陰だ……ありがとう」

　少ない言葉ながらも、ルーカスの決意、そして想いは充分に伝わってきた。アンジェリカは喉元に込み上げてくる熱い塊をリンゴ酒で飲み下した。

「ねぇねぇ、僕、早くパンケーキ食べたい！」

　ルディが待ちきれないといった期待の籠った碧い瞳をアンジェリカに向けてくる。

「はい、ルディ様」

　アンジェリカが笑顔でパンケーキをよそった小皿を差し出すと、「いただきます！」と、ルディの喜びに溢れた声が辺りにこだました。

　アンジェリカはカッティングボードの上でパンを切り分け、チーズとハムでオープンサンドを作ると、隣のルーカスに手渡す。

「うん、美味しい！」

　ルーカスが一口齧って、笑みを見せた。

　アンジェリカもカボチャのスープを口に運ぶ。カボチャの自然な甘さとミルクのコクのおいしさに、思わず顔が綻んだ。口当たりのいい木製のスプーンはルーカスが作ったものだ。

　アンジェリカはそっと視線を上げ、向かいに座るテオの様子を窺った。すると、チキンを頬張っていたテオと目が合う。

「！」

　テオは頬に微かな笑みを滲ませ、頷いてくれた。

　途端にアンジェリカの胸は高鳴り、頬が染まる。

　絶え間なく聞こえる小川のせせらぎが耳に心地いい。抜けるような青空では大きな鳥が優雅に円を描いていた。優しい風が野原の草花をそっと揺らす。

「アン、僕このジャム大好き！」

　そう言って微笑むルディの金色の髪が、葉陰から漏れる陽射しに輝いていた。

　お父様……。私はザクマン家の皆様をとても大切に思っています。

　アンジェリカは自身の想いに素直に向き合った。もう、自分の想いに戸惑うことはなかった。

　いつかお父様にもご紹介したい……。それまで、どうかご無事で……。

　アンジェリカは空を見上げ、祈るように胸もとで手を組んだ。
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　夜も更け、屋根裏部屋に戻ろうとしたアンジェリカだったが、作業場の灯りが扉の隙間から漏れているのに気がついた。そっと扉を開けると、中ではテオがひとりで作業をしていた。

「まだ、お眠りにはならないのですか？」

　アンジェリカが声をかけると、テオが驚いたように振り返る。

「い、いや。もう片付けているところだ」

　そう返事をしたテオの手元にあったのは木彫りの女神像だった。

　テオの他の作品同様、風に翻る衣装のドレープなど、その造形は素晴らしかった。凛とした佇まいや顔つきは神々しいが、こちらを見つめる慈愛に満ちた眼差しは、見る人の心を和ませる。

「すごく……、心がホッとする像ですね」

　アンジェリカなりの言葉で感想を伝えると、テオが僅かに眦を染めた。

「この女神は、おまえをモデルに彫ったんだ」

「え！　私を、ですか!?」

　思いもよらない返答に、アンジェリカは驚きの声を上げた。

「そんな、私はこのように神々しくはないですし、そもそも女神だなんて……」

　戸惑いを言い募るアンジェリカに、テオがクスリと笑みを漏らす。

「いや、アンジェリカを想像しながら彫ったら、こうなったんだ」

　テオは女神像を作業台に置くと、アンジェリカに向き直った。

「でも、まだ足りない。完璧に仕上げるために、もっとおまえのことが知りたい……」

　言いながら、テオはアンジェリカの柔らかなプラチナブロンドの髪を掬い上げる。

「テオ様……？」

「首筋はこうなっているのか……」

　テオは囁きながら、腰を屈めて、露わになったアンジェリカの襟足に唇を押し当てた。

「あ……」

　濡れた唇の感触と首筋に当たるテオの微かな吐息に、あえかな声が零れてしまう。

「ん……、テオ、様……」

　恍惚とした感覚に思わず目を瞑る。

「様、は要らない」

「で、でも……」

「せめてふたりだけのときは、テオと呼んでくれ」

　耳元で囁かれた低い声に、身体の中央が溶かされていく感覚がした。アンジェリカは淡桃色の唇を僅かに開いて、震える小さな声でその名を口にする。

「……テ……オ……」

「それでいい」

　返事をしたテオの声音は、これまでに聞いたことのないほど飛び切り優しいものだった。目蓋を開けると、砂糖菓子のように甘い眼差しが自分を見つめていて、心臓が切なく締め付けられた。なぜか、涙がこみ上げてきそうになる。

　テオ様に見つめられると、どうして、こんなに胸が苦しいの……？

　アンジェリカは自身の胸の痛みに、潤んだ瞳を彷徨わせる。

「ほら、もう一回」

　テオの指先がアンジェリカの顎先に添えられた。上を向かされ、テオの精悍な顔立ちを見上げる形となる。視線が絡んだ。

「もっと、呼んでみてくれ」

　促され、アンジェリカは自身の内から溢れてくる感情に衝き動かされるかのごとく、唇を開く。

「……テオ……」

　零れ出た声に、テオはやっと満足そうな吐息をついた。

「アンジェリカ」

　顎に添えられた指先の感触はとても優しいものなのに、テオの瞳はアンジェリカの身も心も焼き尽くしてしまいそうなほど熱い色を孕んでいた。その瞳が段々と近づいてくる。熱に全身が囚われ、膝から頽れてしまいそうだった。

「俺はおまえのことを、もう……」

　テオの吐息が頬にかかる。アンジェリカの心臓が痛いほどに鼓動を刻む。そして、お互いの唇が今にも触れそうになったときだった。

「アン？　ここにいるの？」

　探るような声がしたかと思うと、目元を擦りながら、扉を開けてルディが入ってきた。

「……！」

　のけ反るようにして、テオとアンジェリカは離れた。

「ど、どうなさったんですか、ルディ様」

　アンジェリカが慌てて声をかけると、ルディが駆け寄ってくる。

「眠れないの……。あれ？　兄さんもいたの？」

　そう言って怪訝そうにテオの姿を見やった次の瞬間、ルディはアンジェリカの首元に手を回してギュッと抱きついてきた。

「ル、ルディ様!?」

「兄さん、アンを独り占めしてたんだね？　ずるい！」

　頬を膨らませたルディが不機嫌な声を出す。

「僕、アンに添い寝してもらうんだから！」

「そ、添い寝……？」

　その単語を口にしたテオの片頬が引き攣った。

「そうだよ。あれ？　やっぱり気づいてなかった？　前にも僕、アンに添い寝してもらったことあるんだ！　寝つきがよくて、一度寝たら何があっても起きない兄さんには必要ないだろうけど」

　ルディはアンジェリカの首筋に顔を埋めて小悪魔のようにほくそ笑んだ。

「おまえ……っ」

「テオ様、ルディ様!?」

　アンジェリカはおろおろとふたりの顔を交互に見やる。

「やけに楽しそうだね」

　穏やかな声がして振り向くと、入り口にルーカスが立っていた。

「すみません、起こしてしまいましたか？」

　慌てて謝ると、ルーカスは「いやいや、大丈夫だよ」と言いながら中に入ってくる。

　ルーカスはサンドラの部屋で寝起きをすることにしたようだ。元々は夫婦の寝室だったらしい。

「もしかして父さんもアンに添い寝してもらいたいの？」

　ルディは警戒するようにアンジェリカを抱く腕に力を籠めた。まるで自分のものだと主張するようなその行為に、テオがルディの顔を横目で睨み付けている。

「アンジェリカに添い寝してもらえば、それはそれはいい夢が見られそうだね」

　そう言って目尻を下げて笑ったルーカスの顔は、アンジェリカも思わずドキリとしてしまうほどに甘い。しかしルーカスはふっと真面目な顔つきに戻ると、アンジェリカに眼鏡の奥の瞳を向けた。

「実は、アンジェリカに頼みがあって来たんだ」

　ルーカスの手には小さな木箱が握られていた。

「これはあなたのお陰でできた最後の淫具なんだ。これをお客様に届けて欲しい」

「私が……ですか？」

　戸惑うアンジェリカの手にルーカスは木箱を持たせた。

「先方のご婦人の使者から、商品を届けるのは女性にしてほしいと、言い添えられているのだよ。なのですまないが、頼まれてくれるね？」

　ルーカスは革でできた小さな巾着袋もアンジェリカの手に渡し、微笑んだ。

「これは馬車の路銀だ。余った金は何か好きなものでも買ってきなさい」

「え……！」

　アンジェリカは驚きに目を瞠った。

「女性には色々と必要なものもあるだろうに、行き届いていなくてすまないね」

　ルーカスは眼鏡のブリッジを押し上げながら申し訳なさそうに言った。

　奴隷の私にお金を持たせて遠出させてくれるなんて……。しかもお小遣いまで……。

　アンジェリカの胸にルーカスの優しさが染み渡った。

　……きっと、お使いは建前で、息抜きに外に出してくれようとなさってるんだわ。

　しかしそのルーカスの心遣いを受け取る資格が自分にあるのか、アンジェリカの瞳は揺らいだ。

「ルーカス様……」

　アンジェリカは意を決してある疑問を口にする。訊かなくてはとずっと思っていた。だが、怖くて訊けずにいたのだ。

「これは……最後の淫具だと仰いました。ルーカス様はもう、淫具を作られないのですよね？」

「あ、ああ、そうだね」

　ルーカスが不思議そうにアンジェリカを見返す。

　最初にルーカスは、淫具の実験のために奴隷を買ったと言っていた。ということは、淫具を作らなくなったザクマン家にアンジェリカはもう必要ないということだった。

　アンジェリカは絶望的な気持ちになり、胸が引き裂かれるような痛みを感じた。

「でしたら、もう必要のない私など、どこかへ売ってしまわれたほうが……皆様のご負担には……」

「何言ってるんだ！」

　アンジェリカの声を遮ったのはテオだった。

　その声音には呆れにも似た、強い怒りが含まれている。

「おまえが必要ないわけがないじゃないか」

「そうだよ、アン！　ずっと僕たちの傍にいてよ！」

　胸元のルディが泣き出しそうな声を上げる。

「アンジェリカ。あなたはもう奴隷などではない。このザクマン家にとって必要な人間なんだ」

　そう言ったルーカスは、アンジェリカの不安を包み込むような優しい目をしていた。

「いや、反対にお願いしなければならないね。よければ、ずっとこの家でともに暮らしてはくれないだろうか？」

「……っ」

　三人の言葉に、アンジェリカの声が詰まった。

　ここで、ザクマン家の皆さんと、これからも一緒に居られる……。

　先ほどまでの不安を塗り替える、喜びと安堵で胸がいっぱいになった。

「……皆さん！」

　視界が涙で滲む。

「ありがとうございます……！　これからも……、どうぞよろしくお願いします……っ！」

　アンジェリカはルーカス、テオ、ルディの顔を順に見つめて、涙の溢れた瞳のまま微笑んだ。三人もホッとしたように笑みを返してくれる。

「今日はもう、ゆっくり眠りなさい」

　ルーカスはアンジェリカの頭を優しく撫でたあと、作業場を出て行った。

「おまえ、いい加減に離れろ」

　すると苦虫を噛み潰したような顔つきのテオが、ルディの肩を掴んだ。

「やだっ、僕はアンと寝るんだっ！」

　しかしルディはアンジェリカの胸元に顔を擦りつけながら、イヤイヤと抵抗する。

「あ、あの……、おふたりともっ」

　アンジェリカを取り合うふたりに、困惑の声を上げるが、聞いてもらえない。

「眠れないなら、俺が添い寝してやる！」

　テオはそう言って、アンジェリカから力づくでルディを引き剥がした。

「えっ、絶対やだよ！　アン助けて！」

「いいから来い！　アンジェリカも早く寝ろよ」

　喚いているルディを無理やり引きずって行きながら、テオが声を上げた。

「は、はい……っ！」

　騒々しくもテオとルディも出て行き、作業場にひとりになると、アンジェリカは思わず笑みを漏らした。

　おふたりは仲良しに……なられたのかしら？

　アンジェリカは木箱と革袋を大切に抱えて、自身も屋根裏部屋へと戻るため、作業場を後にした。
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　アンジェリカは揺れる馬車の窓から、流れていく景色を見て心躍らせていた。ザクマン家から遠出するのは初めてだった。晴れた空には白い雲がたなびいている。隣にはテオが座っていた。

「大丈夫か？　酔ってはいないか？」

　心配げに訊ねてくれるテオにアンジェリカは笑顔を返した。

　馬車はルーカスに頼まれた淫具を届けるため、街へと向かっていた。

　地理のわからないアンジェリカを、街に用事があるというテオが、客の貴族の家まで送ってくれることになっていた。

「今頃ルディ様、泣き止んでらっしゃるといいのですが……」

　アンジェリカは窓から馬車の中へと視線を移すと、ルディの様子を思い出して声を落とした。自分も付いてくると言って聞かないルディを、何とか宥めて出かけてきたのだ。

「放っておけばいいんだ。前にあいつを連れてきたときは馬車酔いで、仕事どころじゃなくなったんだからな」

　呆れたように言いつつも、先ほどアンジェリカを気にかけてくれたように、テオはルディのことも気遣うのだろう。

「ふふっ」

「なんだ？」

「いえ」

　アンジェリカは頬を緩めると、不思議そうにこちらを見つめるテオから、また窓へと視線を戻した。

　しばらくして馬車が止まると、アンジェリカとテオは街の中央に降り立った。

　たくさんの人々や荷馬車が行き来している大通りだ。アンジェリカの住んでいた町の通りより何倍も大きかった。

　帰りに、お父様へ送る便箋を買って帰ろう。

　アンジェリカがそんなことを思っていると、「こっちだ」とテオの声が聞こえ、慌ててその背中を追いかけた。

　テオは混雑した街中も勝手知ったるといった具合にすいすいと進んでいく。

「よお！　テオ」

「ああ、アイグナーの旦那」

　店の前を箒で掃いていた年配の男に声をかけられ、テオは軽く手を上げた。

「こないだ納品してもらった木皿で料理を出したら、客の評判がすごくいいんだ！　もう一セット頼めないかな」

「わかった。親父にも言っとく。いつもありがとな」

　テオは気さくに返事をすると、また歩を進める。

　そういえば、テオ様とルーカス様はお仕事でこの街にはよく来てらっしゃるのだったわ。

　アンジェリカは思い返した。

　テオが客に相対するのを初めて見たアンジェリカは、弾んだ心持ちでその大きな背中についていく。

「まあ、テオじゃないか」

　すると今度は、エプロンを付けた豊満な身体付きの中年女性に声をかけられた。

「今日もいい男だねぇ」

　女性はテオを上から下まで眺めると、親しげな笑みを見せる。

「注文の品は今作ってる。期日までには必ず届けるから」

　テオはそう答えて歩き出そうとしたが、女性はテオの腕を掴んで引き留めた。

「それよりもエイミーがまた寄って欲しいって言ってたわよ」

　女性はテオの耳元で囁くように言うと、意味ありげなウインクをした。

「そのうちな」

　テオはすげなく答えると、女性の腕からすり抜け、また歩き出す。

　その後もテオは何人もの男女に声をかけられた。

「…………」

　アンジェリカはテオの背中を追いながらも、先ほどの中年女性の態度や、口にした女性と思しき名前に、なぜか心がツキンと痛んでいた。

　アンジェリカは外に出て初めて気がついた。

　テオの見た目だ。女性が放っておくはずはない。

　それに……、本当はとてもお優しい方ですもの……。

　テオの無骨な優しさを思い出すと、胸の奥がキュッと切なく締まる。

　エイミー……。

　その名に、アンジェリカは息苦しさのようなものを覚えた。そっと胸もとに手を添える。

　この苦しさは一体……？

　アンジェリカの胸の内でぐるぐると不安と焦燥が渦を巻く。

　今日だって、テオは街に用があると言っていただけで何の用事なのかは教えてもらっていなかった。

「また寄って欲しいって、どんな御用なのかしら……」

　思わず声に出して呟いて、ハッと我に返った。

　追いかけていたはずのテオの背中が見当たらない。

　いつの間にか、アンジェリカは人波に呑まれ、テオとはぐれてしまっていた。

「テ、テオ様」

　名を呼びながら駆け出す。けれど逆行してくる大勢の人に、ほとんど前に進めない。アンジェリカの胸に大きな不安が押し寄せてくる。

　次の瞬間、ぐいっと腕が引っ張られた。

「きゃ」

　驚いて顔を上げると、そこにはテオの姿があった。人波を掻き分け、戻って来てくれたようだ。

「人が多いからよそ見をするな」

「すみません……テオ様」

　叱るような声音にアンジェリカはしょんぼりと項垂れた。

　お仕事で来ているのに、私、余計なことを考えて、テオ様にご迷惑をかけてしまったわ……。

「どうしたんだ？　おまえ、やっぱり気分でも悪いのか？」

　頭上から聞こえるテオの声が心配そうなものに変わり、アンジェリカは慌てて顔を上げた。

「い、いえ、なんでも、なんでもありません！」

　思いきり顔を左右に振る。しかし、その瞳に表れた憂いの色は隠せない。

　テオはアンジェリカの顔を見て小さな溜息を吐くと、短髪の黒髪を乱暴に掻き上げた。

「あの……さっきのあれは、以前鍋の修理を頼まれた酒場の女将だ。鍋を届けたついでに調子の悪い窓も直してやったら、給仕の女も自分ちの窓をやってくれとうるさいだけで……」

　テオはそこで言い淀んで、困ったような、照れたような顔つきになった。

「なんていうか、おまえが気にすることは何もない」

「テオ様……」

　アンジェリカの胸にじんわりと温かい火が灯ったかのようだった。

「……あと、ふたりだけのときは様を付けるなと言っただろう」

　テオが少し拗ねたような口調になった。

「あ……」

　テオの指摘にアンジェリカは思わず口元を押さえる。

「ほら、行くぞ」

　気恥ずかしさを押し隠すように即座に前を向いたテオは、アンジェリカの腕を掴んだままだった。

　テオはアンジェリカの手を引いて、街並みの中を進んでいく。手のひらに伝わってくる体温を感じつつ、その大きな頼もしい背中を見ていると、アンジェリカの胸は高鳴り、そして同時にとても安心できた。アンジェリカがテオの手のひらをキュッと握り締めると、テオもまた力強く握り返してくれる。トクンと心臓が跳ねた。

　路地の角を曲がると広場に出た。広場にはたくさんの露店が並んでいた。どの店も活気に溢れ、賑わっている。そしてまたいくつかの路地を抜ける。

「ここだ」

　テオが住所の書かれた紙片から顔を上げた。つられて振り仰いだアンジェリカの目に映ったのは、眩しいほどの白い外壁に緑青色の屋根が映える瀟洒な建物だった。ここが依頼主である、貴族の女性の屋敷なのだ。

「俺の用事が終わったら迎えにくるから。いいか、必ずここで待っていろよ？」

　先ほどはぐれそうになったせいか、テオは不安げな顔つきでアンジェリカの瞳を覗き込んでくる。

「わかりました。必ずここで待ってます」

　アンジェリカはしっかりと頷いた。

「連れてきてくださり、ありがとうございました、テオ」

　そう付け加えると、テオは一瞬ハッとしたような表情になった。が、すぐに満足げな笑みを見せる。

「じゃあ、アンジェリカ、またあとで」

　テオも名前を呼んでくれると、背を向け、雑踏の中に消えていった。

　私も、お仕事を頑張らなくては！　せっかくルーカス様が与えてくださった機会なのですもの。

　アンジェリカは決意を新たにすると、金色の門扉の前に立っている門番の男に声をかけ、用件を伝えた。すると話が通っていたのか、アンジェリカはすぐさま門の中に誘いざなわれた。
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　門番の後に続いて、手入れの行き届いた前庭に足を踏み入れる。屋敷まで真っ直ぐに伸びた石畳の両脇には、色とりどりの薔薇が咲き誇っていた。

　なんて素晴らしい……！

　アンジェリカは心の内で讃嘆の声を漏らした。うっとりするような香りが鼻先を掠める。

　庭奥にある刈りこまれた樹木の傍には美しい女性の像が立っていた。

　テオ様にも見せて差し上げたかったわ……。

　アンジェリカがこんな時に思い出すのもテオのことだった。

「こっちだ」

　門番は正面の屋敷への道を外れると、庭木の鬱蒼と茂る小路へと向かい始める。

「は、はいっ」

　慌ててその後を追う。木々のアーチをくぐり抜けると、目の前に現れたのは別邸だった。

　まあ、可愛らしい……！

　アンジェリカがそう思ってしまうほど、小さな薄桃色の建物だった。

「中で待っているように」

　そう言い置かれて、アンジェリカはひとり扉から中へと入った。

「……まあ！」

　しかしアンジェリカは感嘆の声とともに部屋の入り口で思わず立ち尽くしてしまった。その内装は外観とは違い、とても絢爛だったからだ。

　まずアンジェリカの目に飛び込んできたのは、天井から吊り下げられた煌びやかなシャンデリアだった。いくつもの蝋燭が配され、その下には涙型にカットされたガラスがキラキラと輝いていた。

　明るい陽光が入る窓にはたっぷりと襞を持たせたカーテンがかかっている。そのえんじ色とアイボリー色の壁とが暖かな空間を生み出していた。豪華な花模様のソファには、同じ生地で作られたクッションも置かれている。奥には天蓋付きのベッドが鎮座していた。そして、火は入っていないが暖炉もあった。

　アンジェリカは懐かしい気持ちで暖炉に近づいた。アンジェリカの屋敷にもあったからだ。

　こんなに可愛らしい別邸を持つご婦人とは、どんな方なのかしら。

　手提げ籠から淫具の入った木箱を取り出し、楽しみにしていたときだった。

「やあ、やっと会えましたね」

　突然、背後で声が発せられた。予想外の男性の声にアンジェリカは驚いて振り返る。

「！」

　そして、すぐさまその顔を引き攣らせた。心臓が警鐘を鳴らすかのように、激しい鼓動を打ち始める。

「ほう、わたくしが思っていた以上に、お美しくなられて」

　耳障りな粘着質な声音。狡猾な蛇のような目。青白い顔に特徴的な細い眉。

　アンジェリカの全身にねっとりとした視線を這わせているのは、父を裏切った、あのダニエル・バーゼントだった。

「ど、どうして、あなたがここに!?」

「どうしてって、ここはわたくしの屋敷なのですよ」

　バーゼントは肩を竦めて嗤うと、靴音を響かせてつかつかとアンジェリカの元へと歩み寄ってくる。アンジェリカは怯えたように後ずさったが、背中に暖炉が当たってしまい逃げられない。バーゼントは伸ばした中指でアンジェリカの顎先を持ち上げた。

「淫具屋でどんな調教をされたのやら……。あの頃とは比べ物にならないほどの格段の色気が迸り出ている……」

　バーゼントは舌なめずりしながら、アンジェリカの瑞々しい唇を見つめた。

「やめてくださいっ」

　アンジェリカは思いきり顔を背ける。

「ふふっ、これが、淫具ですね？」

　バーゼントは気にも留めず、アンジェリカの手から木箱を取り上げた。

「こ、これは、ご依頼主の貴族のご婦人のものです！」

　ルーカスの渾身の作品なのだ。こんな男に渡すわけにはいかなかった。アンジェリカは木箱を取り返そうと手を伸ばすが、バーゼントが腕を高く上げ、それを阻止する。

「ふふん、その依頼主とはソフィア・メクレンブルクでしょう？」

「どうして、その名を……」

「ですから、ここはわたくしの屋敷だと言ったではありませんか。ソフィアはわたくしの妻なのです。あなたをここへおびき寄せるために、わたくしが妻の名でこれを注文したのですよ」

「……！」

　アンジェリカが驚愕に目を瞠る。

『先方のご婦人の使者から、商品を届けるのは女性にしてほしいと、言い添えられているのだよ』

　ルーカスの言葉が思い出された。

　まさか、バーゼントの策略だったなんて……！

「で、でも、あなたは商人のはずでは……！」

「ふっ、あれからわたくしはあなたのお父上の土地と建物を売り払って借財を返し、なお残った金でこの屋敷を買ったのです。そして貿易の許可証をちらつかせ、没落貴族の年増の未亡人を娶ったのですよ。それが、いまだに貴族の名を使いたがる気位だけが高い、厄介な女でしてねぇ。まあ、私は貴族の血筋さえ手に入れば、それでよかったのですが」

　鼻先で嗤いながら、バーゼントは匂いを嗅ぐようにアンジェリカの耳元に顔を近づける。耳朶に吐息がかかり、背筋に悪寒が走った。

「なんてこと……っ！　あなたがお父様を裏切った張本人であること、私を親戚の元に送り届けず、奴隷として売ったこと、すべてお父様にお伝えするわ！　絶対にお許しにはならないわ！」

「それはあなたのご自由に。もし伝えることができれば、の話ですが」

　バーゼントは嘲笑を顔に浮かべて、激昂したアンジェリカを見下ろした。

「できるわ！　直接会えなくても、お手紙でも、なんでも……っ」

「ああ、そういえば……」

　バーゼントはアンジェリカの言葉を遮るように、上調子な声を上げた。

「グリュンタールの町ではひとしきり、こんな噂話で持ち切りでしたねぇ」

　バーゼントは愉しげに視線を彷徨わせて、思い出すような素振りをした。

「破産した貿易商の男が突然姿を消してしまい、残った使用人たちが必死になってあちこちを捜し回ったそうです。が、その甲斐なく、数日後、町外れの海辺の崖に、揃えて置かれた靴を発見したとか」

　アンジェリカの膝から力が抜けた。クラリと眩暈がし、倒れそうになった身体をバーゼントが支える。

「う、嘘よ……。お父様がそんなこと、なさるわけが……」

　アンジェリカはうわ言のように呟き、呆然と宙を見つめる。窓から差し込む陽の光がシャンデリアに跳ね返り、冷たい光を放っていた。

「人々は言ってましたよ。あれだけの財を築く能力があっても、絶望には打ち克てなかったのだ、と」

「……ぜ、絶望だなんてっ！」

　アンジェリカの悲痛な叫びが室内にこだました。瞳からぼろぼろと涙が溢れる。

「すべて、あ、あなたが仕組んだことじゃないの！」

　だ、だからお父様が……、親戚の元に辿り着かない私を、捜し出してくださることはなかったの……？

『バーゼントやクロンバール家のみんなの言うことをよく聞いて、立派な女性になるのだよ』

　最後にクリストフが見せた笑みが脳裏を過る。

　お父様のあの笑顔は、もう……見られないの？

　父親との再会だけを心の支えに生きてきたアンジェリカを、世界が崩壊していくかのような絶望が襲う。

「わたくしは聞いた噂をお話ししたまでですよ」

　バーゼントはアンジェリカの哀しみを満悦の表情で見下ろす。

「……最後まで愚直な経営者でいれば、命までは失わずにすんだものの……」

　そして、冷笑混じりに小さな声で付け加えた。

「……っ！」

　アンジェリカは息を呑んで顔を上げた。心臓が今にも張り裂けんばかりに激しく波打つ。

「ま、まさか、あなたが……、お、お父様を……っ」

　その先の言葉は恐ろしくて口にはできない。

　いくら信じていた友人だからといって、バーゼントの裏切りに聡明なお父様が気づかないはずがないわ！

　それに、お父様がご自分で命を絶つなんて……、そんなこと、絶対になさるわけがないもの！

　アンジェリカは怒りに震えながらこれ以上ない憎しみを籠めて、バーゼントを睨み上げた。

「さあ、一体、何のことでしょう？　そんなことより、アンジェリカ、あなたをお呼び立てしたのは他でもない」

　バーゼントはアンジェリカの疑念を意に介さず、平然と話を続ける。

「身寄りのなくなったあなたをわたくしが淫具屋から買い取って、ここで囲って差し上げようと思いましてね」

「……！」

　バーゼントは言いながら、驚きに固まってしまったアンジェリカのプラチナブロンドの髪に指を絡ませ、感嘆の吐息をついた。

「ああ、やはり、あなたはなんと美しい……。あなたで、わたくしの欲するものすべてが揃うのです。世界を股に掛けた仕事、富、高貴な血筋。そして、美しい愛人であるあなた。こんなにもすべてがうまくいくのなら、はした金など手に入れず、はじめから、あなたはわたくしの手元に置いておくべきだった……」

「は、離してっ」

　アンジェリカは渾身の力をふるって抵抗の声を出した。頬には涙が伝ったまま、足を踏み締め、戦慄く両手で必死にバーゼントの肩を押しやる。が、びくともしない。

「あの時、あなたが処女だと確かめる必要がなかったのなら、わたくしがいただいておけばよかったと、後からどれだけ後悔したか……。あなたの姿を目にした先ほどから、早くあなたを味わいたくてうずうずしているのですよ」

「……っ」

　アンジェリカが奴隷商人に売られたとき、出港の時間が迫っていて、処女かどうかを確かめることはなされなかった。バーゼントはその時のことにいまだ執着しているのか。アンジェリカの全身に鳥肌が立つ。

「どうです、素晴らしい内装でしょう？　あなたのために設えたのですよ？　この部屋であなたの身体を毎日楽しめることになるとは……、考えるだけで堪らない……！」

　淫猥さを感じる満面の笑みを湛えながら、バーゼントが天を仰ぐように部屋の中を見回す。

　可愛らしいと思っていたこの別邸が、自分を囲うためにバーゼントが作らせたものだとわかると、アンジェリカの目にはまるで監獄のように見えた。

「私はあなたの世話になどなりません！　ザクマン家の皆さんが私を売ることなんて、決してないのですから！」

　アンジェリカは叫ぶように言って、ルーカス、テオ、ルディの顔を思い浮かべた。

『おまえが必要ないわけがないじゃないか』

『そうだよ、アン！　ずっと僕たちの傍にいてよ！』

『アンジェリカ。あなたはもう奴隷などではない。このザクマン家にとって必要な人間なんだ』

　三人の優しい声がアンジェリカの耳に蘇った。その言葉がアンジェリカを強くしてくれる。しかし、目の前のバーゼントの瞳は、さも面白いものを見るかのように、眇められた。

「ほほう、この有難い申し出を断るつもりですか。それで本当によろしいのですか？」

「もちろんですっ」

　アンジェリカの返答に、バーゼントは少しだけ距離を取って、わざとらしく考え込むように腕を組んだ。

「では、そのザクマン家の皆さんには、皇太子妃の家具作りのお仕事は諦めていただくしかありませんねぇ」

「……っ!!」

　アンジェリカは大きく目を見開いた。

「どうして、あなたがそれを……っ」

「商いをやっているわたくしの情報網を侮ってもらっては困りますよ。それに、理由はなんとでも作って、わたくしの妻の父親に吹き込めば、庶民の仕事を奪うことくらい朝飯前なのですから」

「そんな……っ」

　バーゼントはクツクツと可笑しそうに肩を揺らす。

「ああ、やはり貴族の娘を娶ってよかった」

　やっとルーカス様が家具を作る決心をなさったのに！

　ザクマン家の皆さんが心をひとつになさったのに！

　あまりの悔しさにアンジェリカは唇を強く噛み締める。

「さあ、潔くわたくしのものになりなさい」

　バーゼントは薄ら笑いをしながら、アンジェリカのブラウスのボタンに手を伸ばしてくる。

「っ」

　バーゼントに触れられるかと思うだけで、嫌悪に吐き気が込み上げてきた。

　ここでずっと、私はバーゼントに飼われて生きていくの……？

　父を裏切り、そのすべてを奪い取ったバーゼントの愛人になるなど、耐えがたい屈辱だった。

　でも、ここで私が拒んだら、ザクマン家の皆さんがせっかく掴み取った幸せが、無になってしまう……！

　自身のこれからの身の上とザクマン家の幸せとの葛藤に、胸の中が錐揉みにされる。

　だけど、大切な皆さんがまた辛い思いをするくらいなら……！　だったら、私は……っ！

　アンジェリカは決意とともに、すべての逡巡を自身の中に抑え込んでしまおうと、ギュッと目を瞑った。

「……！」

　すると、アンジェリカの目蓋の裏に人影が浮かんだ。

　テオ……！

　現れたその姿に向かって、思わず心の内で呼びかける。

　椅子から落ちそうになったアンジェリカの身体を受け止めてくれた、逞しい腕の感触、温かな体温。

『おまえには、感謝している』

　弟・ルディを慈しむ優しい眼差し。

『これを』

　花束を持ってきてくれたときの、恥ずかしげな表情。

『せめてふたりだけのときは、テオと呼んでくれ』

　アンジェリカを見つめる熱い色の瞳。

『ふたりだけのときは様を付けるなと言っただろう』

　子供のような拗ねた声音。

　これまでのテオとのやり取りがアンジェリカの中で鮮明に蘇った。

　どの記憶も、アンジェリカの胸を焦がし、再び目頭が熱くなる。

　私、テオ以外の人に、触れられたくなんかない……っ！

　そんな想いが喉元にまで込み上げてくる。

　ああ、私……！

　アンジェリカはやっと心の最奥にある扉の前に辿り着く。

　テオのことが……、そうなんだわ、私、テオのことが……っ！

　その扉を開き、自身の気持ちに向き合った刹那だった。

　バーゼントの指先がアンジェリカの襟元のボタンに触れる。

「アンジェリカから、離れていただけませんか」

　同時に、感情を押し殺した低い声が辺りに響いた。アンジェリカは驚き、弾かれたように目蓋を開ける。

　開かれたドアの前に立っていたのは、テオだった。

　その声音と丁寧な言葉遣いとは裏腹に、眼差しは今にも獲物に飛びかかりそうな肉食獣のように、険しかった。

「なんだ、君はっ！　誰がここに入っていいと言った!?」

　慌てたバーゼントの詰問に、テオは片腕を伸ばして、扉の外から内に誰かを引っ張り込んだ。それは、あの門番だった。頬に殴られたような跡ができている。

「も、申し訳、ありません……」

　ガタイのいい門番がしょぼくれた声を出すと、バーゼントが一瞬怯んだ。

「テオ……っ」

　アンジェリカは、その隙にバーゼントの腕からすり抜け、テオの元に駆け寄る。テオは走ってきたアンジェリカの身体を受け止め、その華奢な肩を抱き締めた。

「遅いから迎えに来た。大丈夫か？」

　腰を屈めてアンジェリカの顔を覗き込む。自身を気遣う黒い瞳に、張り詰めていた心が一気に緩んだ。

「はい……っ、ありがとうございますっ」

　頷いた拍子にアンジェリカの頬に涙が零れ落ちる。その涙を見たテオの顔つきが一層厳しいものとなった。

「商品はお届けしたようですね。料金はすでにいただいていますので、これにて失礼します」

　テオはバーゼントの手元にある木箱を見やったあと、アンジェリカの肩を抱いたまま、すぐさま踵を返す。

「アンジェリカ」

　しかし、バーゼントの声がアンジェリカを引き留めた。

「わかっているね？　三日だけ、待ってやろう。あなたの行動ひとつで何もかもがうまくいくのだよ」

　そう言って、高らかに笑った。

「……っ」

　アンジェリカの身体が強張る。

「さあ、早く帰ろう」

　テオはバーゼントを無視するかのようにそう言って、アンジェリカの肩を抱く手に力を籠めた。テオに促され、アンジェリカはやっとバーゼントの元を後にした。






屋根裏部屋での告白









　雨の降る音が、屋根裏部屋を満たしている。バーゼントの屋敷を出た頃に降りだした雨は、今では本降りになっていた。

「私はザクマン家に戻ってくるべきじゃなかったのだわ……」

　アンジェリカは横になったベッドの中で、闇に沈むような声音で呟いた。

　テオの手に縋って帰ってきてしまった。

　だが、自分がザクマン家に居ると、皇太子妃の家具作りの仕事が奪われてしまう。

『庶民の仕事を奪うことくらい朝飯前なのですから』

　バーゼントの言葉を思い返すと、アンジェリカは居ても立っても居られない気持ちになった。

　やっぱり、私、バーゼントの元に行かなくちゃ……！

　アンジェリカがそう決意すると同時に、扉をノックする音が聞こえた。そして、心配そうな顔つきのルディとルーカスが顔を出す。その後ろにトレイを持ったテオもいた。

「皆さん、すみません」

　アンジェリカは慌てて起き上がった。

「寝てていいんだよ」

　ルーカスが気遣う声をかけてくれる。

「アン、大丈夫？」

　ルディは泣きそうな瞳でアンジェリカを見つめた。

「もう、大丈夫です。久々の外出に少し、疲れてしまって」

　アンジェリカはふたりを安心させようと、頬に笑みを浮かべた。

　バーゼントの屋敷から帰ってくると、テオは憔悴したアンジェリカを屋根裏部屋に休ませてくれた。ルーカスとルディには心配を掛けたくなかったので、何があったかは話さず、疲れただけだと言ってある。夕食の準備もテオがやってくれた。

「あとは俺が食事をさせるから」

　テオはそう言うと、アンジェリカのベッドの端に腰を下ろした。

「そうだね、あまり長居すると余計に疲れさせてしまうね。さあ、ルディ、行こう」

「うん……。アン、何か困ったことがあったらすぐに言ってね」

　ルディはアンジェリカの腰に抱き着き、不安げな碧い目でアンジェリカの顔を見上げた。

「ありがとうございます、ルディ様」

　その髪を優しく撫でてやると、ルディは不承不承といった面持ちながらアンジェリカから離れる。そしてルーカスに促され、部屋を出て行った。

「食えるか？」

　テオがトレイから、スープ皿とスプーンをアンジェリカに手渡した。

「ありがとうございます……」

　アンジェリカは木皿からスープを掬って口に運ぶ。野菜のスープは素朴ながらも滋味深い味がした。アンジェリカは、まるでテオの優しさのようだと思った。

「……美味しい、です」

　アンジェリカが微かな笑みを作って言うと、「ルディには不評だがな」とテオが苦笑いした。

「アンジェリカ、悪かった」

　そして、テオは改まった声音でそう謝罪すると、慰めるかのように大きな手のひらをアンジェリカの頬に添えた。

「向こうの言うままに女のおまえをひとりで使いにやらせて。あんなタチの悪い客もいるのだと、俺も親父ももっと注意するべきだった」

「ち、違うんですっ、テオもルーカス様も何も悪くなんてないんです！」

　アンジェリカはテオの瞳を見つめて、首を横に振った。テオはバーゼントがただの手癖の悪い客だと思ったようだった。

「だが……」

「違うんです……！」

　必死に否定しながらも、テオの手のひらから伝わってくる温かさを感じていると、アンジェリカは今にも嗚咽が込み上げてきそうになる。先ほどまでの決意が揺らぎそうになった。

　だめだわ、私、またテオの手に縋ってしまう……！

「どうした、アンジェリカ」

　心配げな瞳に見つめられ、必死に涙を堪えた。

「テオ」

　アンジェリカは意を決して視線を上げた。

「私、あのバーゼント様の元へ参ります」

　そして、毅然とした口調でそう言い切った。

「……っ？　どういう、ことだ……？」

　目の前のテオの瞳が困惑に眇められた。

「私はもう、ザクマン家には必要ありません。あの方は私を買い取って愛人にしてくれるそうです。ザクマン家にはそれなりのお金を……」

「ふざけるなっ！」

「……っ」

　テオの腕がアンジェリカの手からスープ皿を払い落した。音を立てて皿が転がり、残っていたスープが床に広がる。

「おまえはもう奴隷じゃないと親父も言っただろ！　ルディをまた泣かせる気か!?　それに俺だって、おまえのことが……」

　何か言いかけたが、テオは顔を背け、グッと唇を噛み締める。

　大きな雨粒が天窓に次々と打ち付けられていた。雨音だけがアンジェリカとテオの間を埋めていく。

「……もしかして、おまえ自身が、あいつの元に行きたいのか？」

　しばらくして、か細い声でそう訊いたテオの横顔はこれ以上ないほど、打ちひしがれていた。

　もしかすると、アンジェリカがあの贅沢な屋敷に心を奪われたと思ったのかもしれない。

　それでも、いいわ……。テオの幸せを守れるのなら。

　だって私は……、テオのことを愛しているのだもの……。

　アンジェリカはバーゼントの屋敷で初めて気づいた自身の気持ちを噛み締める。だが、愛していると気づいたテオにアンジェリカができることは、その傍を離れることだけだった。

「……はい」

　しかし、頷いたアンジェリカの心は酷く軋み、その痛みに今にも悲鳴を上げてしまいそうだった。

　アンジェリカの返事を聞くと、テオは振り向き、瞳を強い怒りの色に染めた。

　そして次の瞬間、アンジェリカの身体をベッドに押し倒す。

「テオ……っ！」

「愛人って、あいつに何をされるのか、わかってるのか？」

　テオはアンジェリカの顔の両脇に手を突き、鋭い視線で詰問する。

「……わかっています」

　アンジェリカはその瞳を見上げ、冷静な声で答えた。

「アンジェリカ、おまえは……、そんなに、ここが……、俺たちが、嫌いだったのか？」

　テオは問いながら、痛みを感じたように眉を顰めた。

「……っ」

　アンジェリカは一瞬、息を詰めた。

　嫌いなはずなんてない……！

　胸の奥に鋭い爪で引き裂かれたかのような痛みを感じる。

　ザクマン家の皆さんをどんなに大切に想っているか……！

　アンジェリカは叫び出しそうになる想いを堪えるようにギュッと拳を握り締めた。

　──そして、コクリと大きく頷いた。

「……っ！」

　アンジェリカを見下ろしたテオの瞳が大きく揺らぐ。

「どうして……」

　喘ぐように、苦しげな声でテオが疑問を口にした。

「だったら、どうして、おまえは泣くんだ……っ」

　いつの間にか、胸の奥から込み上げた哀しみが、アンジェリカの目尻に涙の筋を作っていた。

「……っ！」

　アンジェリカは咄嗟に顔を背け、逃げるように身体を起こそうとしたが、次の瞬間、テオに腕を引き上げられ、その胸に抱き締められる。

「アンジェリカ、おまえは何を隠してる？　おまえはひとりで何を抱えてる!?」

　叫ぶように言って、腕の中に強く閉じ込められた。

「俺にはおまえの苦しみを分かち合うことさえできないのか!?」

　テオの全身から放たれる強い無力感と切なさが、アンジェリカの心にまで流れ込んでくる。

「テオ……！」

　悲痛な想いで愛しい名を口にすると、アンジェリカの瞳からさらに涙が溢れた。

　テオをこんなに哀しませるつもりなんて、なかったのに……！

「ごめんなさい……っ、ごめんなさい、テオ……！」

　謝り続けるアンジェリカの身体をテオはゆっくりと離した。そして親指の腹で零れる涙をそっと拭ってくれる。その優しい感触に、アンジェリカの胸の痛みが徐々に溶けていく。

「お願いだ、アンジェリカ、話して欲しい。あの屋敷で何があったんだ」

　懇願するかのような声音に、アンジェリカは涙の溜まった瞳で目の前のテオの顔を見上げた。

「……始まりは、あのお屋敷ではないのです……」

　そして、重たい口を開く。テオが微かに息を呑んだのがわかった。

　バーゼントはアンジェリカの父親から全財産を奪った男であること。

　親戚の元に送り届けると嘘を吐き、アンジェリカを奴隷として売ったこと。

　そして、愛人にならないとザクマン家が受けた皇太子妃の家具作りの仕事を奪うと、脅されていること。

　込み上げる嗚咽とともに、アンジェリカはすべてをテオに話した。

「くそ……っ、なんてことだ……っ」

　テオは吐き捨てるように悪態を吐く。

「おまえはこれまで、こんなにも重たい荷物をひとりで抱えていたのか!?　そもそもアンジェリカがうちへ奴隷としてやってきたのも、そんな理由だったなんて……」

　テオは苦いものを呑み込んだかのように顔を歪めた。

「何も知らなかった自分に吐き気がする」

「そんな……、テオは何も……」

　テオは静かに首を横に振って、アンジェリカの言葉を遮る。

「それに、アンジェリカを犠牲にしてまで、親父があの仕事をやりたいと思うはずがないだろう!?　おまえがあいつの元に行く必要なんか、これっぽっちもない！」

「いえ、だめなんです……っ！」

　アンジェリカは声を上げた。

「私が……行かなければ、……きっと、皇太子妃さまの家具作りの仕事を失うだけでは、終わらないと思います……」

「どういう、ことだ？」

「……あの男は、バーゼントは……、自分の欲しいものを手に入れるためには手段を選ばない男です。私を手に入れるまで、執拗に追ってくるでしょう。ザクマン家にも、もっと酷いことをするかもしれません……」

『あの時、あなたが処女だと確かめる必要がなかったのなら、わたくしがいただいておけばよかったと、後からどれだけ後悔したか……』

　あの男の恐ろしいまでの執着を知ったアンジェリカは視線を落とした。

「そう、欲しいもののためなら、お父様の命さえ……」

「おまえの父親がどうした？」

　テオが不安げな声を出す。

「確証はないのですが……、もしかしたら父はバーゼントに……、殺されたのかもしれません……」

「な……っ」

　テオが目を見開いて、言葉を詰まらせる。

　これまで恐ろしくて口にできなかった言葉をアンジェリカはやっと口にしていた。その言葉は澱のように、アンジェリカの身体のうちに沈んでいく。

　愛するお父様はもうこの世にはいらっしゃらない……。

　私は本当にひとりぼっちになってしまったのだわ……。

　だから、だからこそ……！

「私はもう、あの男に何も奪われたくはないのです！」

　アンジェリカは強い意志とともにテオの両腕を掴んで、その瞳を見据える。

「ルーカス様の新たな決意を、ルディ様の笑顔を、そして、テオ、あなたの本当に歩みたい道を……！」

「アンジェリカ……」

　テオが苦悩に満ちた声で呟く。

「俺には……何もできないのか……？　おまえをみすみす、あんな奴の元へやることしか、俺にはできないのか……!?」

　憤懣やるかたない表情で、きつく拳を握り締めた。

「テオ……、ひとつだけ、お願いがあります」

　その拳に、アンジェリカは自身の手のひらをそっと載せた。

　そして、言葉を発しようとしたが、緊張に唇が戦慄いてしまい、うまく声が出せない。アンジェリカは心を落ち着かせるために、一度大きく息を吸い込んだ。

「テオ……」

　決意を籠めた吐息とともに、願いを、唇から溢れさせる。

「私を、あなたのものに、してください」

「……！」

　アンジェリカの申し出に、テオが弾かれたように顔を上げる。

　はしたないことを口走っているのはわかっていた。

　しかし、淫具で弄られてはいても、アンジェリカは男性を受け入れたことはない。バーゼントに処女を散らされることだけはどうしても耐えられなかった。

　最初で最後でも……、愛する人に、テオに、抱いてほしい……。

　アンジェリカは縋るような気持ちでテオを見つめた。

「最後に、幸せな思い出を、私にください」

　そう言ったアンジェリカの声は涙で震えていた。

「幸せな、思い出……だと？」

　テオは忌々しげに言葉を吐き捨てると、アンジェリカの両手首を掴み、再びベッドに押し倒した。

「……っ」

　顔の両脇に手首を縫いつけられた格好で、テオに見下ろされる。その瞳は隠しきれない苛立ちと逡巡に揺れていた。

「思い出を残すことが、それが……、アンジェリカ、おまえの……最後の望みなのか？　おまえを抱くことだけが、唯一、俺がおまえにしてやれることだというのか!?」

　テオの惑う黒い瞳に、アンジェリカは自分の気持ちを何もかも打ち明けてしまいたかった。

　テオ……、あなたを、愛しています……！

　だから……だからこそ！　バーゼントに穢される前に、愛しいあなたに抱いてほしいのです……！

　溢れ出てしまいそうになるテオへの想いを、心の内にぶつける。

　けれど、ここを出てバーゼントの元で囲われれば、もう二度とテオと会うことは叶わないだろう。

　そんな私が想いを伝えたとして、どうなるというの？

　アンジェリカは自分自身に言い聞かせる。

　それに……、私の気持ちを知らせても、テオを困らせるだけだわ……。

　これ以上、テオに迷惑をかけたくはなかった。込み上げてくるものでアンジェリカの喉の奥は痛くなる。

「……テオにこんなことをお願いして、申し訳なく思っています……。でも、父を殺したかもしれない男に処女を捧げたとなれば、私は一生、自分自身を許せないでしょう。だから私を、私の心を、救うと思って……抱いて、ほしいのです。どうか、テオ……どうか、お願いします。その思い出があれば、私はこれから、もう何も……」

　言いながら、無理やりに笑みを作ろうとしたアンジェリカの震える唇に、テオの唇が乱暴に重ねられた。

「……んんっ」

　すぐに厚い舌がアンジェリカの歯列を割り、口内を貪った。その口づけは息をするのも苦しいほどに荒々しい。アンジェリカの手首を掴む手には力が籠められ、痛みを覚えるほどだった。

　テオの困惑が、苦しみが、やるせなさが伝わってくる。

　ごめんなさい、テオ……。私のわがままで、こんなことをさせて……。

　本来ならば、愛しい人と初めて肌を重ねる幸福な時間のはずだった。

　だが、アンジェリカの心には深い哀しみが広がる。

「ん……っ、はあっ」

　僅かな隙間から、喘ぐように空気を求める。アンジェリカの口端からは呑み込み切れなかった唾液が伝い落ちた。

　離れたかと思ったテオの唇が、すぐに首筋へと伝い下りていく。片手でブラウスのボタンが外されていった。

「あ……っ」

　露わになった乳房を大きな手のひらで揉みしだかれた。柔らかな膨らみを絞り上げるように掴まれ、その先端を口に含まれる。

「ん……んあっ」

　テオの口の中で自身の乳首が硬くしこったのがわかった。その粒を舌先で捏ね回される。

「はあっ……あ」

　胸の先から伝わる刺激が下腹部に落ちていき、徐々にアンジェリカの息が上がっていく。

　このまま、快楽だけに身をやつしてしまいたかった。

　何もかも忘れて、このままずっと、ずっと、テオの腕の中に居られたら……。

　でも、それは儚い夢なのだ。

「テオ……」

　アンジェリカが名を呼ぶと、テオがすぐさま顔を上げた。揺れる蝋燭の灯りに照らされた精悍な顔立ちに、翳りが落ちている。

「私の願いを聞き入れてくださって、ありがとう、ございます……」

「……っ」

　アンジェリカが感謝の想いを口にすると、テオは目を眇め、痛みを感じたかのように下唇を噛み締めた。そして、アンジェリカの視線を振り切り、俯いた。微かに濡れた唇が鎖骨の下に添えられたかと思うと、チリっとした小さな痛みが走る。

「っ」

　アンジェリカの滑らかな白い肌にテオの作った赤い花がいくつも咲いていく。

　テオ……。

　付けられていく印に、アンジェリカの心が切なく震えた。

　……ずっと、ずっと、消えなければいいのに。

　そんな願いを心で唱えながら、テオの頭髪に指を埋うずめる。

　触り心地のいいサラサラとしたテオの髪。

　この感触も覚えておきたい……。テオの、すべてを覚えておきたい……。

　スカートが脱がされた。アンジェリカの真っ直ぐに伸びた細く長い脚が薄闇の中に浮かび上がる。

　テオは片腕でアンジェリカの左足を抱え上げると、身体を屈め、股間に顔を寄せてきた。

「テ、テオ……！　そんなとこ……っ」

　アンジェリカが困惑の声を上げても、テオの動きは止まらず、染み出た露を味わうようにショーツの上からアンジェリカの秘部に舌を這わせた。

「んん……っ！」

　痺れるような快感が腰の奥に伝わっていく。テオの熱い吐息が敏感になっている蜜口に掛かっただけで、全身から力が抜けていくようだった。するり、とテオの指先にショーツも脱がされてしまう。僅かな茂みまで濡れそぼってしまったそこを見つめられ、堪らなく恥ずかしい。

「テオ……、見ないで、ください……」

　戸惑いに身動ぎしたが、しっかりと足首を掴まれた。

「おまえの、すべてを覚えておきたいんだ。香りも、味も、すべて……」

　囁く声音で言いながら、テオはアンジェリカの足の先から太腿にかけて、舌先でなぞっていく。

「ん……っ」

　テオも……、私と同じ気持ちなの？

　私のことを、覚えておいてくださるの……？

　テオの言葉にアンジェリカの胸が締め付けられた次の瞬間、太腿の付け根の潤んだ襞にまで、直じかに口づけが施された。

「あ……っ！」

　喜びと羞恥とがないまぜになって、背筋を駆け上ってくる。

　蠢く熱い舌先は薄紅色の花弁を掻き分け、アンジェリカの中にまで侵入してきた。内から湧き上がってくる官能に呼応するように、割れ目からは露がとめどなく滴っていく。

「あん……、ああ」

　テオの唾液とアンジェリカの花蜜が混じった淫らな水音が耳元にまで届き、全身が熱を帯びた。溢れ出る蜜を掬うようにテオの舌先が蜜口を上下したかと思うと、硬くなった秘芽を見つけ出し、転がす。

「んっ！」

　ビクリと身体が震えた。はち切れんばかりに膨らんだそこから、脳まで一気に強い快感が突き抜ける。理性が羽交い締めにされ、頭の中が白く霞んでしまうかのようだった。

「あ……あんっ」

　アンジェリカの右手が思わず空を掻く。その手を、テオが掴んだ。

　森の深淵に迷い込んでしまったアンジェリカを繋ぎ止めるかのように、すべての指が絡められる。しっかりと繋ぎ合わされた大きな手から、テオの温かな体温が伝わってきた。

　この大きな手に何度も救われたんだわ……。

　バーゼントの元から連れ出してくれたのも、不安に苛まれるアンジェリカを安心させてくれたのも、この手だった。目頭が熱くなる。

　この先、何があっても、絶対にこの温かさを忘れないわ……！

　想いを籠めて握り返すと、テオが身体を起こし、アンジェリカと視線を合わせた。アンジェリカは大きく息を吸うと、こくり、と先を促すように、その目に頷いてみせる。

「アンジェリカ……っ」

　だがテオは絞り出すようにその名を呼ぶと、アンジェリカの身体を突然抱きすくめた。

「……！」

　その抱擁は力強いものだったが、同時に、まるで壊れ物を扱うかのように繊細で、アンジェリカは戸惑いの声を上げる。

「テオ……？　どう、なさったのですか……？」

　テオの速い鼓動が合わさった胸から伝わってくる。

「……すまない」

　しかしテオはアンジェリカの問いには答えず、深い息を吐き出すと、腕を緩めた。

「入れるぞ」

　そして一言、静かな声でそう言ったテオの瞳からは、逡巡や躊躇いが一掃されているようにアンジェリカには見えた。

　テオ……。

　アンジェリカも決意を新たにその瞳に向かってもう一度、大きく頷く。

「お願い、します」

　テオはベルトを外し、猛りを取り出した。アンジェリカの脚の間に自身の身体を奥まで割り入れる。蜜口に熱塊があてがわれた。

「……っ」

　想像以上の熱の大きさに、アンジェリカの腰は引けてしまう。その腰をテオの両手が掴んだ。

「あ……っ」

　逃げ場のなくなったアンジェリカの狭い入り口を、くちゅりと粘着質な音を立てて、張り詰めた茎が塞いだ。

「んんっ、あ！」

　張り出した傘の部分が、抉るように、双璧を掻き分けていく。

　これが、テオの……！　張り形とはまったく違う……！

　あまりの肉感と圧迫感にアンジェリカの身体は強張ってしまう。思わずシーツを握り締めた。

「アンジェリカ、ゆっくり、息を吐け……っ」

　固まったアンジェリカの肩を、テオの手のひらがほぐすように撫でてくれた。

「んんぁ、は……いっ」

　なんとか返事をし、アンジェリカは細く息を吐き出した。すると、テオがさらに腰を進めてくる。

「ん……っ！」

　豊潤な襞が脈打つ屹立を呑み込んでいく。

「……くっ」

　テオが肩で息をし、呻きを漏らした。

　ゆっくりと、テオの熱が体内に埋められていった。

　今、テオとひとつになってるんだわ……っ。

　貫かれる痛みと初めての悦楽に、アンジェリカの額にはじわりと汗が滲む。

　私はもう、テオのもの……。これからもずっと、テオだけのもの……！

「んんっ！」

　内にすべての熱が収められた瞬間、アンジェリカはギュッと目を瞑ってビクリと身体をしならせた。その充足感に、眩暈がしそうなほどの恍惚と感動を味わう。

「痛いか？」

　テオの心配げな問いかけに、アンジェリカは目蓋を持ち上げる。テオが窺うようにこちらを見下ろしていた。

「いえ……、もっと、」

　アンジェリカの青灰色の瞳を涙の膜が覆い、テオの顔がぼやけて見えた。

「もっと、酷くしてください……。あなたの跡が、私の中に残るように……」

「……っ」

　テオはいきなりアンジェリカの唇を塞いだ。それ以上何も言うな、とでもいうように。

「んん……っ！」

　大きく、深く、貫かれる。背中でシーツが擦れ、ベッドが軋んだ。

「あっ、ああっ、あん……っ」

　テオの律動が始まる。自身を刻み付けるかのような動きに、アンジェリカの胸には喜びが押し寄せてくる。しかし、その喜びは立ち消える煙のごとく、すぐに終焉を迎えるのだ。アンジェリカの足元には底の見えない奈落がすでに待ち構えている。

　でも、もう思い残すことは何もないわ……！

　アンジェリカには、女学校の友人たちと思い描いていた、形だけの煌びやかな恋や幸せが、今では色褪せて見えた。

　アンジェリカに向けられるルーカスの穏やかな眼差し、ルディの無邪気な笑顔。そして……。

　アンジェリカは腕を伸ばして、目の前のテオの汗ばんだ前髪をそっと梳いた。

　ずっとずっと幸せでいて欲しいと、心から願える人たちに出会えたこと。

　その幸せを自分が守れるということ。

「どうした……？」

　テオは動きを止めると、憂う瞳を上げた。

　これからも、テオ、あなたを、あなただけを、愛しています。

　喉元にまで込み上げてくる伝えられない想いが、胸の内を焦がす。

「いえ……なんでも……ありません。私、幸せです……とても」

　微かに首を横に振って微笑むと、朝日に煌めく野辺の雫のように、清浄な涙が一筋、アンジェリカの目尻から零れ落ちていった。

「……名前を、呼んでくれないか」

　テオはその涙の行方を見て、掠れた声で囁いた。テオの願いに、アンジェリカは小さく頷いた。そしてその名を、大切な大切な宝物のように、唇にそっと載せる。

「テ……オ……」

　テオは、アンジェリカの声を噛み締めるように目を瞑った。だが、すぐに目蓋を開くと、アンジェリカの眦に唇で触れる。

「もっとだ。もっと聞かせてくれ。おまえの声を、俺を呼ぶ声を」

　テオに求められ、胸が熱くなる。幾筋も幾筋も、アンジェリカの目尻を涙が伝った。

「テオ、テオ……、テオ……っ！」

　叫ぶように愛しい名を呼ぶと、アンジェリカは自分を抑えきれず、目の前の首筋にしがみついた。

「テオ……！　あっ、ん……あっ！」

　堪えきれないようにテオの抽送が再開される。強まる雨音がアンジェリカの喘ぎを掻き消していく。

「アンジェリカ、アンジェリカ……っ！」

　テオの唇の間隙からもアンジェリカの名が溢れ出した。探し求めるかのような声音に、アンジェリカは広い背中を抱き締める。

「テオ……！」

「……っ」

　より一層テオの動きが速まった。何度も何度も突き上げられ、アンジェリカの意識は快楽の果てへと連れ去られる。

「ああっ、ああん……っ！　テオ……っ！」

「アンジェリカ……っ」

　身体の最奥に熱い飛沫を感じると同時に、遥か遠くでテオの声がした。

「やっぱり、俺は、おまえを……っ」

　その深く低い声が、幸福と絶望の狭間に、溶けていく──。






決意の対峙









　アンジェリカの訪れを待ち受けていたバーゼントの別邸は、三日前と何ら変わらず、木々の鬱蒼と茂る小路の先に静かに立っていた。変わったのは、アンジェリカの心の内だけだ。

　扉を開けると、金糸の刺繍がたっぷりと入った深紅の上着を着たバーゼントが、ソファに身を沈めていた。

「やはり、あなたはここに戻ってくると信じていましたよ」

　満足そうに微笑みながら組んでいた脚を下ろし、おもむろに立ち上がる。そしてアンジェリカの元に歩み寄ってくると、恭しくその手を取った。

「ああ、アンジェリカ……！　今日から美しいあなたはわたくしのもの。さあ、こちらへ」

　アンジェリカは小さく息を詰めたが、その手を振り解くことはなかった。そのまま、天蓋付きのベッドへと誘いざなわれる。

　近づいてみると、天蓋を支える支柱やベッドヘッドには豪華な薔薇の浮彫りが施されていた。床にまで垂れさがったベッドカバーには、繊細なレースがこれでもかと縫いつけられている。

　上着の襟元から白いリボンタイを覗かせたバーゼントは、細い眉をだらしなく下げ、アンジェリカの艶つややかな髪を一筋、もう片方の手で掬い上げた。

「ああ、たまらない！　この瞬間を、どれだけ待ちわびていたか……！」

　言いながら、アンジェリカの柔らかな唇を奪おうと、首を傾げる。

「バーゼント様」

　アンジェリカは近づいてくるバーゼントの顔に身動ぎひとつせず、毅然とした声を出した。唇に触れる寸前で、バーゼントが僅かに動きを止める。

「……どうしました？」

「あなたは本当に、ここで私を囲う気ですか？」

「ええ。それがどうかなさったのです？」

　アンジェリカは、バーゼントの緩みきった顔を正面に捉えると、眼差しを鋭くした。

「私はこのような小さな別邸では、満足できません。私を、誰の娘だと思ってらっしゃるのですか？」

　アンジェリカの要求にバーゼントは一瞬、目を瞠った。が、すぐにニヤリと唇を歪める。

「これはこれは。さすが世界に名を馳せたハーティング商会の一人娘。その豪胆さ、嫌いではありませんよ。いや、好ましいと言うべきか」

　クツクツと肩を揺らしながら、バーゼントはアンジェリカの手を握ったまま跪き、その顔を仰ぎ見た。

「いかほどの屋敷でしたら、ご満足いただけるので？」

「あなたはこの何倍もの大きさの別邸を建てられるのではないかしら。だってお父様に掛けられていた保険金は莫大な金額だったはずですもの」

　アンジェリカはバーゼントを見下ろしながら、抑揚のない声で話を続けた。

「お金はもちろん、あなたが受け取ったのでしょう？」

「…………」

　僅かに眉根を寄せたバーゼントは、アンジェリカの手を離して立ち上がった。そして、何も答える気はないとでも言うように背を向けると、金ボタンをひとつずつ外し、上着をベッドの上に脱ぎ捨てる。

「バーゼント様。私、三日間考えて、よくわかりましたの」

　アンジェリカは一歩足を踏み出し、その背中に畳みかけるように言葉を継いだ。にわかに声が大きくなる。

「お父様よりあなたのほうが、商人として、いかに優れていたのか」

　バーゼントが驚いたようにこちらを振り返った。青白い顔には微かに赤みが差している。

「この結果を見れば一目瞭然だわ。お父様は……、浅はかだった」

　アンジェリカは伏し目がちに言葉を吐き捨てると、バーゼントに近づき腕を伸ばす。そして、襟元のリボンタイをするりと抜き取った。

「……！」

　アンジェリカの手に渡ったリボンを、バーゼントが凝視する。

「きっと、こうして裕福なあなたに囲われることが、私の……幸せなのだわ」

　まっすぐにその顔を見つめてくるアンジェリカに、バーゼントは再び相好を崩した。

「……ふふっ、やっとおわかりになりましたか。アンジェリカ、あなたは美しい上にとても賢い……」

　安堵した息を吐き、ねっとりとした手つきでアンジェリカの滑らかな頬を撫で回す。

「あなたと違ってお父上は、本当に浅はかな男でしたよ。ええ、そうです。わたくしはクリストフからあなたの後見人に指名されていましたから、保険金はわたくしの手中にあるも同然。しかしはじめは、保険金のことなどわたくしの頭の中にはまったくありませんでした」

　バーゼントは片手で腹を押さえ、笑いを噛み殺した。自身の成し遂げた企てを、話したくてうずうずしている様子が伝わってくる。

「これ以上の被害を食い止めるため……。わたくしはそう嘯いて、クリストフを国外へ逃亡させるつもりでいました。それで邪魔者は消え失せ、わたくしの描いた筋書きは完成する、はずだった……。けれどあの男ときたら、どうしても最後に一目、あなたに会いたいなどと言い出しましてね」

「……っ」

　アンジェリカは僅かに目を開いた。

「唯々諾々とわたくしの言うことさえ聞いておけばよかったものの！　この期に及んで、経営者のカンが働いたのでしょうか？　それとも、親子の情愛というべきものなのでしょうか？　まあ、そんなもの、わたくしにはまったく窺い知れぬ感情ですが！」

「そ、それで……、バーゼント様はどうなさったのですか？」

　アンジェリカの問いに、バーゼントは得意げに顎を撫でた。

「クロンバール家へ行くと言ってきかないクリストフに、アンジェリカをグリュンタールに呼び戻したと伝えました。そう、待ち合わせは、町外れの崖の上で、と……」

　そう言ったあと、バーゼントは堪えきれないように噴き出した。

「ふはっ！　感動の再会でも夢見ていたのでしょうよ！　崖にひとりで現れたわたくしを見て、クリストフはやっと何かを察したようでした！　くくくくく……っ。だから愚かなあの男に教えて差し上げましたよ。最初から最後まで、わたくしの手のひらの上で踊らされていたことを……ね！　特にあなたを奴隷として処分したことを伝えたときの、彼の絶望した顔と言ったら。くくくっ、わたくしに背を向け、頽れてしまいましたからね！」

　バーゼントの高笑いが邸内に響き渡った。

　アンジェリカの背に冷たい汗が流れ落ちる。戦慄く唇をやっとの思いで動かした。

「それで……お父様の、そ、その背中を……、あなたが……」

「ええ、そうです。海に向かって、思いきり、ね……」

　その事実を聞いた瞬間、アンジェリカの目の前の世界はクラリと暗転し、指先からリボンが力なく滑り落ちた。

「そこまでで結構です」

　同時に、扉が乱暴に開く音と、凛としたよく通る女性の声がした。

「な……！　どうして、おまえがここに……！」

　バーゼントは驚愕の表情でその女性を見ると、よろよろとアンジェリカから後退った。

　幾人もの人間が室内になだれ込んでくる足音が聞こえたかと思うと、膝から崩れ落ちそうになったアンジェリカの身体を大きな手のひらが支える。

「テオ……」

　背中に添えられた体温を感じ、顔を上げる。テオが沈痛な面持ちで背後から見下ろしていた。

「アンジェリカ、よく頑張ったな」

　その声を聞いた瞬間、目頭が熱くなり、我慢していた涙が溢れてくる。

「ソ、ソフィア、今日は出かける予定だったのでは……っ！」

　慌てふためくバーゼントの両脇を、鎧を着た屈強そうな男ふたりが固めた。バーゼントが驚いて身じろいだが、びくともしないようだった。

「ええ、ここに、あなたの話を聞きにくることが、予定だったのです」

　ブルネットの髪を清楚に結い上げ、シックなダークブラウンのドレスを着た四十ほどの女性が、バーゼントの動揺を冷ややかな目で眺めながら目の前まで歩み寄る。

　バーゼントの妻、ソフィア・メクレンブルクだった。

「私にはもう子が産めません。なので、別邸を建て、愛人を囲うことまでは許しました。けれども」

　氷のような眼差しでバーゼントを見据える。

「まさか、人を殺めていたなんて」

「あ、あれは言葉のあやだ！　ど、どこに証拠があるというんだ！　それに、わたくしが捕まったら、おまえが困ることになるんだぞ！　おまえの父親にわたくしが行っている支援を忘れたわけではないだろうな！」

「私を見くびらないでください！」

　噛みつくように言い募るバーゼントをソフィアがぴしゃりと声で制した。

「こんなに嫌がっているいたいけな少女を手籠めにしようとし、しかもその家族を亡き者にしてまで得たお金で支援などと……、よく言えたものですわ！　私たちは落ちぶれても貴族です。穢れたお金よりも誇りを取ります。さあ、連れて行ってください。あとは、司法の手に委ねますわ」

「ま、待て！　お願いだ！　話を聞いてくれ、ソフィア！　支援額を倍にする！　だから……っ」

　情けない声を上げながら、バーゼントは引きずられるようにして別邸から連れ出されて行った。

　その様子を見ていたアンジェリカの震える肩をテオが抱き寄せる。

　これで、すべてが終わったんだわ……。

　心の内で呟いたアンジェリカの耳に、三日前の夜、屋根裏部屋でテオが言ってくれた声が蘇っていた。

『やっぱり、俺は、おまえを……っ、あんな奴には渡せないっ』

　テオは叫ぶようにそう言って、アンジェリカの果てた身体を腕の中に抱き締めたのだ。

『アンジェリカ、俺は言っただろ!?　もう絶対に、おまえをひとりにはしないと……！』

　──もう絶対に、おまえをひとり置いていったりはしない。

　それは、野原で花束を渡してくれたときにテオが言ってくれた言葉だった。

　そんなにも強い意志で、テオはあの言葉を……？

　思い出すだけで、アンジェリカの喉元は込み上げてくるもので熱くなる。

『三日間猶予があるんだったら、俺にその時間をくれないか』

　テオは不安な表情を見せるアンジェリカにそう告げたのだった。

　アンジェリカの父親を殺害したことが事実ならば、バーゼントの口からはっきりと自供させること。

　そしてそれを妻であり、貴族でもあるソフィアに聞かせ、捕らえさせること。

　このふたつがテオの考えた策だった。

　もしテオとアンジェリカがふたりだけでバーゼントの悪行をお上に訴え出たとしても、バーゼントによって裏から握り潰されるのがオチだっただろう。

「アンジェリカ、いくら演技とはいえ、おまえの親父さんを悪く言わせてすまなかった」

　テオが申し訳なさそうに声を落とす。アンジェリカがバーゼントを挑発するために話したあらすじはほぼ、テオが考えてくれたものだった。

「いえ……、バーゼントをうまく導くことができて、よかったです……」

　アンジェリカは静かに首を横に振りながら、安堵の吐息とともに独り言のように呟いた。

　バーゼントのリボンタイを引き抜き、その気があると油断させたのは、アンジェリカの咄嗟の機転だった。毅然とした態度を取っていたかのように見えたアンジェリカだったが、もしもうまく証言を引き出せず、外で待機してくれているソフィアにバーゼントの罪を信じてもらえなかったらと思うと、恐怖と焦りで、脚が震えていたのだった。

「テオ……。本当に、本当に、ありがとうございました……！」

　綱渡りのような作戦だったが、うまくいった。しかし、バーゼントから突き付けられた事実に、深い哀しみがアンジェリカの全身を覆っていた。

　……お父様はやはり、もう……。

　作戦の成功と引き換えに、父親の生存に対するアンジェリカの一縷の望みが絶たれた瞬間でもあった。

　信用していた人物にすべてを奪われ、娘を奴隷として売られたことを知ったクリストフがどんなにか絶望し、苦しみのうちに息絶えたかと思うと、胸が張り裂けそうだった。そして最後に一目でも会いたいと願ってくれたクリストフに、アンジェリカは父親の限りない愛を感じていた。

　私もお父様に、もう一度だけでもお会いしたかった……！

「アンジェリカ……」

　テオが気遣うようにアンジェリカの肩を撫でてくれる。

「アンジェリカさん、テオさん、あなたがたにはご迷惑をおかけしました」

　その時、近づいてきたソフィアが美しい所作で頭を下げた。

「ソフィア様、頭をお上げください！」

　アンジェリカが慌てた声を上げる。

　そしてもうひとつ、この作戦を成功させるにあたって憂慮するべき点があった。それが、ソフィア・メクレンブルクの人格だった。

「いいえ、アンジェリカさん。私はあなたにどうお詫びをしていいのか……」

　ソフィアが憂いの眼差しでアンジェリカを見つめる。

　だが、テオとアンジェリカの憂慮は杞憂に終わった。ソフィアはバーゼントから伝え聞いていたような高慢な女ではなく、誇り高く賢明な女性だったのだ。そうでなければ、バーゼントを捕らえるどころか、自身の保身のためにすべてを揉み消そうとしただろうし、アンジェリカとテオの命さえ危うかったことだろう。この作戦自体、根底から覆されていたはずだ。

「ソフィア様にはご自身の立場も顧みず、こうしてここに来ていただき、そしてあの男を捕らえていただけただけでも、私は……」

「それはテオさんのご尽力の賜物ですわ。あの日、あまりの騒ぎに、馬車の窓から外を覗いた私が見た、テオさんの必死な表情……。護衛の者が剣を出しても、一歩も引く様子がなかったテオさんの目を見て、私は話を聞いてみようと思ったのです」

　ソフィアの言葉にテオが気まずそうに首筋に手を当てる。

　ソフィアにこの場に居合わせてもらうためには、結局、直談判することしか思いつかなかったテオは、アンジェリカに時間をくれと言った翌日、ひとり街へ行き、あの酒場の女将から、貴族の家に出入りしている酒屋を紹介してもらった。バーゼントの居る屋敷には近づけないので、ソフィアの馬車を教えてもらおうと思ったためだった。けれど、通りを走るソフィアの馬車を見つけ出した途端、思わずその前に飛び出し、行く手を阻んで止めたというのだ。

『あの馬車だ、と思った瞬間、自分を止められなかった』

　アンジェリカはあとでテオから事の成り行きを聞いたのだが、今思い返しても背筋がぞっとする。その場で切り捨てられても仕方のないような行為なのだ。

　もし、テオの身に何かあったなら……私は……。

　アンジェリカは恐れを閉じ込めるように、手のひらをギュッと握り締めた。テオの存在が自身の中でいかに大きなものになっているのかを痛感する。

　それに……、どうして、テオはそこまで……。

　アンジェリカはテオの顔を見上げた。それに気づいたテオが俯いてこちらを見つめ返す。その瞳には何の後悔も揺らぎも見えなかった。

　しかしもちろん、馬車を止めたとしても、突然現れた誰とも知れぬ男の話を、貴族のソフィアが相手にする確証はない。

「はじめは、いくら必死でも、別邸の陰で夫の会話を聞いてほしいなどと頼まれては、そんな用件に疑念を持たずにはいられませんでした。テオさんは理由も教えてはくれませんでしたし」

『あなたの夫が殺人に関わっているかもしれない』と伝えたところで、信じてもらえないどころか、激昂されるか、逆にあらぬ疑いを抱かれてしまっただろう。確かな証拠を掴むまで、騒ぎ立てられることはしたくなかったというのがテオの考えだった。

「けれど、テオさんのお名前を聞いて、ひとまずここへやってくることだけは、決心したのです」

『テオ・ザクマン……？　その名はもしかして、家具屋のザクマンではありませんか？』

　馬車から降りてきたソフィアが護衛の者たちに跪かされたテオにかけた言葉だ。

「父に買ってもらった、ザクマンの名が入ったマホガニーの鏡台は、どんなに貧しくなっても手放しませんでした。あのような素晴らしい家具を作る方たちが、何か謀を企てているとは到底思えなかったのですもの」

　ソフィアの瞳に懐かしさと憧憬の色が表れる。

　ザクマンの家具はやはり多くの人を幸せにしてきたのね……。そして、その家具に私も救われたのだわ……。

　アンジェリカはソフィアの表情を見て、改めてルーカスやテオのやってきた仕事に尊敬と感謝の念を抱いた。けれどソフィアはその頬に自嘲の笑みを浮かべる。

「あの男への愛は……、最初からありませんでした。父への経済的な援助のためにと、不本意な再婚を決断してしまい、心底後悔しておりましたの。明日から再び貧乏貴族に逆戻りですが、これで良かったのかもしれません……」

　神妙にそう言ったあと、ソフィアはアンジェリカの耳元に顔を寄せて囁いた。

「でも、あなたにはこんなに素敵な騎士ナイトがいて幸せね」

「え……？」

　アンジェリカは束の間目を瞬かせたあと、テオのことを言われたのだと気づき、顔を真っ赤にした。肩に載せられていたテオの手もビクリと跳ねたかと思うと、すぐさま気まずそうに下ろされる。

「い、いえ……、私たちは、そんな……」

「え？　おふたりは恋人同士ではないの？」

　ソフィアが不思議そうに首を傾げた。

「…………」

「…………」

　アンジェリカとテオはお互いそれぞれ別のほうを見て俯く。

「まあ……」

　ソフィアが感嘆にも呆れにも似た溜息を落とした。

「アンジェリカさんにも、馬車の前に立ちはだかったテオさんの形相をぜひとも見せて差し上げたかったわ。大切なものを守ろうとするテオさんの必死な姿は、計算づくの結婚をした私には眩しいくらいでしたわよ」

「ソフィア様っ」

　焦ったようにテオが声を上げる。ソフィアは楽しげにくすくすと微笑んだが、すぐに硬い表情に戻った。

「さあ、初々しいあなた方は早く、こんな穢れた場所からは立ち去りなさい。あとのことはすべて、私に任せて」

　アンジェリカとテオは視線を合わせると、ふたりしてソフィアに向かって深く頭を下げた。そして、三日前とはまったく違った気持ちで、アンジェリカは傍らのテオとともにバーゼントの別邸をあとにした。






それぞれの道









「兄さんとアン、何かあった？」

　鋭い瞳のルディが、テオとアンジェリカの顔を交互に見やりながら、怪訝な声を出した。四人で夕餉を囲む食卓。ルディはアンジェリカの向かいに座っている。

　テーブルに黄色のクロスを敷いたおかげで、部屋は明るさが増していた。摘んできた野の花を挿した花瓶も置いている。これも屋根裏部屋からアンジェリカが見つけ出してきたものだった。

「……グっ、ゲホっ、ゲホゲホ……っ」

　途端に左の斜向かいに座っているテオがむせた。

「だ、大丈夫ですか、テオ……！」

　アンジェリカは腰を浮かせてテオの背中をさすりながら、水の入ったコップを差し出した。テオはそれを掴むと一気に飲み干す。

「ふたりで街に行ったときから、なんだか怪しいんだよね……」

　むくれた表情をしたルディが頬杖をついて、溜息を吐く。

「僕がいなくなったら、兄さんとアンはふたりきりになっちゃうだろ？　僕、それだけが心配なんだ……」

「え？　ルディ様、今、なんて……」

　アンジェリカは椅子に座り直すと、目の前のルディに戸惑いの視線を向けた。やっと落ち着きを取り戻したテオも口元を拭きながら眉を顰めている。するとルディは「ふふっ」と肩を揺らして笑い、隣のルーカスに目配せをした。

「来月の末、街の港に、世界中を巡っている大きな帆船が寄港するそうなんだ」

　ルーカスがフォークを皿に置いて、にこやかな笑みを湛えた。

「僕、その船に乗せてもらうことになったんだよ！」

　ルーカスの言葉を継いだルディは、見たことのないくらいの輝く笑顔になると、船を表すように両手を大きく広げてみせた。

「……！」

『僕、いつか旅に出て、たくさんのものを見て回って、そして自分で本を書くのが夢なんだ』

　アンジェリカは、添い寝をしたときに教えてもらったルディの夢を思い出す。胸に熱いものが込み上げてきた。

　ルディ様がおひとりで旅に……！　とうとう夢への第一歩を踏み出されるんだわ……！

「父さんにはもう許可をもらってるんだ。だから兄さんとアンにも伝えようと思って」

　少し気恥ずかしげにルディがふたりの顔を見て言った。

「ルディがやりたいことは何でも応援したいと思っている」

　ルーカスは優しい、包み込むような眼差しで隣のルディを見つめた。

「皇太子妃さまの家具作りの仕事が決まったおかげで、船旅の費用も心配要らないしな」

「父さん、ありがとう……！」

　ルーカスに頭を撫でられたルディは嬉しそうに目を細めている。

「そうか、よかったな、ルディ」

　テオが安心したように深く頷いた。

「ルディ様、私も応援しております……！　私にできることがあれば、何なりとおっしゃってください！」

　アンジェリカも弾む声音でルディに声援を送る。

「ねぇ、アン？　だったらお願いがあるんだ」

　甘えた声を出して、ルディの碧い瞳がアンジェリカを窺う。

「僕も、アンに呼び捨てにして欲しい……な？　だってアンは兄さんだけ、呼び捨てにしてるだろ？」

　テオが今度はスープを噴き出しそうになった。

「……っ」

　アンジェリカの頬もカッと熱くなる。思わず口元を手で覆った。

　私、気づかないうちに皆さんの前でもテオって呼んでたのかしら……？

「アンジェリカ、私のことも、その……、お父さんと呼んでくれていいんだよ？」

　ルーカスも眼鏡のブリッジを押し上げながら、気遣う声を出した。

「おふたりとも……」

　アンジェリカの胸は優しさと温かさでいっぱいになった。

「ありがとうございます……！　ルディ、そしてルーカスお父さま」

　それぞれの顔を見つめながら、心を籠めて、新しい呼び名で呼びかける。

「……！」

「…………」

　すると、なぜかルディはその頬を途端に赤く染め、もじもじと俯いた。ルーカスは眼鏡の奥の瞳を潤ませている。

「？」

　アンジェリカがふたりの反応に瞳をパチパチとさせていると、なぜか不機嫌そうに「コホン」とテオが咳払いをした。

「それより、ルディ。おまえ、船酔いのほうは大丈夫なのか？」

「え、船って揺れるの？」

　途端に青ざめたルディに、テオは「そりゃあ、馬車の比じゃないだろうな」と素知らぬ顔で答える。

「おまえのことだから酔って船の上でピーピー泣くんじゃないのか？　泣いても船からは降りられないんだからな？」

　テオはルディの顔を横目に見て、ニヤリと口端を上げた。

「な、泣かないもん、絶対に！　もうっ、兄さんの意地悪っ！」

　ルディは唇を尖らせるとぷいと横を向く。

「ふふっ」

　アンジェリカはふたりの言い合う様子がたまらなく愛おしくなって、思わず笑みを零してしまった。それを合図にしたかのように、ルーカス、テオ、ルディも堪えきれないといったふうに笑い始める。

　ルーカスお父さま、テオ、ルディ……。

　皇太子妃の家具作りの仕事を守れたことが、ルディの夢にも繋がったのだ。

　大切な皆さんとこんなに笑顔の溢れる食卓を囲めるのも、ルディが夢に進む姿を見られるのも……。

　アンジェリカは目尻に滲んでくる幸せな涙を指先で拭いながら、テオをそっと見つめた。テオは笑いながらも、ふっとアンジェリカに視線を向ける。その黒い瞳に、心臓が高鳴った。

『アンジェリカさんにも、馬車の前に立ちはだかったテオさんの形相をぜひとも見せて差し上げたかったわ』

　ソフィアの言葉を思い出す。

　テオは最後まで諦めずに私を守ってくれた……。

　アンジェリカは幸せで温かな時間に身を置きながら、テオを想う気持ちが張り裂けそうなほど、胸の中で膨らんでいくのを感じていた。
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「街まで納品に行くので付いてきてほしい」

　そうテオに言われたのは、それから半月ほど経ったある日のことだった。

　ルーカスは皇太子妃の家具作りの材料を仕入れるため、遠い市場へと出かけている。ルディはこの地を離れる前に読んでおきたい本があるそうで、最近はサンドラの部屋にこもりっきりだ。

　アンジェリカは馬車で隣に座るテオの横顔をそっと覗き見る。

　納品にはテオひとりで行くことも多いのに、今日はどうして私を誘ってくださったのかしら……？

　納品するものは木のスープ皿が十枚ほどで、テオがひとりで抱えられる大きさだ。荷物を運ぶのに、アンジェリカの手助けも必要ない。

　テオはなぜだか落ち着かない様子で窓の外に目を向けていた。家を出てから特に会話もなかった。

「……？」

　けれど、疑問に思いつつもアンジェリカの心は弾んでいた。テオとふたりきりになれるのは久々だったからだ。

　アンジェリカは自身の胸元にそっと手を添える。テオへの想いが今にも溢れ出してしまいそうだった。

　この気持ちを、テオに伝えられたら……。

　馬車の窓からは明るい陽光が差し込んでいる。賑やかな街並みが近づいてきていた。
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　スープ皿の納品先は、あの恰幅のいい女将の居る酒場だった。

「このまえは、酒屋を紹介してくれて助かった」

　代金を受け取りながらテオが女将に頭を下げた。アンジェリカはその様子を後方から見守る。

「そのくらいなんてことないわよ！　それより……」

　女将は財布をエプロンのポケットにしまうと、にっと口角を上げた。

「エイミーのとこには行ってあげたのかい？」

「……！」

　その名に、アンジェリカは小さく息を呑んだ。

『エイミーがまた寄って欲しいって言ってたわよ』

　以前女将がテオに言っていたセリフを思い出す。テオ曰く、エイミーが家に来てほしいのは調子の悪い窓を直してほしいから、という理由だったが。

「いや、行ってないが」

「あらあら勿体ない男だねぇ！」

　テオが短く答えると、女将が大仰に目を瞠った。

「エイミーって言ったらこの街で一番の美人だって評判じゃないか。あの子はあんたに惚れてんのさ。気づいてないのかい？　まあ、あんたを狙ってる女はエミリーだけじゃないがねぇ。つくづく、家具屋にしとくにはもったいない、いい男だよ……」

　女将は嘆息混じりに、舐めるような視線をテオの全身に這わせた。

「…………」

　アンジェリカは俯いてスカートを無意識に握り締めた。

　やっぱり、ただの修理じゃなかったんだわ。テオにはふさわしい女性がたくさんいるのに……。私が、想いを伝えるだなんて……。

　テオとふたりきりで街まで来られた喜びも、伝えたかった想いも、途端に萎んでいく。

　テオと身体を繋げたことがあっても、それはアンジェリカの我儘をテオが聞いてくれただけなのだ。

　あの行為にテオは何の感情も……、いえ、それ以上にご迷惑ばかりを……。

　胸の奥がキュッと締まり、そこから苦い痛みが広がる。

「そんな理由ならなおさら行けない。それに、窓の修理なら家具屋じゃなく、大工に頼むよう言ってくれ」

　しかし、憮然としたテオの声が聞こえた次の瞬間、アンジェリカの手首を大きな手のひらが掴んだ。

「！」

　驚いて顔を上げる。

「行くぞ、アンジェリカ」

　テオがアンジェリカの手を引いて歩き出していた。

「テ、テオ……！」

　慌ててアンジェリカも駆け出す。

「あらまあ」

　アンジェリカの視界の端で、女将が両の手のひらを天に向け、力なく首を横に振っているのが見えた。
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　僅かに涼しい風を感じて顔を上げると、港に向かって流れる運河に近づいていた。そのほとりをテオに手を引かれたまま、アンジェリカは進んでいく。

「テ、テオ、納品は終わったのに、どこへ行くんですか？」

　帰りの馬車に乗る大通りとは反対の方向だった。

「悪いが、もう少しだけ付き合ってくれ」

　テオは一言そう言うと、またどこかを目指して歩き続ける。その背中はいつもより微かに強張っているようで、それ以上は問い辛い。

『そんな理由ならなおさら行けない』

　アンジェリカの胸の内では先ほどのテオの言葉が繰り返されていた。

　テオは……、エイミーさんのことを何とも思ってらっしゃらないということなのかしら……。

　そう思いながらも、まだ沈んだ面持ちで足を進める。

　運河の水面には教会の尖塔や石造りの街並みが晴れた空を背景にして、美しく映り込んでいた。それら立派な建物が立ち並ぶ一角に、一層装飾を凝らした建物がアンジェリカの目に入ってくる。とても古いようだが、佇まいは威厳に満ちていた。重厚そうな木造りの扉の前には神殿のような柱が二本立っている。

「こっちだ」

　テオはその柱の間を通り抜け、片手で扉を開いた。

「……！」

　テオに続いて中に入ったアンジェリカは室内を振り仰ぐと、思わず感嘆の声を上げそうになった。が、慌てて口を噤む。

　どこまでも広い静謐な空間が目の前に広がっていた。見上げるほど高い天井には窓があり、陽の光が降り注いでいる。深い草色の壁にはずらりと絵画が並べられ、それらを人々がじっくりと鑑賞していた。

「ここは、美術館……ですか？」

　アンジェリカが小声で訊ねると、「そうだ」とテオが頷く。

　テオは一緒に絵を見ようと、私をここに連れてきてくださったの……？

　そう合点しようとしたのも束の間、テオは辺りを見回すと、「ここじゃないな」とひとり呟き、そのホールを通り抜けた。

「……？」

　わざわざ美術館に来たというのに、絵を見ないテオに首を傾げながらも、アンジェリカは手を引かれたまま、奥にあったらせん階段を上る。上りきった向かいの室内には、人だかりができていた。

　何があるのかしら……？

　アンジェリカには人々の背中しか見えない。不思議に思っていると、そこで一度、テオが大きく深呼吸をした。

「テオ……？」

　訊ねる声音で名を呼び、その顔を仰ぎ見たが、テオは何か決意したようにアンジェリカに向かって小さく頷いただけだった。

「アンジェリカ、来てくれ」

　テオが人ごみの中へと足を踏み入れる。

　足を踏まれそうになったり、肩がぶつかったりするのをテオが庇ってくれながら、アンジェリカたちはなんとか最前列へと歩み出た。

　すると、立ち入りを制する綱の先には数々の彫刻が飾られていた。

　二階は彫刻を展示する場所だったのね。

　アンジェリカはそう思いながら、目の前の作品を眺めていく。

　男性の立像や女性の頭部、飛翔する鳥……。大きさもモチーフも様々な像が横一列に並んでいた。

　その中央に、木彫りの女神像が置かれていた。

「！」

　瞬間、アンジェリカの心臓が強く鳴り、そのまま鼓動を速めていく。

「アンジェリカ」

　テオもその女神像を見据えたまま、呼びかけた。繋がれたテオの手にギュッと力が籠る。

「おまえがあの男に身を投げ出してまで守ろうとしてくれた、俺の歩みたい道。それが今、ここに通じたんだ」

　テオの声は珍しく、微かに上ずっていた。

　アンジェリカもテオの隣で、息をするのも忘れたかのように、じっとその女神像を見つめ続ける。

「これ、は……」

　ほとんど独り言のように、唇から言葉が落ちた。

　見間違うはずがない。

　それは、テオがアンジェリカをモデルに彫ったと言っていた、あの女神像だった。しかも像の台座には「一等」という文字の書かれた紙が貼り付けられている。

　周囲の人々の関心はすべて、テオの女神像に向けられていたのだった。口々に驚きや称賛の声を漏らしている。

　あれからさらに手が加えられたのだろう。以前見たときよりも、その印象はよりアンジェリカの心を揺さぶった。

　眼差しは生きとし生けるものすべてを包み込むように深く、差し伸べられた両腕は迷えるものを導く力強さと優しさに満ちていた。

　見つめているだけで、アンジェリカの心の奥からは懐かしさと限りない安堵が込み上げてくる。すべてを受け入れ、すべてを赦し、そして、力強く前に進む勇気をくれる。

「この像が、俺の目に映っているアンジェリカそのものだ」

　そう言って、テオはアンジェリカを見下ろし、気恥ずかしげな笑みをふっと零す。

「テオ……」

　アンジェリカはまだすべてを把握しきれず、戸惑いの視線でテオの顔を見上げたときだった。

「君が、テオ・ザクマン君かね？」

　その落ち着いた低い声が辺りに響くと、人だかりがサッと引いていった。ステッキを突いた身なりのよい老紳士が近づいてくる。傍らには執事と思しき清廉な中年男性が控えていた。

「私はこのコンクールを主催した者だが、ぜひとも、君の今後について話をさせてもらいたい」

　老紳士は期待に満ちた顔でテオを見つめ、笑みを深める。

「ありがとうございます。でも、お話を伺う前に、今しばらくお時間をいただけませんか？」

　テオが丁重に申し出る。執事は怪訝に眉を顰めたが、老紳士は快く頷いてくれた。

「アンジェリカ。おまえに伝えたいことがあるんだ」

　するとテオは老紳士からアンジェリカに向き直った。その真剣な眼差しに、トクリと胸が鳴る。

「この女神像は、初めておまえを街まで案内したとき、このコンクールに出品しておいたものだ」

「え……」

　アンジェリカが初めて街へ出て、結果的にバーゼントの元に淫具を届けることになったあの日、道案内をしてくれたテオは『街に用事がある』と言っていた。

「あのときテオが向かった先って……」

　アンジェリカが思わず声に出すと、テオが「ああ、ここだ」と答える。

「アンジェリカがいなかったら、俺は、こんな像を彫ることも、コンクールに出ようとも思わなかっただろう」

　テオは女神像に視線をやり、一言一言、自身の心の奥を探るように言葉を紡いでいく。

「おまえに出会って、一緒に過ごして、はっきりとわかったんだ。俺は、この世界の美しさを、胸に湧き起る感情のすべてを、この手で表現していきたい、と」

　そして胸の前に手のひらを広げると、そこに視線を落とした。

「職人として、未熟で中途半端な俺がおまえに気持ちを伝えることなどできなかった。自分の道を自分の力で歩く、おまえにふさわしい男になりたかった。だから、遅くなった」

　何かを掴み取るように、テオはその手のひらを固く握り締めると、顔を上げる。真摯な黒い瞳がまっすぐにアンジェリカを見据えた。

「アンジェリカ、俺はおまえが好きだ」

「……！」

　その瞬間、アンジェリカの澄んだ瞳が大きく見開かれる。

　テオが……私を……。

　同時に、これまで自身の身に降りかかってきた様々な出来事や感情が、大きな熱い塊となって胸に押し寄せてきた。

「……っ」

　ずっとずっと、伝えたくても伝えられなかった秘めた想いを、自分も早くテオに伝えたい。アンジェリカは込み上げてくる嗚咽を堪えながら、必死に声を絞り出そうとする。

「わ、私……も……」

　けれども、言葉より先に、ブルーグレイの瞳からは透明な涙が溢れ、白い頬の上をほろほろと流れていった。

「私も……、テオのこと……が、……ひ、ひくっ、好き……です……！」

　アンジェリカは肩を震わせ、しゃくり上げながら懸命に想いを口にする。

　喉の奥が痺れるほどに熱い。

　幾重にも固く閉ざされていた堰を切って、アンジェリカの想いがやっとテオに届く。

「アンジェリカ……」

　すると、涙で滲んだ世界の向こうで、テオの顔がふわりと綻んだのが見えた。こんなにも幸せに満ちたテオの顔を、アンジェリカは見たことがなかった。さらに涙が溢れてくる。

「抱き締めても、いいか？」

　テオは愛しげに目を細めると、少し腰を屈めて、アンジェリカに訊ねる。アンジェリカはもう声が出せず、コクコクとただ頷くと、すぐさま手首が引かれ、テオの腕の中にすっぽりと抱きすくめられた。

　ふたりの様子を見守っていた老紳士が、嬉しそうに頷きながら手のひらを叩き始めると、周囲の人々も我に返ったように拍手をし始めた。その音は勢いを増し、すぐに会場中が埋め尽くされるほどに大きくなった。

「……テ……オ……っ！」

　アンジェリカもテオの広い背中に腕を回し、思いきり抱き締め返す。

「好きだ、アンジェリカ。好きだ……」

　全身に愛しい人の温もりが伝わってくる。祝福の拍手のさざ波の中で、アンジェリカは囁かれる幸せな声に浸りながら、涙で濡れた頬をテオの胸に擦り寄せた。




　アンジェリカを模したこの女神像は、不世出の彫刻家テオ・ザクマンの最初の作品として、後世にまで語り継がれることになる。
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　その扉を開くと、質のいい調度品が揃った清潔なベッドルームがアンジェリカとテオを迎えてくれた。落ち着いたベージュ色の壁には美しい風景画が飾られている。

　アンジェリカは弾んだ足取りで室内を見て回った。その様子をテオが微笑ましそうに腕を組んで眺めている。

「テオ、バスルームもあります！」

　奥の扉を開けると、猫足のバスタブが置かれた部屋まであった。アンジェリカを待ちわびていたかのようにすでに湯が張られている。ザクマン家では小川で水浴びをするか、湯を沸かして身体を拭くくらいだったので、アンジェリカの喜びはひとしおだった。

　老紳士改め、貴族のニコラス・ボーゼから、テオの今後についての話が終わったのは、すっかり陽も落ちた頃だった。

　ボーゼからは、テオの才能への資金援助やアトリエの提供などの申し出があったが、すぐさま決められることではないので、提案は一旦持ち帰る形となった。

　美しい白髪をオールバックに整え、貴族らしい品のある物腰と柔和な笑みを湛えたボーゼは、芸術への深い造詣と強い愛情を持った人物だった。

　年齢的なこともあり、あまり身体が丈夫ではないそうなのだが、テオの作品を褒めるその饒舌ぶりは、テオの隣で話を聞いていたアンジェリカまでもが圧倒されるほどだった。

　あんなに素晴らしい方がテオを認めてくださったなんて……。

　アンジェリカは自分のことのように嬉しくなる。そして、改めてテオの才能と努力に胸が熱くなった。

　しかし、ボーゼの話はなかなか尽きず、陽が暮れてしまい、夕食までごちそうになった上に、今晩は執事が手配してくれたこの宿屋に泊まることになったのだ。

「でも、納品から帰らなかったら、ルーカスお父さまとルディが心配なさるんじゃないかしら……」

　バスルームから戻ってきたアンジェリカはふたりの顔を思い浮かべて声を落とした。

「いや、それは大丈夫だ。あのじいさんが使いの馬を走らせてくれている。ルディの奴、俺とアンジェリカが一晩ふたりきりだとわかって、今頃地団駄踏んで悔しがってるところだろう」

　そう言って笑ったテオの顔に、アンジェリカは思わず見入ってしまう。その表情にはいつもの男性的な精悍さに加え、子供のような無邪気さが垣間見えたからだった。

　テオはこんな顔もするんだわ……。

　新たな発見に心臓がドキリと鳴る。同時に、ここでテオとふたりきりで夜を過ごすのだと改めて実感し、緊張が頂点に達してしまう。

「わ、私、お先にお風呂いただいてきますね！」

　アンジェリカは俯いて早口で告げると、バスルームに向かって逃げるように駆け出していた。





＊






　服を脱いで、バスタブの湯に足を差し入れる。その温かさと心地よさに、思わずほうっと息を吐いた。湯船の中で脚を伸ばして身体を弛緩させると、街へ出てきてから今日一日の疲れが溶け出していくようだった。

『アンジェリカ、俺はお前が好きだ』

　テオが伝えてくれた言葉が蘇り、胸が騒ぐ。想いが通じ合ったというのに、いや、通じ合ったせいか余計に、テオとふたりきりで顔を合わせるのが照れ臭かった。

「私、どんな顔をしてテオに向き合えばいいのかしら……」

　アンジェリカは両手を頬に当て、戸惑いを声に出して呟く。

　その時、『キッ』と小さく扉が軋む音が聞こえ、アンジェリカは顔を上げた。瞬時にその頬を真っ赤に染める。

　全裸のテオがバスルームの扉を開いて中に入ってきたのだ。

「テ、テオ……っ、どうして……!?」

　非難めいた声を上げ、アンジェリカは即座に後ろを向き、バスタブの端で蹲った。

　ランプのオレンジ色の灯りに照らされたテオの肉体は、美術館に飾ってあった絵画の中の神々のように、均整の取れた美しい筋肉を纏っていた。一瞬しか見ていないはずなのに、その姿はアンジェリカの目に焼きついてしまっている。心臓が早鐘を打ち、身体の芯が熱を持った。

　しかしテオは何も答えず、アンジェリカの背後でポチャンと水の跳ねる音がしたかと思うと、水嵩が増し、水面が揺れ動いた。テオが湯船に浸かったようだった。アンジェリカの背中にテオの脚が触れる。

「！」

　その感触にビクリと身体が震えた。

　狭い浴室の中で、アンジェリカの心臓の音がこれでもかと鳴り響いている。

　ドキドキし過ぎて、胸が破けてしまいそう……！

　アンジェリカは膝を抱く腕に力を籠めた。

「……ルディや親父のことが、そんなに気になるか？」

　背後でテオが囁いた。その声音がひどく沈んでいるように聞こえ、アンジェリカは思わず顔だけで振り返った。

「……？」

「俺とふたりきりより、家に帰ったほうが、よかったか？」

　気遣うように眉根を寄せたテオは、腕を伸ばすと、アンジェリカのプラチナブロンドの前髪を濡れた手で撫でつけた。

「……っ」

　どうやらアンジェリカの羞恥がテオに誤解を与えたようだった。

　私はテオとふたりきりになれて朝から浮かれていたのに……。

「ごめんなさい、テオ、違いま……」

　アンジェリカが誤解を解こうと口を開きかけたときだった。

「だが、アンジェリカがどう思おうと、悪いが俺はもう、ルディにも親父にも、他のどんな奴にも、おまえに触れさせたくはない」

　毅然とした口調でそう告げると、テオは手のひらをすっとアンジェリカの頬に移した。見上げさせられたその先にあるのは、強い独占欲を宿した黒い瞳。

「……っ」

　眦を染めたアンジェリカは、ただコクリと喉を鳴らして、唾液を呑み込むことしかできない。

　テオの両腕が伸ばされたかと思うと、狭い浴槽内で後ろから羽交い締めにされるように抱き締められた。

「っ！」

　テオの筋張った逞しい腕がアンジェリカの細い身体を閉じ込める。背中にテオの筋肉質な胸や腹を感じ、胸が忙しなく上下する。

「あのとき、屋根裏部屋で……、想いを伝えてもいない、伝える資格もない俺が、アンジェリカを抱いていいのか、最後まで悩んだ……」

　テオは告解するかのように、密やかにアンジェリカの肩口で声を漏らす。

「でも、アンジェリカが言ったように、あの男に処女を奪われたおまえが一生自分を責めて生きていくなんて、耐えられなかった。それに、おまえともう二度と会えなくなるかと思うと……、胸が潰れる想いだった」

　アンジェリカは、挿入の寸前、テオに切なく名前を呼ばれ、突然抱擁されたことを思い出す。

　あの時テオはこんなにも迷い、苦しい想いを抱えて、私を抱く決断をしてくださったのね……。

「テオ……」

　申し訳なさと感謝の想いで目頭がじんと熱くなった。

「けれど同時に、俺の中でアンジェリカが、どんなに大切な存在になっていたのか、改めてわかったんだ」

　言いながら、テオはより強くアンジェリカを抱き締めた。

「私も……、テオに伝えなければならないことがあります……」

　アンジェリカは喉元にまで込み上げてくる熱を無理やり嚥下し、言葉を紡ぎ出す。

「二度と会えなくなるかもしれない私が、テオに気持ちを伝えることなんて、してはいけないと思ってました。本当は……、テオに抱いてもらうための理由なんて、なかったんです……。テオに、あなたに、抱いてほしかった……。テオが、好きだったから……っ」

　気持ちが溢れ出していく。しかし今はもう、それを止とどめる必要はどこにもないのだ。

「俺たちは……いつから同じ気持ちだったんだろうな？」

　テオが温かな吐息とともに、微かな笑みを漏らしたのがわかった。

「好きだ、アンジェリカ……」

　その言葉に振り向いたアンジェリカの唇に、首を傾げたテオが優しいキスが落とす。

「私も……、好きです、テオ……」

　触れ合った唇の狭間でふたりの想いが通い合った。

　幻想的にゆらめく灯りとともに、大海原に漕ぎ出した小舟に乗っているかのような、ふたりきりの甘い時間が訪れる。

「アンジェリカ……」

　テオは再びアンジェリカの身体を背後から抱き締め直すと、触れても触れても物足りないとでもいうように、アンジェリカの耳朶や首筋にたくさんのキスの雨を降り注がせた。

「ん……」

　首筋を伝う濡れた唇の感触に、思わずあえかな声が漏れ出る。テオの手のひらがアンジェリカの腹を撫で、胸もとにまで上ってきた。

「……もっと、おまえに触れたい……」

　アンジェリカは耳を紅くしながらも促すように頷いた。テオの両手がアンジェリカの乳房を下から持ち上げ、そのままゆっくりと揉みしだく。

「……んんっ」

　俯くと、アンジェリカの豊かなたわみにテオの太い指が沈み込んでいるのが見えた。純白の肌と浅く色づいたテオの大きくて厚い手のひらとの対比が、より淫靡に感じられる。

「柔らかいな……」

　テオの感嘆の吐息が耳奥に直じかに届き、官能をくすぐる。もみほぐされるたびに湯が揺れ動く。

「あ……っ」

　滑ったテオの指がアンジェリカの胸の突端に触れた。それだけでヒクリと全身が波打つ。テオは見つけ出した尖りを逃さず、指先でそれを摘み上げた。

「んん……っ」

　キュッと両方同時に摘まれ、鋭い刺激が下腹部に伝っていく。

「気持ちいいか？」

　アンジェリカの肩口に顔を埋うずめたまま、テオが訊いた。突端は親指と人差し指の間に挟まれ、クリクリと捻られている。

「ん……っ、は、はい……」

　恥ずかしげに答えながら、アンジェリカは縋るようにテオの腕に指先で掴まった。ベリーのように赤く熟れた乳頭が弄られるたびに、アンジェリカの吐息は熱くなっていく。

「あ……んっ!!」

　指先で素早く上下に嬲られたあと、硬くなってしまった丸い粒をあえて潰すかのように、今度は乳房の中に押し込められる。

「アンジェリカのここは、すごく、可愛らしいな……。ずっと弄っていたくなる……」

　その言葉通り、テオは飽きもせず、アンジェリカの乳首から指を離さない。左は強く摘んだり捻ったり、右はくるくると円を描いたりと、様々な刺激を間断なく与えられ、アンジェリカの喘ぎは次第に高くなった。

「んん……っ、あああっ」

　テオの動きに応じてちゃぷちゃぷと湯が音を立てる。その水音までもが淫猥に聞こえた。あまりの気持ちよさに、太腿の間はじんじんと痺れ、胸への刺激だけでアンジェリカの意識は軽く飛んでしまいそうだった。

「ああ……っ！」

　再び両方を強く摘み上げられ、耳たぶを甘噛みされた。背筋に悦楽が這いのぼってくる。アンジェリカは突き出すように胸を反らせてしまった。

　気持ちよすぎて、おかしく、なりそう……！

　テオの指先は繊細でいて、とても器用にアンジェリカの敏感な場所をこれでもかと執拗に刺激する。

「アンジェリカの身体を、俺の指でしか感じないようにさせたいんだ……」

　テオの言葉はアンジェリカの心臓を甘い鎖で絡めとる。

「私は……テオだけ、です……！　テオの指でしか、感じない……っ」

　喘ぎの合間から、想いを打ち明ける。すると、やっと指先が乳首から離れ、ギュッと抱き締められた。

「俺もアンジェリカにしか、触れたくない……」

　テオの熱い素肌に包まれ、苦しいくらいに胸が締め付けられる。しかもアンジェリカの臀部の下で硬くなっている雄を感じ、さらに愛しさが募った。

　テオの右手がアンジェリカの下腹部に落ち、茂みの奥へと進んでいく。

「あんっ」

　湯とは明らかに違う、とろみのある蜜が湧き出している泉を見つけ出され、アンジェリカは恥ずかしげに腰をくねらせた。

「とろとろだな……」

　テオの声が僅かに弾んでいる。指先でそれを掬い、花びらに塗りつけられた。

「や、あっ」

　羞恥と強烈な快感に、大きな声が出てしまう。その先の弾けそうなほど膨らんだ花芯にまで蜜を塗り込められると、アンジェリカの身体はビクリと大きく跳ね上がった。

「……んっ！」

　アンジェリカの潤んだ柔肉は埋められる熱を待ちわびて、すでに蠢いている。そこにテオの太い中指がゆっくりと呑み込まれていった。

「んんっ！　あ……はあっ」

　テオの指が……私の中に……！

　痛みどころか、アンジェリカは満たされる悦びしか感じない。掻き回され、何度も出し入れされ、奥のよいところを刺激されると、蜜口がキュッとテオの指を食い締める。

「アンジェリカ、すまん、もう限界だ」

　テオは突然指を引き抜くと、アンジェリカを抱えるようにしてザバリと湯船から立ち上がった。ふたりの身体から水が滴る。冷たい空気に晒されたが、テオの愛撫に火照りすぎた身体にはちょうどよかった。

　テオは、前を向いたままのアンジェリカの両手を浴室の壁につけさせる。

「テオ……？」

　戸惑いに振り向こうとしたアンジェリカの背に、テオが覆い被さった。

「ん……っ」

　臀部の丸みを手のひらで撫で上げられ、肌が粟立つ。テオの手はそのまま細い腰を左右から掴むと、勃ち上がり切ったその先でアンジェリカの濡れそぼった挟間を前後になぞった。

「あんっ、テオ……っ」

　先走りでぬるぬると滑ぬめる熱棒に、膨らんだ陰核の包皮を捲るように擦られ、全身に快感が廻めぐる。

「今夜はもう何も余計なことは考えず、ただおまえが欲しい……っ」

　テオは苦しげに囁くと、アンジェリカの潤みきった隘路に漲った熱塊を侵入させてきた。

「あん、ああ……っ！」

　滾るような熱にみちみちと埋められていく。アンジェリカの背はしなり、縋るように壁に爪を立ててしまう。

「く……っ、」

　耳元でテオの感じ入った吐息が漏れた。

「あ……や……っ」

　首筋を甘噛みされ、アンジェリカの背筋をぞわりと情欲が駆け上る。

　初めての後ろからの挿入に、アンジェリカは新たな悦びを知った。浅いところを何度も突かれたかと思うと、太くて硬い茎に最奥まで一気に貫かれる。快感を貪るかのように、アンジェリカの腰も揺れてしまう。

「ああああんっ！」

「ん……っ」

　テオはアンジェリカの身体を両腕ですっぽりと包み込んだ。

「アンジェリカの中、すごく、熱い……っ」

　テオの右手が再びアンジェリカの乳房を掴み、その先の粒を捏ね回した。

「んんっ！」

　そして左手は繋がった傍にある秘芽を探りだし、くちゅくちゅと蜜液の音を立てながら弄られる。

「あ、や……っ、三か所も、一緒に……、だめぇ……っ！」

　アンジェリカは喉元を晒し、悲鳴に近い喘ぎを漏らしてしまう。愛液が太腿を伝い落ちていく感触にさえ、目が眩みそうになる。

「ふっ、ダメだ、おまえをもっと気持ちよくさせたい」

　テオは悪戯な声音でそう告げ、指の動きを止める気配はない。

　アンジェリカの脚はガクガクと震え、力が抜けていくその肢体は、貫かれたテオの杭に支えられているようなものだった。

「あ……んんっ！　あんっ」

　唾液を呑み込むことさえ忘れ、口端から淫らに零れて落ちていく。全身が蕩けて消えてしまいそうな錯覚に陥った。

「テオ……っ」

　虚ろな声でテオを求める。すると繋がったままのアンジェリカの身体をテオは軽々と反転させた。野獣のように鋭い、情欲を孕んだ瞳に見据えられる。

「アンジェリカ、愛してる……っ」

　アンジェリカの求めに応えるようにテオは低い声で囁くと、噛みつくように唇を合わせてきた。熱い舌がアンジェリカの口腔を弄まさぐる。

「ふあ……あっ」

　壁に背を押し当てられ、片足を持ち上げられることにより、さらに深く繋がる。テオの腰の動きが速さを増した。アンジェリカはテオの首筋に縋るようにしがみつく。

「あ、あっ、テオ……！　すごい……っ、ああああんっ!!」

　抉るように突き上げられるたび、アンジェリカの華奢な身体はテオの雄に持ち上げられそうになる。それほどまでにテオの抽送は激しかった。

「あ……っ、テオ、私、もう……っ、ダメ、です……！」

　アンジェリカの瞳は潤み、目の前にあるテオの顔が滲んで見える。

「俺も、だ……っ」

　テオが苦しげに眉を顰めると、アンジェリカの中の熱塊がより逞しく、より熱く育った。

　アンジェリカは蜜壺が満たされる感覚に酔い痴れ、上り詰めていく愉悦に身を委ねる。想いが通じ合い、身も心もひとつになれることが、こんなにも幸せだとは知らなかった。

「テオ……っ！　あんっ、んんんんっ！」

　快感が限界を超えた。視界が真っ白に染まり、意識が遠退く。持ち上げられたアンジェリカの爪先は丸まり、全身がビクビクと震える。同時に、テオの杭が最奥に強く打ち付けられた。

「はぁ……はぁ……っ」

　すべての想いを注ぎ込んだテオの茎が引き抜かれると、アンジェリカは肩で息をしながら、その顔を見上げた。テオもまだ荒い息を吐いているが、慈しむような眼差しでアンジェリカを見下ろし、頬を優しく撫でてくれる。それだけでアンジェリカの心は柔らかな羽毛に包まれたかのような穏やかな幸福でいっぱいになった。

「テオ……愛してます」

　アンジェリカは両手のひらでテオの頬を包むと、背伸びをして唇を触れ合わせた。

「……っ！」

　瞬間、テオの目が見開かれ、両耳の端が色付く。

「アンジェリカ……」

　溜息のような声音でその名を囁き、テオはいきなりアンジェリカの身体を横抱きに抱え上げた。

「きゃ……っ」

「今度はベッドでゆっくりと、おまえの顔を見ながら……したい」

「え……？」

　アンジェリカは驚いたように、間近に迫ったテオの整った横顔を見つめる。その顔がふっと甘く綻び、アンジェリカの耳元に近づいてきた。

「夜はまだ、これからだ」

「……！」

　頬を朱に染めたアンジェリカは、テオに抱かれたまま、ベッドへと運ばれていった。






新たな旅立ちと懐かしき声









　羽ばたいた海鳥が空高く舞い上がり、太陽の光に一瞬、溶けたように見えなくなる。ルディを旅へと誘いざなう大型船の白い帆を見上げ、アンジェリカは眩しげに目を眇めた。

「アン、これ、多すぎる気もするんだけど……でも、ありがと」

　ルディは肩に下げた布製のカバンを困惑気味に見つめたあと、顔を上げ、アンジェリカに向かって微笑んだ。カバンの中にはアンジェリカが摘んできた酔い止めの薬草を干したものが、たっぷりと詰め込まれている。

「いえ、早く船の揺れに慣れられるといいのですが……」

　アンジェリカが心配げに言うと、「大丈夫だよ、船酔いくらい！」とルディは気丈に胸を張ってみせる。

「それよりもアン、幸せでいてね。本当は僕が、ずっとずっと傍に居てあげたかったんだけど」

　ルディは首を傾げてアンジェリカの顔を覗き込む。その碧い瞳が不安げに小さく揺れた。

　ルディの旅立ちが決まったあと、アンジェリカはルーカスとルディにもこれまでの自身の経緯を話していた。

　ルーカスはクリストフの死に話が及ぶと涙に暮れ、ルディはバーゼントに激昂し、怒りに顔を染めた。そして旅立ちを辞め、アンジェリカの傍に居ると言い出すほど、アンジェリカのことを心配してくれたのだった。

「そのお気持ちだけで私は充分幸せです。それに、ルディが書いた本を読むことができれば、私はもっともっと幸せになれますから」

　アンジェリカがそう伝えると、ルディは小さく息を吐き、そして力強く頷いた。

「うん、そうだね。僕、たくさんのものを見て、たくさんの感情を知って、そして必ず、立派な作家になって見せるよ！」

「はい！　楽しみに待っています」

　アンジェリカとルディが微笑み合う。

「身体にだけは気を付けるんだよ」

　腕を伸ばしたルーカスがルディの身体を抱き締めた。

「父さんも。家具作り、手伝えなくてごめんね」

「……何言ってる」

　ルーカスの声が少しだけ、震えた気がした。

　ルーカスお父さま……。

　アンジェリカの胸にも堪えていた寂しさが迫り、目頭が熱くなる。すると、安心させるかのようにアンジェリカの背に温かなものが触れた。顔を上げると、テオが傍に来て、背中を撫でてくれていた。

　テオ……。

　しかしテオの瞳にも、ルディへの期待と深い寂しさの入り混じった、複雑な色が表れていた。ルディとは、アンジェリカよりもずっとずっと長く、ともに過ごしてきたのだ。

　私なんかより、とても寂しいはずなのに……。

「……ありがとうございます」

　アンジェリカは涙を堪えて、その瞳に小さく頷き返す。

　ルーカスはルディを腕から離すと、目元を隠すようにみんなに背を向けてしまった。

「兄さん」

　ルディがテオに呼びかけた。天使のような顔が僅かに険しくなっている。

「アンを泣かせたら、絶対に許さないから」

　その言葉に、テオの顔が引き締まった。

「ああ、わかってる。必ず約束する。だからおまえは心置きなく、自分のやりたいことをやってこい」

「ルディ……テオ……」

　ふたりのやりとりにアンジェリカの胸が詰まった。

　こんなにも気遣ってもらえて、私、もう、とても幸せだわ……。

　ルディはテオに安堵したように頷くと、荷物を抱え、桟橋を渡っていく。今までに見せたことのない、凛としたその後姿をアンジェリカは見つめ続けた。

「アン！　父さん！　兄さん！」

　そして船上からこちらに向かって手を振るルディに、アンジェリカも必死に手を振り返す。

「行ってらっしゃい！　ルディ！」

「行ってきます！」

　潮風に金色の髪を靡かせながら、ルディが弾けるような笑みを見せた。

「私たちもルディに負けないように、自分たちのできること、やるべきことをやっていかなければならないね」

　ルーカスも手を振りながら、決意の籠った声でそう呟いた。これから、ルーカスには皇太子妃の家具作りの仕事が待っている。テオにはすでに、ボーゼから彫刻作成の依頼が届いていた。

「ああ、そうだな」

　ルーカスの言葉に、テオがアンジェリカの肩を抱き寄せながら答える。

　自分たちのできること、やるべきこと……。

　アンジェリカもその言葉を心の内で反芻しながら、肩に載せられたテオの手に自身の手のひらを重ねた。

　晴れ渡った澄んだ青空に、出港を知らせる汽笛が鳴り響いていた。
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　ルディを見送ったアンジェリカたちは馬車でザクマン家の近くまで戻ってきた。そこから長閑な家路を三人並んで歩く。

　だが、アンジェリカはふと、立ち止まった。

「どうした、アンジェリカ？」

　テオが不思議そうに振り向いた。

「テオ、ルーカスお父さま。ふたりにお願いがあるのです」

　アンジェリカはそう呼びかけたが、迷うように瞳を揺らし、顔を俯けてしまう。

　すべてが一段落したら……、アンジェリカにはそう考えていたことがあった。

「なんだい？　言ってごらんなさい」

　ルーカスは眼鏡のブリッジを押し上げると、柔和な眼差しでアンジェリカを見下ろした。

　ルーカスに促され、アンジェリカは一度キュッと下唇を噛み締めたあと、意を決して顔を上げる。

「私に、生まれ育ったグリュンタールの町を訪れる時間をいただきたいのです。……もちろん、住んでいた屋敷も人の手に渡り、そして……唯一の肉親である父ももう居ないのですが……。父が最後に私を思い出してくれた崖の上を訪れて、花を手向けてきたいのです」

　唯一、アンジェリカの中でわだかまっているもの。それは父、クリストフの死だった。

　すべての始まりのあの町に立ち戻らなければ。

　そうしないと、アンジェリカは前に進めない気がしていた。

　アンジェリカが告げると、ルーカスはハッとしたように息を呑んだ。

「もちろんだよ、行ってきなさい。私たちのほうから、言ってあげればよかったね」

「そうだ、気が回らずすまない」

　テオも気遣わしげに眉根を寄せ、アンジェリカを見つめる。

「アンジェリカ、その時には俺も一緒に行っていいか？」

「え……？」

「おまえの育った町を見てみたいんだ。そして、おまえの親父さんに俺も花を手向けたい」

「テオ……」

　ルーカスとテオの優しさが胸に染み渡った。

　やっとお父様に……、ザクマン家の皆さんを紹介できるんだわ……。

「それがいい、道中テオが居れば安全だろう。ふたりで行ってきなさい」

「ありがとうございます……！　ルーカスお父さま、テオ」

　アンジェリカが笑みを浮かべて礼を言うと、テオは眼差しを緩め、ふわりと頭を撫でてくれた。そして再び、三人は家路を歩き始める。

　しばらくするとザクマン家が見えてきた。しかし入り口の扉前に一台の馬車が横づけられているのが見えた。

「はて……？　誰かお客さんかな？」

　ルーカスが訝しげに呟く。

　すると、アンジェリカたちの姿を認めたらしい御者が素早く立ち上がり、馬車の扉を開いた。中からひとりの女性が降りてくる。

「アンジェリカさん、テオさん」

　それは、清らかな笑みを湛えたソフィア・メクレンブルクだった。

「ソフィア様！　どうなされたのですか？」

　驚いたアンジェリカはその元に駆け寄った。テオとルーカスもあとに続く。

「今日はアンジェリカさんに、ふたつの嬉しい知らせを持ってきました」

　ソフィアはそう言うと、アンジェリカの手を取って、優しく握った。

「バーゼントの裁判が終わり、彼奴が騙し取っていた土地、建物、貿易の許可証のすべてが戻ってくることになりました！」

「……！」

　アンジェリカは思いがけない知らせにただただ驚き、目を見開く。

「バーゼントはもう二度と、あなたの前に、いえこの社会に、姿を見せることはできません。なんせ私自身、この耳ではっきりと聞いた彼奴の自白を証言しましたし、何より、計画のすべてを本人から聞かされた生き証人がいましたからね」

　アンジェリカは感動に打ち震えながらも、ある言葉に引っ掛かる。

　生き証人……？

「そして、もうひとつの嬉しい知らせです」

　ソフィアは馬車を振り返った。

「幸運にも、打ち上げられた対岸の漁村で長い期間、保護されていたそうです。身も心も大変衰弱なさっていたせいで、すぐに連絡を取ることが叶わなかった、と」

　開かれた馬車の扉から、ステップを一歩一歩踏み締めて、上品なダーク・グレイのジャケットを羽織った白髪の男性が降りてくる。

「アンジェリカ……！」

　聞き覚えのある懐かしい声。

　何度も何度も、夢にまで見た温かな笑み。

　頬はこけ、その全身は随分と痩せてしまってはいたが、見間違うはずがなかった。

「……っ!!」

　途端に、溢れてきた涙でアンジェリカの視界が歪んだ。この喜びを表す言葉を必死に探すが、どこにも見つからない。胸に熱が広がり、今にも膝から頽れてしまいそうだった。

　アンジェリカは顔をくしゃくしゃにして、開かれたその腕に飛び込む。

「お、お父様ぁあ……っ!!」

　ルーカスが眼鏡を外し、眦に滲んだ涙を手の甲で拭った。

　テオは腕を組んで、優しい眼差しでアンジェリカたちを見守っている。

　高い空から、煌めく太陽の陽射しと小鳥たちの楽しげな歌声が、祝福するかのようにみんなに降り注いでいた。






エピローグ　～アンジェリカが目覚めたら～









　テオは重たい荷物を背に抱え直しながら、穏やかな陽射しの中、小さな花々が生い茂る小川のほとりを歩いていた。顔を上げると、木立の傍らに立つ、石造りの壁と橙色の三角屋根の建物が目に入る。

「ん……？」

　テオは辿り着いたその建物の緑色の扉に手を掛け、怪訝に眉根を寄せた。一ヶ月振りに戻ってきたというのに、鍵がかかっていない。

「アンジェリカ……？」

　咄嗟に思い至り、期待に満ちた声でその名を呼ぶ。しかし、扉を開いた先には誰も居なかった。

「居るはずがないか……。鍵をかけ忘れていたのか？」

　テオは落胆した声で呟くと、中に入った。

　この建物は自宅を兼ねたアトリエで、ザクマン家の裏の小川を上流に上った、森の入り口に立っていた。もちろん、ボーゼからの提供だ。

　彫刻の製作ならザクマン家の作業場で充分だ、とテオはその申し出を固辞したのだが、より集中して創作に励むように、との忠告付きで半ば強引にこの屋敷をあてがわれた。

　屋根まで吹き抜けのアトリエでは、彫りかけの大きな木材に高い窓から陽の光が降り注いでいた。隅には作業台があり、道具や試作した木片が並んだ戸棚も置かれている。壁にはテオが描いた様々なスケッチが無造作に張り付けられていた。ザクマン家の作業場の優に二倍はある。木の香りが充溢していた。アトリエを抜けた奥は住居部分になっていて、居間と台所、そして寝室がある。

　テオは作業台の傍に荷物を下ろすと、長旅からの帰還にホッと息を吐いた。

　あのコンクールで一等が出たのは数年ぶりだったらしく、ボーゼのテオに対する期待はかなり大きなものだった。しかも女神像への評価とその後に発表した作品の数々で、テオ・ザクマンの名はすでに国中に広まっている。

　今回、一ヶ月間もの旅に出ていたのも、遠く離れた都市に建設予定の美術館から、モニュメントの製作依頼がきたからだった。美術館側の責任者との打ち合わせや現地を実際に自分の目で見ることで、具体的なアイデアを得ることができた。そしてこの旅で、各地の偉大な先人の彫刻作品も見学してくることができて、大いに刺激を受けた。

　……だが俺は、俺の心に響いたものを、この手で創り上げていくだけだ。

　もちろん、プレッシャーがないと言えば嘘になるが、テオは彫刻を創ることが楽しくて楽しくて堪らなかった。それに、やっと見つけ出した自分の道なのだ。

　テオはふっと頬を緩めた。

　アンジェリカの顔を思い浮かべたからだった。

　現在、アンジェリカは父親であるクリストフとともに、街に住んでいる。

　クリストフはアンジェリカとの再会後、もともと住んでいたグリュンタールではなく、この地で貿易会社を復興した。

　……再出発の意味もあったんだろうが、きっと、俺や親父のためにアンジェリカを傍に置いてくれたんだろう。

　クリストフは心優しいアンジェリカを育んだだけあり、穏やかでとても誠実な人柄だった。バーゼントはそれを欠点だと言ったが、誠実な商いをすること以上に大切なことがあるだろうか、とテオは思う。

　アンジェリカは離れていた時間を取り戻すかのように、クリストフの傍でその仕事を生き生きと手伝っている。使用人たちは『お嬢様がそんなことをなさらなくても』と恐縮していたが。

　テオは貿易会社を訪れたときの、アンジェリカの喜びの滲んだ笑顔を思い出すたび、胸が温かくなる。女学校では経営についても学んでいたという。アンジェリカはそういった才にも恵まれているのだろう。

　だがテオにはひとつだけ、憂慮していることがあった。

　それは、街でアンジェリカに向けられる男たちの視線だった。

　アンジェリカの可憐な容姿は人の多い街中でも際立ち、その注目を集めてしまう。それでいて、本人は自身の魅力にまったく気づいていないようで、無防備なのがじれったい。

　一度、はぐれてしまったときは、攫われたのではないかと、テオは気が気ではなかった。

　俺はこんなにも独占欲の強い男だったのか……。

　アンジェリカに出会って初めて知る自分自身の感情に戸惑う。

　テオは深い溜息を吐くと、台所に行き、茶を淹れた。そして、スケッチブックと炭を携え、玄関前のポーチに戻る。そこに置かれている小さな丸テーブルに茶の入ったカップを置くと、隣の二人掛けのカウチに腰を下ろしスケッチブックを開いた。疲れをおしてでも、この旅で得られた着想を早く形にしたかったのだ。

　ポーチからは、小川のせせらぎが聞こえ、遠景に霞がかった山並みと広がる野原が見渡せた。テオはここから眺める心安らぐ景色がとても気に入っていた。その時、アトリエに寄り添うように立っている大樹の裏からカサカサと葉擦れの音が聞こえてきた。

「テオ！　もう帰っていらしたのですね！」

　驚きと喜びに満ちた澄んだ声とともに、煌めく笑みを湛えたアンジェリカが突然、木陰から顔を出す。

「アンジェリカ！　来てたのか？」

　テオはスケッチブックを放り出すと、ポーチの階段を下り、アンジェリカの元に駆け寄った。

「ええ、テオが帰ってくる前に部屋にお花を飾っておこうと思ったのですが、遅くなってしまったみたいです」

　そう言って、手に提げていた籠をおずおずと掲げる。そこには野原で摘んできたらしい黄色のルドベキア、純白のデージー、青色のルピナスなどの花々が彩りよく盛られていた。

「綺麗だな。ありがとう、アンジェリカ」

　アンジェリカの気遣いに目を細めて礼を言う。するとアンジェリカは白い頬を僅かに朱に染めた。その表情に愛おしさが募る。

　今日の晴天のような柔らかな青色のワンピースがアンジェリカのブルーグレイの瞳によく似合っていた。広く開いた襟ぐりからは、細い首筋と美しく浮き出た鎖骨が覗いている。

「ただいま」

　テオはアンジェリカの細い腰を抱き寄せ、改めてそう言うと、額に唇を押し当てた。

「おかえりなさい、テオ」

　アンジェリカがくすぐったそうに首を竦める。一ヶ月ぶりの再会に、お互い照れてしまっている。こんなに長い時間離れていたことは初めてだった。

「……お花を、活けてきますね」

　アンジェリカは恥ずかしげに長い睫毛を僅かに伏せると、身を翻してアトリエの中に駆け込んでいった。
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　テオはボトムと同色の茶のベストを脱ぎ、カウチの背に掛ける。そして白いシャツの袖を上腕まで捲っていると、花を活けた花瓶を持って、アンジェリカもポーチにやってきた。

「クリストフさんは元気にしているか？」

　テオが訊ねると、アンジェリカはテーブルに花を置きながら、嬉しそうに頷いた。

「はい、とても。今日もテオによろしくと言っていました」

　カウチに座ったテオの隣にアンジェリカも腰かける。

「だが、すごく忙しいのだろう？」

「ええ、でもとても楽しそうです」

　アンジェリカの見せる笑みにテオは安堵する。

　新たな地で商売を再開したクリストフの『ハーティング商会』だったが、ソフィア・メクレンブルクという貴族との新たなパイプを得たこともあり、業績は早くも以前の会社に匹敵するほどになっている。

　しかも皇太子の婚約が正式に発表された今、国は祝賀ムードとなり、貴族に出されていた倹約令も解かれた。クリストフが諸外国から仕入れた調度品や茶葉はソフィアを通じて、貴族たちにもてはやされている。再び、世界にその名を馳せるのに、そう時間はかからないだろう。

「ここへ来る前に、ルーカスお父さまのところへも寄ってきました」

「親父の仕事は進んでいたか？」

　テオがアンジェリカの肩を抱き寄せると、アンジェリカは委ねるようにテオの首筋に頭を凭れかけた。

「はい。ほぼ計画通りだと仰ってました。でもルーカスお父さまはまたお食事をなさっていなかったので、今日は私が作った料理をすべて食べ終えるまで、見張ってきました」

　そう言って、アンジェリカは悪戯っぽい笑みをクスリと零した。

　ルーカスは仕事に没頭してしまうと、最近は寝食さえ忘れてしまうようだった。

「だからメイドをふたりも雇っているというのに……。すまないな、アンジェリカ」

　テオが呆れたように言ったが、アンジェリカは首を横に振る。

「いえ、私も久しぶりにルーカスお父さまに手料理を食べていただけて、嬉しかったです。それに、お弟子さんたちもルーカスお父さまの集中力にはとても驚いてらっしゃいました」

　ルーカス・ザクマンが家具作りを再開し、しかも皇太子妃の家具作りの陣頭指揮を執ることが公になると、全国から弟子入り志願者が押し寄せたのだった。その中から選抜された数人を雇い、ルーカスはこの大仕事に臨んだ。そして現在、ほぼ仕上げの段階まできていた。

　もちろん、貴族への倹約令が解かれたことにより、ザクマンの家具への注文も殺到している。そして国内のみならず、ザクマンの家具を外国へ輸出する販路を拓こうと、クリストフが画策してくれているらしい。

「そうだな。俺も親父の仕事ぶりにはいつも、感心させられていた。俺ももっと手伝えればよかったんだが」

　彫刻家としての道を歩み出していたテオは、自身の仕事があり、なかなかルーカスを手伝うことは叶わなかった。それでも少しでも助けになればと、繊細な装飾部分などの製作に協力したのだった。

「そういえば、ルディからお手紙が来てました！」

「はっきりと日程がわかったのか？」

「はい！　船も直り、発売日前の来月の頭には帰国できるそうです」

　アンジェリカが弾んだ声を上げる。ルディの初めての帰国の予定が決まったのだ。ルディが旅立ってから、季節は一巡しようとしていた。

「あ、それに、これ……」

　アンジェリカがもそもそとポケットから紙片を取り出した。手元を覗き込むと、それは新聞の切り抜きだった。

『ルディ・ザクマンの幻想紀行集、満を持しての国内発売決定』

　ルディの処女作の発売を知らせる記事だった。

　滞在したあらゆる国や地域でルディが経験したことと、その感性を如何なく発揮した虚構を織り交ぜた紀行集は、現在、船の故障と気候の関係によりルディが足止めを食らっている国で先に出版された。それが大反響を呼んだらしい。そしてこの度、やっと自国での発売となったのだ。

「私も早く読んでみたいです！　でも帰って来たとしても、ルディはしばらくあちらこちらに引っ張りだこでしょうね」

「そうだな……」

　頷きながらも、アンジェリカに会いたいがためにあらゆる予定をキャンセルしようとするルディの姿が目に浮かび、苦笑する。

　成長期だということもあり、きっと背も伸びて、その姿は一際凛々しくなっていることだろう。

「楽しみだな」

「ええ」

　頷いたアンジェリカの肩をテオは優しく撫でた。

　心地よい風がふたりを包む。小さな魚が小川の水面で跳ねた。ミツバチが羽音を立てながら、花から花へとゆったりと蜜を集めて回っている。ポーチには、アトリエ脇に立つ大樹から木漏れ日が差していた。

　あの木の枝にブランコを下げよう。

　テオは一番太い枝を見上げ、心の内で呟いた。

　そして、ここからこうして、アンジェリカとふたりで眺めるんだ。そのブランコで遊ぶ、俺たちの……。

　想像して目を細めたとき、少し強い風が吹き抜けた。アンジェリカの手にあった新聞の切り抜きが飛んでいこうとする。

「おっと」

　即座にそれを捕まえたテオはアンジェリカの手に紙片を戻す。だが、その手は紙片を掴まない。

「アンジェリカ？」

　テオが呼びかけたが、隣のアンジェリカから返事はなく、肩に載せられた頭がより、重くなった。

「……？」

　不思議に思って覗き込むと、アンジェリカはテオの肩に寄りかかったまま、すやすやと寝息を立てていた。

　頬に長い睫毛の影が落ちている。プラチナブロンドの艶のある髪が風にそよぎ、柔らかな唇は幸せそうに弧を描いていた。

　クリストフの手伝いに、ルーカスの世話、そしてテオの元へとやってきたアンジェリカは疲れてしまったのだろう。

　自身の傍らですっかりと気を許し、安堵した寝顔を見せるアンジェリカに、テオはふっと温かな笑みを漏らした。テオはアンジェリカの頭頂に口づけを落とすと、カウチの背に掛けていたベストをそっと取り、肩に掛けてやる。

　ずっとずっと、アンジェリカにこんな顔をさせていたい……。

　テオは旅のさなかで、アンジェリカのことを思い出すたび、伝えたい言葉が膨れ上がっているのを感じていた。ひと月離れ離れに過ごしたことで、アンジェリカがかけがえのない存在であることがより鮮明になったのだ。

「アンジェリカ、俺と……」

　何度も何度も心の内で繰り返した言葉を唇に載せてみる。

「ん……」

　その時、アンジェリカが微かに身動ぎをした。

「アンジェリカ、起きたのか？」

　だが、またすぐに眠りに落ちてしまう。

　アンジェリカが目覚めたら、テオは伝えるつもりだ。

　目の前に跪いて、その手を取って……。

　テオはこの腕の中にずっとアンジェリカの温もりを感じていたいような、早く目覚めてほしいような、相反する気持ちを抱えながら、麗らかな日和の中でスケッチを再開した。





（了）
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